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1■     茨城県稲敷郡美浦村 野中進跡 ―第 2次発掘調査報告書―  正誤表

箇  所 誤 正

例言     19行
例言     19行
例言     20行
8買 第 5図 スケール
15頁 左段  5行
17頁 左段  7行
26頁 写真19 右上下
38頁 18～ 22行及表 1
4買 左段  31行
44貢 左段 31～ 32行
53買 左段  15行
64頁 右段  13行
73買 弥生土器縄文原体
集計表

79買 遺構別土師器 B

須恵器出土点数

黒澤晴彦
高橋嘉郎
平田満夫
50E血   ..
東西 165cm

lを巻いた
9
コナラ属コラナ要昂
北西―南東方向2.85m

lヒ京―南西方向3m
遺構外に

池平遺跡SI-12,22
()は同一個 1点

黒澤春彦
高橋嘉期
平田満男
30rn   .

東西1.5m

l(細 )を巻いた
7
コナラ属コナラ軍属
北西一南東方向3m
lヒ本T南西方向2.85m
調査区外に
池平遺跡SI―。1宅 ,お,22
()は同一個体を 1点



拳‐首垂単珍斡麒華

0‐003

一景畢離畢躍麟騒繁

`鬱
―

躙翼本懸

母襲驀躍聰甦暫聯琢

恩尋勒妙攀鞘



す琴祥

1土 ;

iri■ IⅢ ⅢⅢiど1‐i .  そ   |― iン t ..l i

第 7号住居址からは土製支脚 3点が炉址を囲んで出土した (帯状に見えるのは住居構築前の風倒木痕)
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第 6号住居址から出土した甕形土器 (右から17,18,19)
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美浦村には、国史跡陸平貝塚や木原城址をはじめ、数多くの

貴重な遺跡が存在します。このことは、当地が太古から人々の

豊かな暮らしを育んできたこと、また、地域の人々が先人の文

化を大切に守ってきた歴史があることを示しています。このよ

うな先人の想いが詰まった遺産を知り、それを守り、さらに活

用することによって未来に継承していくことが、悠久の歴史の

中で現在の私たちがなすべき役害Jであると思っております。

発掘調査はそのような過去の文化を知るにはまたとない機会

であり、この度の野中遺跡の調査も大きな成果をあげることが

できました。野中遺跡がある村役場周辺地域では、以前、庚申

古墳が発掘調査され、金環やガラス小玉などで飾られた古代の

人骨が発見されています。今回の調査では多数の住居の跡がみ

つかり、その古代人たちの生活を知る上で重要な資料が得られ

ました。特に、炉を取り囲むように3つ並んで出土した土製の

“五徳"は、古代人たちの日々の暮らしぶりを紡彿とさせるもの

といえます。本書が干J行 されたことにより、その成果がさらに

広く活用され、新たな美浦村の文化を創造する財産になること

を願う次第です。

最後になりましたが、埋蔵文化財の重要性を理解され調査に

多大なご協力を賜った株式会社スーパーカドヤと有限会社ヨシ

ミネをはじめ、関係者の皆様方と調査に参加された方々のご支

援・ご尽力に対し、心より厚く御礼を申し上げます。

平成12年 3月

美浦村教育委員会

教育長 塚本 不日夫



例  言

1.本書は、茨城県稲敷郡美浦村請領字野中 1552‐ 1外地内に所在する野中遺跡にかかる、株式会社スーパー

カドヤ店舗開設に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書である。

2.発掘調査の主体者は美浦村教育委員会で、調査組織は以下の通りである。

教育長 塚本和夫
生涯学習課長 諸岡正明 (平成11年 3月 退任)、 村崎友春 (平成11年 4月 就任)
生涯学習課文化財係長 増尾尚子 (平成 11年 3月 退任)、 岡田守 (平成11年 4月 就任)
生涯学習課文化財係学芸員 中村哲也 (調査担当者)、 川ホ寸勝、馬場信子
3.調査参加者は以下の通りである。

現地調査 中島重一、椎塚隆二、殿岡達夫、小泉正治、市川一男、海道民子、松葉英治
整理作業 波多野洋子、海道民子、小日仲子
4.本書作成にあたつて、石材については茨城県自然博物館の遠藤好 。小池渉両氏に同定をお願いし、出土

炭化材の樹種同定については株式会社パリノ・サーヴェイに委託した。

5。 本書の編集・執筆は、株式会社パリノ・サーヴェイの分析報告を除いて、中村が行った。

6.調査に関わる図面 。写真・遺物等の資料は、美浦村教育委員会が一括して保管している。

7.発掘調査から本書の刊行に至るまでの下記の諸氏・諸機関にご指導、ご協力を賜った。記して感謝する次

第である。 (敬称略、五十音順 )

阿部有花、阿部芳郎、飯塚廣、石川功、石川日出志、石橋充、海老澤稔、小日英一郎、樫村宣行、木村正、

木村愛子、黒澤晴彦、黒澤浩、湖口淳一、小玉秀成、塩谷修、白石真理、鈴木正博、関口満、高橋嘉郎、

千葉隆司、鶴見貞雄、比気君男、平田満夫、深谷昇、増尾恭子、宮本礼子、村田六郎太、茂本文緒

茨城県教育庁文化課、茨城県南教育事務所、陸平調査会、株式会社スーパーカドヤ、三友測量株式会社、

明治大学考古学博物館、有限会社ヨシミネ

例

本書における図中・表中の表記は、特に指示の無い限り下記の事項を示す。

1.遺構断面図で地山を示す斜線の無いものは、断ち割り調査による観察を行ったものである。
2.遺構実測図の中で、粗い網点は焼け込み焼上の、長い破線は床面硬化部の、短い破線は貼床の掘 り方及

び推定復元線を、一点破線は撹乱の範囲を示す。また、 Pは ピットの略である。

3.土器実浪1面で、表面の網点は赤色塗彩が施された部位を、断面の網点は須恵器であることを示す。

4.土器実測図の側縁に付されている「―Jは、弥生土器では縄文施文部の境を示し、土師器の場合、口縁部
のものはそれより上位に、脚部のものはそれより下位にヨコナデ整形痕が認められることを表す。

5.遺構の略称として、住居l■は「住」、溝状遺物は「溝」、土坑は「土」を用いた。(例 :第 1号住居J■→ 1住 )
6.巻末の観察表に示した土製品・石器・滑石製遺物の「長さ(高 さ)」 。「幅」は、図示した正面図の位置で、
展開の基準線に平行し、しかも遺物の輪郭に外接する長方形の辺長にあたる距離を計測したものである。

土錘や剥片等観察表の註で指示したもの以外は、距離が長い方を「長さ」、短い方を「幅」として計測してい

る。但し、未図化の砕片については最も距離が長くなる方向を「長さ」、それに直行する方向の最大値を

「幅」とした。一方「厚さ」は「長さ(高さ)」 。「幅」の計瀕1面に対 し垂直する方向の計測値である。

7.本書掲載の実測図の縮尺は、住居址平面図 1/60、 土坑平面図 1/30、 断面図 1/60又は 1/30、 土器復元実測

図 1/4、 土器拓影図・土器破片図 1/3、 土製支脚 1/4、 他の土製品 1/2、 鉄器 1/2、 石核・剥片・滑石製遺物

2/3、 他の石器・石製品 1/3である。
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I 遺跡の立地と歴史的環境

野中遺跡の位置と地形

野中遺跡は茨城県南部の霞ヶ浦南岸、稲敷郡美浦村の

ほぼ中央に位置する。美浦村の地勢は北と東が霞ヶ浦に

面し、湖岸を中心に広がる沖積平野と樹枝状の谷 (谷津 )

が発達した標高20～ 30mの稲敷台地からなる。村の東

部には余郷入と呼ばれる干拓地が存在するが、戦前まで

は東から西へ向かって細長く入り込んだ霞ヶ浦の入 り江

であった。その余郷入を谷口部に、更に西へ続 く谷津が

約 4 kmに わたつて村を東西に横断しており、野中遺跡

は谷津の中流から北側に枝分かれした小さな支谷に面し

た、標高24～ 28mの台地上平坦部に立地している。 (第

1図 )

遺跡の地形を細かくみると、遺跡が展開する台地平坦

部の東側は南東から入 り込んだ支谷の谷頭に面し、北、

西、南側は西から回り込んだ支谷が更に枝分かれした 3

つの谷津によつて区切られている。遺跡の広がりが予想

される台地平坦部は東西、南北とも300m程の規模で、

周囲の谷津との最大比高差は約 13mである。 (第 2図 )

野中遺跡の歴史的環境

余郷入から続く谷津の両岸から、霞ヶ浦湖岸の沖積地

に面した台地にかけての地域には、数多くの遺跡が存在

し、村内でも遺跡の密集地帯になっている (第 1図 )。

縄文時代については、余郷入から続く主谷両岸に前期の

興津貝塚 [西村 1984]、 前・中期の虚空蔵貝塚 [大川他

1977]、 早 。中期の大谷貝塚、中・後期の平木貝塚とい

った縄文時代の早期～後期にわたる貝塚を有する遺跡が

散在する。

野中遺跡の主体となる弥生時代以降については、主谷

の谷奥部に弥生時代中期末葉の住居l■が検出された常陸

笹山遺跡 [大竹他 1986]が位置し、上流部には平安時

代の集落l■である摩迦陀遺跡が存在する。一方、野中遺

跡と同様に、主谷から派生した支谷に面した集落遺跡と

しては、主谷北側に古墳時代中～後期の原遺跡等があり、

主谷南側には古墳時代中期の興津白井遺跡や、平安時代

の原畑遺跡、稲荷山遺跡 [奥富他 1996]が点在する。

また、水系は異なるが、野中遺跡に近接した東側の台地

上には、弥生時代後期、古墳時代中～後期の集落l■であ

る人ヶ山遺跡、古墳時代中期の住居l■が検出された請領

妙山遺跡などが存在する。

台地上の遺跡ばかりではなく、野中遺跡とはやや離れ

るが、霞ヶ浦に面した砂丘上の微高地には、古墳時代及

び平安時代の住居址が検出された岸内遺跡が立地する。

また、古墳については、霞ヶ浦を望む台地上に築造され

た100mを 越える中期の前方後円墳である愛宕山古墳を

主墳とする木原白旗古墳群や、岸内遺跡と同じ微高地に

つくられた中期の大型円墳群を主体とする大塚古墳群な

ど多くの古墳群が存在する。野中遺跡自体も八枚原古墳

群に属しており、遺跡から南東の舌状台地上にかけて小

円墳が散在している。その内の庚申古墳は野中遺跡とは

小さな谷頭を挟んで南側に隣接する後期古墳で、箱形石

棺から人骨、金環、青銅環、ガラス小玉が検出されてい

る [大竹他 1989]。

なお、弥生時代、古墳時代における霞ヶ浦の水域環境

については、自然科学分析によるデータの蓄積は充分で

はない。ただ『常陸囲風土記』の浮島の塩焼等の記述を

も参考にするならば、まだ海水域であったと推測される。

これら霞ヶ浦と谷津という生産基盤になり得る自然環

境をひかえて密集する古代の遺跡群は、相互に関連を持

ちながら各時代・各時期ごとに形成されたものと考えら

れるが、特に野中遺跡における古墳時代集落址は、その規

模からいって中核的なJ隆格を有していたものと思われる。

―
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第 1図 野中遺跡周辺遺跡分布図

1.野中遺跡 2.興津貝塚 3.虚空蔵貝塚 4.大谷貝塚 5.平木貝塚 6.常陸笹山遺跡 7.神田遺跡 8.八 ヶ山遺跡

9.木原城址 10.下り内遺跡 11.御茶園遺跡 12.原遺跡 13.茂呂天神遺跡 14.請領妙山遺跡 15.摩迦陀遺跡

16.興津白井遺跡 17.高野台遺跡 18.原畑遺跡 19.稲荷山遺跡 20.岸内遺跡 21,大谷谷津台遺跡 22.庚申古墳
23.八枚原 1号墳 24.愛宕山古墳 25.木原白旗 2号墳 26.同居塚古墳 27.大塚弁天塚古墳
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Ⅱ 査の経過と概要

調査 に至 る経緯

第 1次調査

野中遺跡は平成 4年に、民間の開発行為に伴い発見さ

れた遺跡で、遺跡の北西部約 10,000ド については、記録

保存のための発掘調査が、平成 5年 10月 ～平成 6年 3

月の期間、美浦村教育委員会によって実施されている。

この第 1次調査では、弥生時代後期の住居l■ 5軒、古

墳時代中～後期の住居l■ 19軒、掘立柱建物l■ 9軒、円

墳 1基、時期不明の溝状遺構 3条、土坑 6基が検出され

ている。遺物としては、縄文時代の前期浮島式及び中期

加曾利E式土器、石鏃、弥生時代後期の土器、台石、石

英砕片、古墳時代の土師器及び須恵器、磨石、砥石、紡

錘車、球状土錘、鉄器、ガラス小玉、ミニチュア土器、

誤孔円盤・剣形模造品・臼玉・勾玉・管玉を含む滑石製

遺物が出土している。

なお、第 1次調査については現在整理中であり、上記

した内容は現地調査時の所見を基にしたものである。

第 2次調査に至る経緯

平成 9年 6月 3日 、株式会社スーパーカドヤより美浦

村大宇請領 1552■外地内における開発行為 (店舗)に

伴う埋蔵文化財の所在の有無及び取扱について、美浦村

教育委員会に照会があった。照会地は野中遺跡第 1次調

査区の隣接地にあたり、埋蔵文化財が所在する可能性が

きわめて高かったため、 6月 10日 にテストピットによ

る試掘確認調査を実施した。結果、11ケ所設定したテ

ストピットのうち、 4ヶ所から遺構や遺物が検出され、

野中遺跡が照会地まで広がっていることが確認された。

6月 12日付で、村教育委員会は埋蔵文化財が有る旨を

文書で回答し、以後、県文化課をはじめとする関係機関

に連絡を取るとともに、開発企業側と保存のための協議

に入った。

開発に伴う詐認可に見通しの着いた段階で、開発企業

から文化庁長官に、文化財保護法第57条の 2第 1項の

規定に基づく土木工事に伴う発掘の届出が行われた。そ

して平成 10年 3月 18日 に、土地の開発主体である有限

会社 ヨシミネと店舗を開設する株式会社スーパーカ ド

ヤ、それに村教育委員会の三者によって、 F美浦村請領

字野中地区埋蔵文化財に関する協定書』が締結され、村

教育委員会による記録保存のための第 2次調査が実施さ

れる逗びとなった。

調査の方法

調査区の設定 (第 2, 3図 )

調査区の設定にあたつては、店舗等建物建設部分につ

いては全面発掘を行い、駐車場部分については地下の遺

構に影響の無いように工事を実施することで現状保存す

る方法を採った。但し、全面調査区でも利用する立木や

作業道路として必要な部分については未調査区として残

し、駐車場部分の雨水排水管埋設部についてはトレンチ

調査を行っている。

全面発掘区は主要店舗部の①,②区とした調査区と付

帯的施設を建設する③区に分かれる。②区は調査開始時

点で廃屋が残っていたため、調査の進行上区分けした調

査区である。また、現地調査を一旦終了した後、多少の

設計変更が行われたため、 トレンチの増設による立会調

査を追加調査として行った。

トレンチ調査区は姑象地の北西部、第 1調査区と隣接

する位置にあたり、最終的に幅90cmの トレンチが計 13

本設定された。全面調査区の①,②区は面積約3,600ポ

で、 トレンチ調査区の南東側に位置し、③区は面積約

370ポ で、 トレンチ調査区の北東側に位置する。調査区

総面積は約4,000m2でぁる。

発掘の方法

耕作土、客上、攪乱土からなる表土層は、重機 (バッ

クホーとキャリアダンプ)を使って除去した。各遺構は

基本的にまずサブトレンチによつて覆土や掘り方の状況

を捉え、土層観察用の畦等を残しながら、分層された土

層ごとに発掘を進める方法を採り、掘り方面だけではな

-3-
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第 2図 野中遺跡調査区位置図

響

く、覆土中の人為痕跡の検出に努めた。遺物については

層位ごと、便宜的に遺構内を区画した平面区ごとの取 り

上 tデを基本としたが、遺棄・廃棄がされたことが明確な

ものについては出土位置と高さ、それに出土状態等を記

録している。なお、平面実測は平板測量で行い、実測時

の縮尺は住居址・土坑 1/20、 溝状遺構 1/20～ 1/50、 ピッ

ト群 1た 0、 断面 1/20である。

調査の経過

現地調査

第 2次調査の現地発掘調査は平成10年 4月 3日 から

同年 6月 8日 まで約 2ヶ 月間にわたって実施された。調

査地の草刈りと基準杭の設定は、事前に開発企業によっ

て行われている。以下、調査日誌抄を掲載する。

平成 10年

,4月 2日 (木 )

・ 4月 3日 (金 )

4月 8日 (水 )

4月 10日 (金 )

4月 16日 (木 )

晴れ 現地にブレハブ、 トイレ等搬入。

晴れ 表土剥ぎ開始。文化財保護法第
98条の2第 1項の規定に基づき「埋蔵

文化財発掘調査の報告」送付。

曇り 発掘器材搬入。

晴れ 本日より作業員入る。遺構確認

開始(①区)。

曇リ トレンチ部表土剥ぎ開始(①区表
土剥ぎ終了)。 遺構確認終了(①区)。

割
就
伊

／

／

‐

‐

―

キ

＼

狛
　
　
淋

写真 1 表土剥ぎ作業風景
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ⅧI姓嗽麟

:liiil古墳時代遺構

第 2次調査区

3住

眈
咄雛
ぁ

0                      50m

古墳時代以降・時期不明遺構

第 3図 野中遺跡遺構配置図

//2溝

撹乱内土器

覇

4月 17日 (金 )

4月 22日 (水 )

4月 23日 (木 )

4月 27日 (月 )

5月 6日 (水 )

5月 7日 (木 )

5月 14日 (木 )

5月 15日 (金 )

1溝調査開始。

曇り後雨 トレンチ部表土剥ぎ終了。

仮設水道工事。

晴れ 1土調査開始。

晴れ 1住、 2住調査開始。調査区内

に測量抗設定。

曇り後雨 調査区内(②区)の家屋解体

(～ 28日 )。

晴れ時々曇 り 3住 、 2溝調査開始。

晴れ 2, 3土調査開始。

曇 り後晴れ 4住調査開始。

晴れ 重機による表土剥ぎ開始(②,①

区)。

5月 19日 (火)雨のち晴れ 表土剥ぎ終了。

5月 22日 (金)晴れ 5住、 3溝調査開始。中央公民

館郷土史講座生見学。

写真2 ①区遺構確認作業風景
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・5月 25日 (月 )曇 り 遺構確認 (③区)。
・5月 27日 (水)晴れ 遺構確認 (②区)。
。6月 2日 (火)曇 り 4溝調査。
・6月 4日 (木)曇 り後晴れ 6住、 7住調査開始。

・6月 8日 (月 )晴れ ③区ピット群調査。本日で現地

発掘調査終了。器材敏収。

・6月 12日 (金 )「発掘終了届」送付。

・6月 24日 (水)現地調査終了立会。

・7月 14日 (火)晴れ 遺構埋め戻し(～ 15日 )。

平成11年

。1月 16日 (土)ト レンチ増設による立会追加調査。

整理作業

整理作業は平成11年 10月 25日 から開始した。同日か

ら同年 12月 16日 までは、臨時作業員を雇用し、遺物の

クリーニング、注記、分類、接合、拓本取り作業を実施

した。12月 からは遺物の実測作業、写真撮影、及び報

告書作成に向けてのトレース作業、原稿執筆を併行して

開始し、平成 12年 2月 まで継続した。

調査成果の概要

基本土層

表土層 (I層)は耕作土、客土、攪乱土からなり、客

土、攪乱土が主体であった①,②区では35～ 60cm、 耕

作土が主体であった③区では20～ 35cm程の厚さを測

る。調査区の大部分では、表土層直下が地山のローム層

(Ⅲ 層)に なっていたが、①区の北部から②区の北西部

にかけては、表土層とローム層の間に褐色土層 (Ⅱ 層)

が最も厚い所で15cm程存在していた。このⅡ層とした

掲色土層は、やや赤味がかった褐色土を主体に暗褐色土

とローム粒子が混じるもので、第 1調査区で広範囲に認

められた掲色土層に対応する土層と思われる。

Ⅱ層が存在した部分から検出された第 1号溝状遺構

は、Π層上面 (=表土層下面)か ら掘り込みが認められ

たが、後述する他の遺構は、Ⅱ層が存在しない所から検

出され、ローム層上面 (=表土層下面)が確認面であつ

た。調査区内のローム層上面はほぼ平坦で、若干北東側

に向かって傾斜していた。南西側にあたる①区西端では

標高28.25m、 北東側にあたる③区では標高27.6m前後

を測る。また、①区最南東側の北東角は谷頭部にあたり、

ローム層上面の標高が27mと急に低くなっていた。

検出された遺構と遺物 (第 3図 )

今回調査を実施した第 2次調査区から検出された遺構

は、弥生時代の住居l■ 2軒 (第 1, 5号 )と 土坑 1基

(第 3号 )、 古墳時代の住居址 5軒 (第 2, 3, 4, 6,

7号)と溝状遺構 1条 (第 3号 )、 古墳時代以降の溝状

遺構 3条 (第 1, 2, 4号)と 土坑 1基 (第 2号 )、 時

期不明の土坑 1基 (第 1号 )と ピット群 (③区)で、配

置は第 3図のとおりである。第 1調査区と比べると遺構

の密度が粗で、遺跡の周縁部にあたるものと思われる。

但し、調査区内には地山ローム層まで及ぶ攪乱が多数

認められ、失われた遺構もあったものと考えられる。特

に、瓦店が以前存在した①,②区とトレンチ調査部では

瓦片等を廃棄した坑が多くみられ、中でも第 4号住居址

の北西側と北東側のトレンチ群、及び③区の第 1号土坑

の南西側は、ほとんど全域が攪乱に覆われていた。

遺物については、遺構内を中心に、縄文土器片10点、

弥生土器片638点、土師器片2,834点、須恵器片16点、

土錘 11点、土器片利用研磨具 1点、土製支脚 3点、土

製紡錘車 1点、不明土製品 1点、鉄鏃 1点、刀子 1点、

敲石 3点、砥石 2点、板状石製品 7点、玉随製の石核 1

点、同剥片 8点、同砕片 4点、ペグマタイト製の石核 ?

1点、同剥片 2点、同砕片13点、チャート製の剥片 1

点、同砕片 3点、安山岩製の剥片 1点、双孔円盤 3点を

含む滑石製遺物29点が出土している。
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Ⅲ 検出された遺構と遺物

1.縄 文時代の遺物

縄文時代の概要

縄文時代については、明確な遺構は検出されておらず、

第 4図に示した計10点の縄文土器片が、遺構外や後世

の遺構内を中心に出土したのみである。但し、第 4図 3

の縄文土器片は、他に全く遺物が検出されなかった第 1

号土坑から出土しており、第 1号土坑が縄文時代まで遡

りうる可能性はある。しかし、時期が限定できないため

第 1号土坑については時期不明の遺構として扱い、後節

Ⅲ-3で記述する。また、形態的に縄文時代に該当する

可能性がある石器についても、遺構内出土のものはその

遺構の所で扱い、遺構外出土のものは時期不明の遺物と

してⅢ-3で後述する。

出土 した縄文土器 (第 4図 )

1は胎土に繊維を含む土器片で、単節RLの縄文が施

されている。 2, 3は隆帯がみられる破片で、 2の外面

には輪積み痕が残され、 3の下方には単節 LRと 思われ

る縄文が認められる。 4, 5は連続する刺突文が施され

たもので、 4の刺突列は隆帯に沿って施されている。 6

は複節RLRの縄文を維方向に帯状に施文した後、縦位
の沈線で区切り、沈線間の無文部を磨いている。 7に は

縦位の微隆帯を境に単節LRを施文した縄文部と無文部

趨触罐露泣∽撚

即 戒篭甥
0         5cm

―第 4図 野中遺跡第 2次調査出上縄文土器

がみられる。 8～ 10は縄文のみが施された破片で、縄

文原体は 8が無節 L、  9が単節 RL、 10が複節 RLR

である。

出上位置は 1, 2, 5, 6が①区遺構外、 8が第 3号

住居址、10が第 4号住居址、 4, 9が第 1号溝状遺構、

アが第 2号溝状遺構、 3が第 1号土坑である。なお、 1

は前期前半、 2～ 7は中期に相当する土器と思われる。

弥生時代の遺構 と遺物の概要

弥生時代の遺構としては、第 1号、第 5号の 2軒の竪

穴住居址と第 3号土坑が該当する。遺物は土器が主体で、

その他上記の遺構内から、土製紡錘車、敲石、ペグマタ

イト製の石核 ?、 不明土製品が出土している。

2.弥 生時代の遺構 と遺物

弥生土器

出上状況 弥生土器は計638点検出されている。出土

状況をみてみると (第 5図 )、 当該期の遺構内から多く

出土している他、①,②区東部からの出土が多い。特に、

古墳時代以降の遺構である第 3号住居址と第 2号溝状遺

構Ⅳ区からまとまった出土が認められ、その付近に弥生
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時代の遺構や活動地点が存在していた可能性も考えられ

る。また、①区南部の第 3号土坑に隣接する攪乱内から

は同一個体の破片群を主体に土器片が集中して検出され

ており、「撹乱内土器集中地点」と呼称する。

器形と文様 出土した土器には、広国の壷形土器や甕

形土器、それに鉢もしくは高杯形土器などが認められる。

文様については、頸部文様に多条櫛描文が多く認められ、

格子目文など箆状工具で描かれた文様もみられる。

縄文原体 施文されている縄文の原体は、付表に示し

たように異なる原体の組み合わせも含めて19種認めら

れた。 1段の縄を4本使った縄文原体が多いが、分類に

あたっては、規則的に 1条ごとに深浅が出ているものを

附加条 1種附加 2条、そうでないものを直前段 4条 とし

た。さらに 1段 4本の原体には、 3段の直前段反撚も存

在するが、撚り戻しが強いもので、附加条や直前段 4条

としたもののうち、施文単位が捉えられない小片につい

ては、 3段の直前段反撚が含まれている可能性がある。

また、今回「撚糸文Jと した軸に条を巻き絡げた原体

を回転押圧したものも多 く認められる (註 )。 いずれも

軸の原体が不明であるが、 1段の条が回転押圧されてい

るのもののうち、便宜的に条の太さが幅lmm以下のも

のを本稿では (細 )と して区分した。節の幅からみて、

(細 )でない撚糸文としたものの中には、軸縄が押圧さ

れなかった附加条縄文が含まれている可能性が高い。ま

た、撚糸文 (細 )と したものは圧痕が深く、節が細長い

ものが多い傾向がある。

胎土 肉眼観察によって胎土は大きく2種類に分けら

れる。ひとつは径 lmm以下の細かい白色及び透明の砂

粒が含まれているもので、もう一つは径 1～ 2 mmの粗

い白色及び透明の砂粒が目立つ一群である。両者には灰

色の砂粒が含まれる場合があり、後者には雲母粒子が混

ざったものも存在する。割合としてはおおよそ前者が 2

に対し後者が 1である。

なお、図示した弥生土器の選択にあたつては、日縁部

破片、底部破片、縄文以外の文様を有する破片は、第 3

号土坑出土の櫛描文の小片 2点 と、平行沈線 ?が施され

た小片 1点、それに後世の第 3号住居址出土の木葉痕が

第 5図 野中遺跡第 2次調査区弥生土器出土状況図
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みられる底部小片 1点を除いて、全て掲載 した。一方、

縄文のみが施された土器破片は、原体の種類ごとに選別

して掲載 し、遺構ごとの原体別出土数は付表に示 してあ

る。また、第 1, 5号住居址については全点掲載 した。

縄文原体の量的傾向や図示 した遺物個々の属性について

は、巻末の付表を参照されたい。

(註 )こ の原体としては単軸絡条体第 1類や附加条縄文が想定されるが、

軸が不明で明瞭な区別ができないため、撚糸文とした。なお、縄

文原体の観察は山内清男氏の文献 [山内1979]に 拠ったが、縄文

原体の表記は省略化した (例 RIと → RL)。

0                          2m

第 1号住居址土層説明

第 1号住居址

位置 ①区中央の東寄りに位置する。攪乱によって南

北両壁の上側一部と中央南側の床の一部が損なわれてい

る。

規模と形態 平面形は長軸 4.9m、 短軸 3.8mの隅九長

方形で、壁の高さは南側で37cmを 測る。床面のほとん

どは貼床によつて構成されており、中央には長径 62cm

の炉l■が存在する。地山ローム層を掘 り込んだ貼床の掘

り方は、北西部隅と南壁側を高く残した形態で、深いと

掘 り方

2820m一 P

|

∞ ・

1層
2層
3層

4層

5層

黒褐色土層 締まり有り。粘性無し。黒褐色土を主体に褐色土が若千混じる。ローム・焼土・炭化物粒子を含む。
褐色土層 締まり・粘性やや有り。褐色土を主体にロームが混じる。焼土・炭化物粒子を含む。
褐色土層 締まり,粘性やや有り。掲色土と黒褐色上が混じる。ハードロームブロック (最大径20mm)、 ローム粒子を含み、焼土粒子もやや目
立つ。 2層土より黒味強い。
暗責褐色土層 締まり・粘性やや有。ロームと褐色上が斑状 (径 10～ 50mm)に混じる。ハードロームブロック (最大径10～ 150mm)が多量に
混ざり、中央付近では黒褐色土も斑状 (径 10～ 20mm)に 混じる。焼土 炭化物粒子は含まない。貼床土。
褐色土層 締まり・粘性やや有。暗褐色土とロームが斑状 (径 10～ 201111n)|こ 混じる。ローム粒子を含み、焼土・炭化物粒子を若千含む。貼床下
ピット覆土。

第 6図 第 1号住居址実測図
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写真 3 第 1号住居址全景

写真 5 第 1号住居址出土土器 29

ころでは床面から10cm程掘 り下げられている。南壁側

の高く掘 り残された部分はそのまま床面として利用され

ているが、その他の部分にはロームと褐色土が斑状に混

じったものにハー ドロームブロックを含んだ土 (4層 )

が充填され、床面を形成している。また、炉址の部分に

は貼床が存在せず、焼土粒子が日立つ褐色土 (3層 )が

堆積 した皿状の窪みになっており、その窪みの周 りには

貼床上面が焼け込んだ焼土が部分的に認められる。柱穴

等の床面に付随するピットは検出されなかったが、北西

隅の貼床下からは径 23cm、 深さ19cmの ピットが検出さ

れている。

覆土と遺物の出土状態 床面上の壁際には 2層 とした

褐色土層が認められ、その 2層 と床面中央部を覆って、

1層 とした黒褐色土層が堆積する。

南東隅の 2層 に覆われた床面直上から29の 弥生土器

が 2点に分かれて出土 した他、28点の弥生土器片が覆

土中や貼床土、それに攪乱内から散浸な分布状態で出土

している。一方、 1層 中や撹乱内からは土師器 54点が

出土 している。

遺構の時期については、土師器が 2層や床面上からは

写真 6 第 1号住居址貼床断面

出土しなかったこと、平面形が弥生時代に多くみられる

形態のものであることから弥生時代と捉える。

出土遺物 (第 7図) 出土した遺物は上記した弥生土

器と土師器、それに滑石製遺物 1点であるが、ここでは

弥生土器についてのみ記載 し、土師器と滑石製遺物につ

いてはⅢ-3で 触れる。また、 1は本住居址 と15m以

上離れた第 2号溝状遺構Ⅳ区から出土 した破片である

が、本住居址出土の 2と 同一個体と捉えられるためここ

で一緒に報告する。

1～ 5は頸部に 4本歯以上の櫛歯状工具によつて描か

れた櫛描文が施された頸部付近の破片で、 1, 2は横位

の、 3, 4は縦位と横位を組み合わせた、 5は山形もし

くは菱形のモチーフを描いている。また、 1の胴部には

R?の撚糸を巻いた撚糸文がみられる。 6は箆状工具に

よる単沈線で格子目文が描かれた土器で、下部の無文部

には赤色塗彩が部分的に残る。 7は単節 LR?が 施文さ

れた縄文帯と無文帯を箆状工具による単沈線で区切つて

いる。

8～ 291ま縄文のみが施されたもので、原体は 8～ 17

が附加条 1種附加 2条 LR+2R、 18が直前段反撚 L

―-10-―
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第 7図 第 1号住居址出土遺物

LR、 19が直前段 4条 LR?、 20～ 23が撚糸文 R、 24

～ 26が撚糸文R(細 )、 27が単節 RL、 28が単節 RL

と附加条 1種附加 2条 RL+2Rを 組み合わせたもので

ある。 8～ 14は同一個体の破片と思われ、17に は縄文

施文前につけられた刷毛目整形痕が、18の外面の一部

には赤色塗彩が認められる。

29は 鉢 もしくは高杯形土器の杯部と思われ、外面と

口唇部には直前段反撚 LLRの 縄文が施されている。復

元口径は 19cnl。

第 5号住居址

位置 ①区の北西端に位置する。住居址の大部分は攪

乱されており、西隅が僅かに残つていたに過ぎない。ま

た、覆土の上部は古墳時代の第 3号溝状遺構によって一

部壊されている。

規模と形態 残存していた隅は九みを帯び、隅九の平

面形をしていたと思われる。壁の高さは28cm。 床面は

地山ローム層であり、残存部全面が硬化している。ピッ

ト、炉址等は検出されていない。

覆土と遺物の出土状態 覆土は壁際床面上に堆積する

ぬ !

コ
炭化物小片集中部

＼、撹乱
ゝ

0        1m

―
第 5号住居址土層説明

1層 :黒褐色土層 締まり・粘性やや有り。黒褐色土を主体に嗜褐色土
が混じる。ロームブロック (径 10～ 30mm)を 者千含み、ロー
ム・炭化物粒子を含む。

2層 :褐色上層 締まり。粘性やや有り。褐色土を主体にハードローム
プロック (最大径20mm)、 ローム・炭化物粒子を合む。

第 3図 第 5号住居址実測図
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D              10cm

0            5cm

一

写真ア 第 5号住居址全景

第 9図 第 5号住居址出土遺物

2層 とした掲色土層と、 2層 と中央寄 りの床面を覆う 1

層とした黒褐色土層からなる。壁際の 2層上面には、最

大長 50mmの 炭化物小片が集中した箇所が 2ヶ 所認めら

れる。

床面直上からは 1の弥生土器がつぶれた状態で出土

し、 2の土器もその側の床面直上の出土である。その他

16点 の土師器小片が覆土中から出土 している。大型破

片である 1の出土状況から、弥生時代の遺構と捉える。

出土遺物 (第 9図) 1は 壼形土器の胴部破片で、附

加条 1種附加 2条 LR+2Rの 縄文が施されている。ま

た佳かに残る頸部は無文帯になっており、縄文施文部と

の境には、箆状工具による単沈線が引かれている。復元

胴部最大径は40cm。 2は無文の土器で、外面は粗い撫

でによって整形されている。表面の粘土が撫でによつて

かなり延ばされており、粘土に粘性がある内に整形され

たものと思われる。

第 3号土坑

位置 ①区の南端に位置する。立木のため表土層を残

してあつた個所から検出されたもので、その下に焼土を

含む覆土の一部が残されていた。北、南側は攪乱のため、

西側は表土剥ぎ時の掘り過ぎにより、遺構の範囲を明確

に捉えられていない。

%

写真 8 第 5号住居址土器 1・ 2出土状況 (上は 3溝 )
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写真 9 第 5号住居址出土土器 1
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第 3号住居址土層説明

1層 :黒褐色土層 締まり・粘性やや無し。黒褐色上を主体に暗褐色土が混じる。ローム・焼土・炭化物粒子を含む。
2層 :暗掲色土層 締まり・粘性やや無し。暗褐色土と褐色上が混じる。
3a層 :褐色土層 締まり有り、粘性やや有 り。掲色主主体。
3b層 :赤褐色土層 締まり有り、粘性やや有 り。 3a層上に多量の焼土粒子が混じる。
4a層 :暗褐色土層 締まり 粘性やや無し。暗掲色上に炭化物粒子を多く、焼土粒子をやや多く含む。ローム粒子も含む。
4b層 :黒褐色土層 締まり,粘性やや無し。 4a層上に炭化物起源と思われる黒褐色土が混じる。

第 10図  第 3号土坑実測図
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写真 10 第 3号土坑全景 写真 11 第 3号土坑遺物出上状態
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第 11図 第 3号土坑出土遺物
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劣化部上には 3a層 とした掲色土層が堆積 し、一部 4層

を覆っている。また、皿状の掘 り込みを中心とした範囲

の 3a層中には、 3b層 とした多量の焼土粒子を含む赤

褐色土がブロック状にみられる。更に3,4層 を覆って

暗褐色土層の 2層 と黒掲色土層の 1層が凹レンズ状に堆

積する。劣化部におけるこれら覆土の厚さは20cm程で

ある。

底面直上から覆土、さらに覆土上の表土層にかけて計

146点の弥生土器片が出土 している。土器片はいずれも

細片で、同一個体の破片でも出土した位置や層位にばら

つきがある。図示した各土器の出土位置については、第

10図の遺物分布図と付表の観察表を参照されたい。土

器以外では、93の 土製紡錘車が遺構南端の 3a層 中か

ら、94の土製品と95の 敲石が皿状の掘 り込み内の 4a

層上面から出土 している。なお、95の敲石は 8片 に破

砕 しており、そのうちの 2片 は4a層 中の出土である。

写真 12 第 3号土坑出土遺物

規模と形態 最終的には、長径 86cm、 深さ20cmの不

整円形の皿状の掘 り込みの周囲に、地山であるローム漸

移層が被熟のためかボロボロに劣化 した面 (ボロボロの

プロックは硬化していた)が検出されている。確認でき

た劣化部は南北 2m、 東西1.5cmの 範囲に広がっており、

東西両端には劣化部を区切る形で、深さ5～ 14cmの 浅

い溝状のピットが 2ヶ所づつ計 4ケ所存在する。覆土の

限界が確認できた東狽1では、劣化部が切れるあたりから

徐々に地山が上がっていき、それに伴い覆土が薄くなっ

て途切れていた。なお、皿状の掘 り込み内もボロボロに

劣化していた。

覆土と遺物の出土状態 皿】犬の掘 り込み内から周囲の

劣化都直上には、 4a層 とした炭化物粒子を多く含む暗

褐色土層が堆積 しており、皿状の掘 り込みの南側の4a

層中には黒味の強い炭化物起源と思われる4b層がブロ

ック状に存在する。 4層が存在しない部分の遺構縁辺の

―-15-―
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第 12図 第 3号土坑出土遺物

―-16-―

写真 13 第 3号土坑出上遺物



出土遺物 (第 11、 12図 ) 1～ 921よ 弥生土器である。

1は頸部以上が復元できた広日の壺形土器で、顎部には

5本歯の櫛歯状工具による櫛描文によつて菱形のモチー

フが描かれている。日縁は複合口縁で、ヨコナデ整形後、

日唇部が内外面から交互に押捺されている。復元口径は

16.6cm。

2～ 12は 同一個体の胴部破片群であり、 Lを巻いた

撚糸文が施されている。また、 2の破片には胴部と頸部

を区画する平行沈線文が半我竹管状工具によつて引かれ

ている。

13～ 41は 3本歯以上の櫛歯状工具による櫛描文が施

文されたものである。13～ 19は頸部に櫛描文が縦位に

施されたもので、呵6に は頸部下端を区画する横位の櫛

描文もみられる。13～ 15と 16,171ま それぞれ同一個体

で、前者の口縁部はヨヨナデ整形の後、日唇部に交互押

捺が、複合口縁下端に押捺が施されている。20～ 28は

縦位の櫛描文を起点に横位の波状櫛描文が施されたもの

で、24,25は 2列の縦位櫛描文の間が無文部になって

いる。20は複合口縁の下部を箆状工具による単沈線に

よって横位に区切 り、その下の複合口縁下端部に縦位の

刻みを入れている。また、頸部の櫛描文によって縦位に

区画された部分には、箆状工具による格子目文がみられ

る。28の 胴部にはR(細 )を巻いた撚糸文が施され、

同一個体である22,23それに21の口唇部には縄文が施

されている。29～ 31は縦位の櫛描文を起点に横位の直

線的な櫛描文が施されたもので、29,301ま 同一個体。

32～ 341よ横位に波状の櫛描文が施されたもの。32に は

頸部下端を区画する櫛描文と胴部に施文された直前段 4

条 LRの縄文がみられ、33の 口唇部には縄文が施され

ている。35～ 38は頸部下端を区画する櫛描文がみられ

るもので、35の 区画上位は無文で、煤が付着している。

また、36～ 38の胴部にはR(細 )を巻いた撚糸文が施

文されている。391よ 山形もしくは菱形の、40,41は 曲

線的なモチーフを櫛描文によって表出したものである。

42～ 44は箆状工具による単沈線によつて文様が描か

れたもので、421ま横位の櫛描文の上に格子目文が、同

一個体の43,44は矢羽状の文様が描かれている。45～

52は 同一個体 と思われる口縁部破片である。日唇部に

は刻みが施され、口唇直下は幅 l cm程 の無文帝になっ

ている。無文帯の下には径 2 mmの 竹管状工具を使った

円形刺突文が数多 く施文されている。53,54は無文の

日縁部破片で、53の 日唇部には刻みが、54の 回唇部に

は縄文が施されている。55,56イよ同一個体で、日縁部

に箆状工具によつて 2本の平行する沈線が引かれ、その

間に刻み列が充填されたものである。また、日唇部には

縄文が施文されている。

57～ 601よ 附加条 1種附加 2条 LR+2Rの 縄文が施

文された胴部破片。61の縄文は附加条と思われ、附加

縄 Rが 2本密接 して現れている。62～ 65は直前段 4条

LRの縄文が施された胴部破片。68～ 32は R(細 )を

巻いた撚糸文が施されたもので、79に は撚糸文施文前

の刷毛目整形痕がみられる。66,671ま 同一個体で、他

の撚糸文に比べて条の間隔が不規則である。また、68

～73も 同一個体の破片であり、68,69の日縁部にはヨ

コナデ整形痕がみられ、口唇部に縄文が施されている。

83～ 86は Rを巻いた撚糸文が、87,88は L(細 )を巻

いた撚糸文が、891ま 0段多条と思われるLを巻いた撚

糸文が施された胴部破片。90は奏形土器の無文の日縁

部破片で、口唇部上面には押捺が施され、内タト面は撫で

によつて整形されている。また、胎土はとても微粒の白

色粒子を含むもので、他の個体 と趣を異にする。91,

92は底部破片で、両者とも底面に木葉痕が残る。底径

は91が 6.5cm、 92が6.2cm(復元 )。

93は完形の土製紡錘車で、表裏側面に孔部を中心と

して放射状に構かれた、 6本歯の櫛歯状工具による櫛描

文がみられる。また、表裏両開口部に若千の摩滅が認め

られる。941よ 土製品で鉤状に曲がっている棒状部と指

頭押捺で扁平にされた部分からなる。扁平部の片面には

繊維の圧痕もしくは擦痕がみられる。

95は三角錐状の砂岩製自然礫を使用 した敲石で、三

角錐の底面にあたる部分と稜や角にあたる部分に複数の

敲打痕が残る。 8片に破砕された状態で出土したもので

あり、いずれの破片も被熱による赤化が認められる。被

熱度合いの差か礫表面の赤化具合は破片によって異なる

が、破損面についてはいずれも礫表面近くが赤化してい

るのみで、中央部の赤化はほとんど認められない。

96は ペグマタイトの節理が発達 した石英質部を使用

した塊状の形態をした石器である。表面は多 くの剥離面

と節理面で構成され、周縁方向からの剥離が多いという

他、目立った規則性は認められない。石核か。

―-17-―



攪舌L内土器集中地点

位置と遺物の出土状態 ①区の第 3号土坑の北東約 6

mの所に位置する攪乱内の一部 (径 50cm程の範囲)か

ら、同一個体の破片34点 を含む計45点 の弥生土器片が

かたまって検出された。攪乱内ではあるが、土器が包含

されていたブロック状の土が均質であったこと、また、

同一個体の破片が多く含まれていることから、これらの

土器片を、原位置は動かされているものの遺棄・廃棄さ

れた時点でのまとまりを部分的に示している一群として

扱う。

出土遺物 (第 14図) 1～ 251ま 同一個体で、L(細 )

を巻いた撚糸文が施された胴部破片である。26は多条

の櫛描文が横位に施されたもの。28は R(細 )を巻い

第 13図 攪乱内土器集中地点実測図

た撚糸文が、29は単節RLの縄文が施文された胴都破

片。27と 30には縄文が施されているが原体は不明。27

の紀文上位は無文になっている。
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第14図 攪乱内土器集中地点出土遺物

写真14 濁乱内土器集中地点出土土器
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後世遺構 内及び遺構外 出上 の弥生土器

ここでは古墳時代以降の遺構内から検出された弥生土

器、及び遺構外から出土した弥生土器を記載する。該当

する土器片は計 372′点である。 (第 15,16図 )

1は細顕の壺形土器の肩部にあたる破片と思われ、幅

3 mmの 太めの単沈線に挟まれた部分に、単節 LRの縄

文が施されている。 2, 3は 半我竹管状工具による平行

沈線文によつて、頸部下端が区画されているもので、 3

の胴部にはR(細)を巻いた撚糸文が施文されている。

4～ 45は 3本歯以上の櫛歯状工具によって描かれた

櫛描文が施文された口縁部から頸部にかけての破片であ

る。 4～ 11は縦位に櫛描文が施されたもので、11に は

櫛描文による横位の区画文も合わさっている。 4は複合

日縁部の破片で、櫛描文施文前にヨコナデ整形がなされ、

日唇部には縄文が施されている。 5, 6,10の 胴部に

は縄文がみられる。5は附加条 1種附加 2条 LR+2R、

6は単節 LRであろうか。12～ 151ま縦位の櫛描文を起

点に波状の櫛描文を横位に配したもの。12は複合口縁

と口唇部にR(細 )を巻いた撚糸文が施されている。

13,14は 同一個然で、波状の櫛描文がやや斜めに配さ

れている。16～ 201よ縦位の櫛描文を起点に直線的な櫛

描文を横位に配 したもの。181ま 2列の縦位櫛描文の間

が無文部になってお り、16で は同様な部分に半我竹管

状工具を使った平行沈線によって山形のモチーフが描か

れている。21～ 271よ横位の波状櫛描文が施されたもの

で、26に は刷毛目整形痕もみられる。また、21の複合

口縁と口唇部には附加条 1種附加 2条 LR+2Rの 縄文

が施文されている。28～ 361ま直線的な櫛描文が横位に

施されたもの。32の櫛描文は胴部との区画文になって

おり、胴部には直前段反撚 LLRの 縄文が施文されてい

る。33,34は同一個体。37～ 441ま櫛描文で山形もしく

は菱形のモチーフを描いたもので、441よ 無文の複合口

縁を持つ。45は櫛描文で曲線的なモチーフが描かれて

いる。

46～ 491よ箆状工具による単沈線で格子目文が描かれ

たもので、461よ格子目文の上下を単沈線で区画してい

る。47の胴部に施文された縄文は附加条 1種附加 2条

LR+2R。 50～ 52も 箆状工具による単沈線でモチー

フを描いていたもので、50で は横位の単沈線文で区画

された中に横向きの矢羽状のモチーフが描かれている。

53は横位の波状櫛描文を施文した後に、刷毛目整形を

施したものである。

54～ 79は附加条 1種附加 2条 LR+2Rの 縄文が施

されたもので、54,55,77が 回縁部、79が底部、他が

胴部破片である。61,621よ 同一個体。54,55は複合口

縁と口唇部に縄文が施文されており、複合口縁の下位は

無文である。77の 口唇部にも縄文施文。また、78で は

縄文が交差する形で重複 している。80～ 871ま直前段 4

条 LRの縄文が施文された胴部破片。88～ 91は直前段

反撚 LLRの 縄文が施されたもので、90に は赤色塗彩

が一部に残っている。92～ 1071よ R(細 )を巻いた撚

糸文で、106,1071よ 交差する形で撚糸文が重複 してい

る。101に は赤色塗彩が一部に残る。108は Rを巻いた

撚糸文が施文された底部破片。109,1¬ Oは同一個体で、

頸部無文部の下位に撚 りの細かい直前段反撚 RRLの 縄

文が施文されたもの。111～ 1151ま同一個体の胴部破片

で、撚 りの太い縄文が施されている。原体は直前段反撚

RRLか 。116,117は Lを巻いた、118,119は L(細 )

を巻いた撚糸文が施されたもので、1191よ底部、他は胴

部破片である。119の復元底径は10.Ocm。 120,121は

附加条 1種附加 2条 LR+2Lが 施文されたもの。122

は頸部無文部の下位に縄文が施されたもので、原体は無

節 Lか。123は 附加条 1種附加 2条 LR+2Rと R(細 )

を巻いた撚糸文が施文された胴部破片。124～ 126に施

文されている縄文は直前段 4条 LRと 思われ、隣接する

2条が深 く押圧されている。127～ 1301よ頸部無文部の

下位に単節 LRの縄文が施されているもので、127～

司29は同一個体。13呵 ～ 133は単節 RLの縄文が施文さ

れたもので、呵331ま 0段多条と思われる。131は複合口

縁と口唇部に縄文が施文されており、複合口縁より下位

は無文部にならている。1341よ結束第 1種 LR・ RL、

135は rを巻いた撚糸文が施文されたもの。

136～ 1391よ 口縁部破片で、136,1371ま複合口縁で

ある。136,呵 38,139の 日唇部には縄文が施文され、

136の複合口縁下端には上下から交互押捺が施されてい

る。それ以外に文様の施文無し。1401ま条痕がみられる

破片であるが、刷毛目整形か。141は底部破片で、底部

に太い沈線がみられる。

―-19-
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古墳時代以降の遺構 と遺物の概要

古墳時代の遺構としては、第 2号、第 3号、第 4号、

第 6号、第 7号の 5軒の竪穴住居址と、第 3号溝状遺構

が該当する。また、第 1号、第 2号、第 4号溝状遺構と

第 2号土坑は、遺構の重複関係や出土遺物等から古墳時

代もしくはそれ以降の時代が想定される。第 1号土坑、

それに③区のピット群は時期不明の遺構であるが、本節

で一緒に報告する。

遺物は、遺構内を中心に検出された土師器が主体であ

り、須恵器も若干出土している。他には鉄鏃、刀子、土

錘、敲石、砥石、板状石製品、石核、剥片、砕片、双孔

円盤を含む滑石製遺物が出土している。なお、石核、剥

片、砕片については、弥生時代以前の可能性も考えられ

る遺物であるが、そのほとんどが古墳時代以降の遺構内

から出土しているため、本節で扱う。

土師器・須恵器

土師器片は計2,834点、須恵器片は計16点検出された。

但し、土師器には時期不明の素焼き無文の土器片を含む。

土師器の主体は、住居l■から出土した古墳時代中期から

後期に該当するものである。

これら古墳時代土師器の胎土は、肉眼観察によつて径

l mm以下の細かい白色及び透明の砂粒が含まれている

ものと、白色砂粒と径 1～ 2 mmの粗い透明砂粒が目立

つものに大きく分けられ、両者には灰色砂粒と雲母粒子

が含まれる場合がある。雲母粒子については、前者に含

まれる場合はごく微量であるが、後者でみられる雲母粒

子は粗 く、含有量が多い。後者の全体に対する割合は

5%未満で、圧倒的に前者が多い。なお、第 4号住居l■

出土の271よ細かい雲母粒子が目立つもので、上記 2者

とは趣が異なる。また、これら古墳時代土師器と伴出し

た須恵器も透明砂粒がみられなく、質を異にする。

滑石製遺物

双孔円盤 3点を含む滑石製遺物が計29点検出された。

3.古 墳時代以降の遺構 と遺物

石材は雲母片岩質から蛇紋岩質まで細かくみると数種認

められるが、今回は滑石製模造品の製作に関する石材と

いうことで、一括して滑石と呼称する。滑石製遺物に残

された加工痕としては、剥離、折り取り、削り、刃あた

り痕 (以下「刃痕」)、 研磨、穿孔が認められる。このう

ち削りと刃痕は金属製工具によって残されたものと思わ

れる。また、未製品としたものは、加工形状から製品の

種類が特定されるものである。

以下、遺構ごとに遺構自体の内容や出土遺物を報告し

ていくが、遺構別・器種別の土器出土点数や遺物個々の

属性については巻末の付表を、土層の細かい説明や堆積

状況、それに遺物個々の出土位置については各遺構の実

測図を参照されたい。

第 2号住居址

位置 ①区のほぼ中央に位置する。南側約 1/3と 東側

隅が攪乱によって失われている。

規模と形態 平面形は残存部と主柱穴の配置からみて

隅丸正方形をしていたものと思われる。残存していた北

西―南東方向の壁間が5.2m、 壁の高さが北西側で1lcm

を測る。床面は地山ローム層からなっており、中央部に

硬化部が認められる。

北西壁に亀がつくられているが、構築材の主体は6層

としたロームと褐色土が斑状に混じった明褐色土で、燃

焼部に面した袖と奥壁だけに5層 とした白色粘土がU字

形に貼られていた。焚き口部における両袖間の間隔は

74cmである。燃焼部底面の焚き口寄りには、地山ロー

ム層が長径44cmの範囲にわたって赤化し、ボロボロに

劣化した火床面が存在する。

一方、攪乱によって床面が残っていなかった住居址南

東部には、長径約65cmに 及ぶ焼上が存在する。断ち割

りによる断面観察の結果、約 6 cmの振幅で細かく凹凸

になった地山ローム層上面に被熱による赤化が認められ

た。この部分の失われた床面は約 l cm程であり、もと

―-22-―
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第2号住居址土層説明

1層 :褐色土層 締まり 粘性やや有り。褐色土と暗褐色土が混
じる。ローム粒子を含み、焼土 炭化物粒子を少量含む。

2層 :明褐色土層 締まり 粘性やや有り。褐色土を主体にロー
ムがブロック状 (最大径20mm)に 混じる。ローム粒子を

含み、焼土 炭化物粒子を少量含む。
3層 :褐色土層 締まり 粘性やや有り。1層土に砂 自色粘
土 焼土粒子、焼土ブロック (最大径10mm)が 混じる。

4層 :赤褐色土層 締まり 粘性やや有り。掲色土に多量の焼土
ブロツク (最大径20alm)が混じる。焼土 ローム粒子を
含む。

5層 :白色粘土層 締まり 粘性有り。白色粘土と砂と褐色土が
混じる。ローム粒子を含む。籠構築材。

6層 :明褐色土層 締まり 粘性有り。ロームと褐色土が斑状
(径 10mm以下)に混じる。所 暗々褐色土も混じる。篭構築

材。
(ピ ット覆土)
a :暗褐色土 締まり 粘性やや無し。褐色土と暗褐色土力鵡 じ
る。ローム粒子を多く合み、焼土 炭化物粒子も含む。
a':暗褐色土 aと 同質だが、暗褐色土の割合が多く、黒味が強
ヤゝ。
b :暗黄褐色土 締まり 粘性有り。ロームを主体に若子の褐色
土が混じる。ハードロームブロック (最大径15mm)を含む。
C :黒褐色土 締まり 粘性やや有り。黒褐色土を主体に若干の
褐色上が混じる。土器7に密着。
d :赤褐色土 Cに多量の焼土粒子が混じる。
e :明褐色土 締まり無し。粘性やや無し。
(炉址覆土)
褐色土 ローム 焼土 炭化物粒子を含む。
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写真 15 第 2号住居址全景
うこ
=葬
持審拳森|:,||● ::

の床面が被熱したものと考えられる。本住居址では、住

居廃絶後の燃焼の痕跡が認められないため、炉址と捉え

ておく。

検出されたピットはPl～ P4と した 4ヶ 所である。

これらは方形に配置されていることから主柱穴と捉えら

れる。 Pl, 2は ともに床面からの深さ70cmを測 り、

攪乱下から検出されたP3, 4は 地山ローム層上面から

の深さがそれぞれ68cm、 66cmである。なお、ピット底

面の標高値は 4ヶ 所ともほぼ同じである。

覆土と遺物の出土状態 床面上の壁際には 2層 とした

明褐色土層が堆積 し、住居址中央部の床面上と2層上を

1層 とした褐色土層が覆う。

電内では焼土粒子を多量に含む 4層 とした赤褐色土層

が火床面上にみとめられ、その上位には 1層土に白色粘

土粒子と砂粒を含む 3層 とした褐色土層が堆積する。火

床面端にあたる燃焼部中央には 1の高杯形土器の脚部

が、支脚として正位の状態で残されていた。この支脚は

電構築材 6層の上に、脚内部に 5層 と同質の白色粘土を

充填 し固定されていたが、火床面側の脚内部の白色粘土

と脚下の 6層は被熱のため赤化していた。一方、炉l■の

凹凸の凹部には、ローム・焼土・炭化物粒子を含む褐色

土が認められた。

P4の開口部からは、 7の甑形土器の大型破片がピッ

トの日を塞 ぐ形で内面を上に重った状態で検出された。

重ねられた一番下の破片の外面には cと した黒褐色土が

薄 く密着していた。 P4の覆土では、褐色土 とハー ドロ

ームブロックを含むロームからなる bと した土が壁際に

観察され、柱を支えた充填土と考えられる。

遺物の出土位置については上記 1, 7の他、 6の土師

器が電内、 3～ 5の土師器と9の敲石が電直上、 2の土

師器が名前の床面直上及び 2層、10の滑石製遺物が竃

北東側の 2層 中から検出されており、電周辺に遺物が集

中していた (土師器については主な破片の出土位置 )。

また、 8の土錘はP2東狽1の床面直上からの出土であ

る。

出上遺物 (第 18図 )本 住居址から検出された遺物

は、土師器片 167点、弥生土器片 4点、土錘 1点、敲石

1点、滑石製遺物 3点である。

1～ 7は土師器。 1は高杯形土器で、杯下部に鍔状の

隆帝が巡り、脚部は柱状部を持たない円錐形の形態をし

写真 16 第 2号住居址鼈

写真17 P4土器 7出土状況

―-24-―
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ている。部分的に残る痕跡から脚部内面上部を除いて赤

色塗彩が施されていたと思われる。この高杯形土器は、

脚部から杯下部にかけては支脚に使用されていた脚部の

大型破片 1点 と竃周辺の 2層から出土した 2点、それに

EIB8

5cm

ク    11

-  5
o                           20cm

第 18図  第 2号住居址出土遺物

性
___型 生

洋
生 ___雪

Cm

4,6の 網点は付着物
9の網点は磨滅部

0           5cm

―

第 3号住居JILの 2層から出土した 1点が、杯部口縁につ

いては竃周辺の 2層から出土した 1点 と第 3号住居址の

2層出土の 1点の破片が接合 したものである。第 3号住

居l■から出土した 2点は赤色塗彩が良く残っているのに
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対し、第 2号住居址から出土した4点は部分的にその痕

跡が認められるに過ぎない。特に支脚に使用されていた

脚部破片は、被熟のため表面がかなり荒れている。

2～ 4は杯形土器で、 4の外面の一部には煤が付着し

ている。 7は甑形土器。素口縁で底孔は底部が抜けた形

の単子とである。5は底部、6は奏形土器の胴部の破片で、

6の外面の一部には煤の付着が認められる。

8は円柱状をした管状土錘。 9は砂岩の円礫を使用し

た敲石で、平坦な一面と二側面に敲打痕が、他の二側面

に磨滅部がみられる。10～ 12は滑石製遺物である。10

は片面に自然面を多く残し、反対面は複数の剥離面から

構成される石核状の大型品である。自然面側の一部には

階段状の削 り面が存在 し、段部には刃痕が残る。11,

12は薄手の剥片を素材とし、11は二側縁が、12は一側

縁が折れ面である。11の一部には削りが認められる。

写真 19 第 2号住居址出土遺物

第 3号住居址

位置 ①区の第2号住居址の南東約20mの所に位置

する。北東側約1/2が調査区外にかかっていて、その部

分は未調査である。南東端には第2号溝状遺構が、本住

居址の壁と覆土の上部を壊す形で重複している。また、

第 2号溝状遺構との重複部分には、両遺構の覆土まで掘

り込まれた攪乱が存在した。

規模と形態 南東―北西方向の壁間が4.8mの方形の

平面形をしており、壁の高さは46cmを測る。ピットは

4ヶ 所検出されたが、南西隅に存在するPlは貯蔵穴状

のもので、長径90cm、 短径 80cm、 深さ47cmの精円形

を呈する。 P2と P4は床面からの深さがそれぞれ

46cm、 45cmの主柱穴と思われるピットで、P3はその

間に存在する深さ25cmの小ピットである。なお、 p2

の底面の地山ローム層は、硬化し白っばく変色していた。

壁に沿つて深さ5 cm以内の浅い周溝が巡るが、北西壁

の途中で途切れている。また、南西壁中央部の周溝から

は、住居址中央に向かって周溝と同様の浅い床溝が延び

ており、P3に接続している。床面は地山ローム層から

なり、Pと から床溝の間が硬化している。Plの北東壁

と南西壁の上部からその周辺の床面にかけては、深さ

15～ 20cm程地山ローム層を掘 り込んだ上に、白色粘土

と暗褐色土が斑状に混じった上を充填した貼 り床になっ

―…26-―
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第 3号住居址土層説明

1層 :黒褐色土層 締まり。粘性やや有り。黒褐色土を主体に暗褐色土
が混じる。ローム粒子を含み、焼土・炭化物粒子も少量含む。

2a l層 :暗褐色土層 締まり,粘性やや有り。褐色土と暗褐色上が混じ
る。ローム粒子を含み、ハード冒―ムブロック (最大径 15mm)、

焼土・炭化物粒子を少量含む。
2a-2層 :明褐色土層 締まり,粘性やや有り。褐色土とロームを主体に

若干暗褐色土が混じる。ハードロームブロック (最大径30mm)、
ローム粒子を多く含み、焼土・炭化物粒子も含む。

2b層 :暗褐色土層 締まり・粘性やや有り。2a2層土に黒掲色上が混
じったもの。

3層 :明褐色土層 締まり 粘性有り。褐色上に白色粘土 砂粒を多く
含む。ローム・焼土・炭化物粒子をやや多く含む。

4層 :暗褐色土層 締まり・粘性有り。暗掲色上を主体に褐色上、ロー
ムが混じる。ローム・焼土・炭化物粒子をやや多く合み、砂粒も

少量含む。
5層 :褐色土層 締まり,粘性有り。3層上に暗褐色上が混じる。
6層 :暗黄褐色土層 締まり,粘性やや無し。ロームブロック (最大径
20mm)と 褐色上が混じる。

(ピ ット覆土)
a:明褐色± 2a-2層 と同質 (P2に は砂・白色粘土粒子が混じる)。
b:明褐色土 締まり,粘性やや無し。ロームと褐色上が斑状 (径 10
～20mm)に混じる。ローム・炭化物粒子を若干含む。
c:暗黄褐色土 締まり 粘性やや無し。ロームを主体に若子の褐色土
が混じる。

(竃袖材 )
褐色土 締まり,粘性有り。掲色土・暗褐色土・白色粘上が斑状 (径
10mm)に混じる。ロームブロック・焼土・炭化物粒子を僅か
に含む。 写真21

Pl土器出土状況

2740m―f

地山硬奪;:こ3庁

C

中一¶
ｍ

第 19図 第 3号住居址実測図

G

‖脚貼床土
暗褐色土 締まり・粘性有 り。
白色粘土と暗褐色上が斑状 (径
10～ 50mm)に 混じる。ローム
ブロック (最大径30mm)、 ロ

ーム粒子を少量含む。

写真20 第 3号住居址全景

―-27-―
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写真 22 第 3号住居址出土遺物
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ており、北東側の貼り床上には、褐色土と暗掲色土と白

色粘土を斑上に混じえた竃の袖が部分的に残っていた。

覆土と遺物の出土状態 覆土は床面全体を覆う褐色系
の 2層 と、その上位の黒褐色土層の 1層 に大きく分けら

れる。 2層は混じる土の違いや量によつて更に、床面上

壁際に堆積する暗褐色の2b層、中央部床面上と2b層

を覆う明褐色土の2a-2層 、その上位の暗褐色土の2a-1層

に分層できた。残存していた竃袖北東側、竃内と思われ

る部分には、A― B― C土層断面図に示したように、 3

～ 5層 とした、白色粘土粒子や砂粒、焼土・戊化物粒子

を含んだ土層が堆積していた。Plに は2a■層、2a‐2層

が床面から連続して落ち込んでおり、P2、 P3の上部

にも2a-2層 と同質なaと した覆土が認められた。一方、

周溝や床溝内の覆土は、床面上覆土とは異なるロームブ

ロックと褐色土が混じった暗黄褐色土であった。

Plの底面直上からは 1, 2の土師器がひびは入りな

がらも原形を保った状態で検出されている。また、 1に

は床面直上出土の、 2に は2層出土の小破片が接合して

いる。竃内と思われる個所の壁際、周溝覆土の 6層上面

からは4の土師器が出上している。

玉随製の石器については、11の石核が攪乱内から、

剥片は2層及び攪乱内から、砕片は 1, 2層から検出さ

れた。また、ペグマタイト製の剥片・砕片も1, 2層及

び攪乱内からの出土である。両石材の石器とも散浸な分

布状態で検出されている。

出土遺物 本住居址からは、土師器片162点、弥生土

器片128点、球状土錘 4点、玉随製の石核 1点、剥片 8

点、砕片 4点、ペグマタイト製の剥片 2点、砕片13点、

チャート製の剥片 1点、砕片 2点、滑石製遺物 1点が検

出されている。

1～ 5は土師器で、 1～ 4が発形土器、 5は大型の椀

形土器であろうか。 6～ 9は球状土錘であり、アの外面

には棒状物質の圧痕がみられる。また、 9は焼成不良で

脆く、取り上げ時に3つ に分割破損してしまったもので

あるが、その破損面の観察により、穿孔もしくは穿孔後

の調整のために施されたと思われる、断面が丸い棒状工

具による刺突痕が 3単位確認できた。 3つの内の 1つは

孔の途中で止まっている。

10は頁岩製の楕円形の扁平礫を素材にした敲石で、

全側面に敲打痕がみられ、表裏面は磨滅し、擦痕も確認

できる。長軸方向の端部には細かい剥離痕が観察される

が、刃部として作出されたものか、使用時の敲打によっ

て生じたものかは判然としない。この剥離部と長軸と平

行する一側面の中央部は特に敲打痕が密にみられる。

11～ 191よ 同一母岩と思われる玉随製の石器である。

この石材は玉随のまわりに石灰質物質が付着しているも

ので、図中網点が掛かっている部分が乳白色をした石灰

質部であり、半透明の白・灰・深緑・赤茶色が混在した

玉随部との境界は割と明瞭に区別できる。

11は石核で、裏面に石灰質部の自然面を残 し、複数

の剥離面からなる打面が設けられている。剥離は打面方

向からだけではなく、周縁の各方向から行われており、

亀甲状を呈する。12～ 15は 主要剥離面がほぼ残ってい

る剥片で、12,14が縦長、13,15が横長のものである。

12に は自然面を残す石灰質部がみられる。 16～ 191よ

折れ面を有する剥片で、17,181ま一側縁が、191よ両側

縁が折れ面になっている。これらの剥片の背面は、石核

の剥離作業面と同様、剥離の方向が異なる複数の剥離面

から構成されている。図化はしなかったが、この他同一

母岩の砕片 4点が出土している。

20は赤色をしたチャー ト製の剥片であり、他に灰色

のチャー ト製砕片が 2点出土している。22,23はペグ

マタイトの石英質部製の横長剥片で、一側縁が折れ面に

なっている。この他 13点の同石材の砕片が出土 してい

る。これらは節理面や折れ面を主体に構成された河ヽ石片

で、主要剥離面がほとんど残っていないか、把握できな

いものである。211よ滑石製遺物で板状の剥片を素材と

したもので、周縁は複数の折れ面で構成されている。

第 4号住居址

位置 トレンチ調査区のほぼ中央に位置する。当初 ト
レンチによって一部が確認されたもので、遺構の範囲だ

けトレンチを拡張して調査にあたった。遺構確認面にお

いて、他のトレンチと同様多数の攪乱が認められたが、

幸いにもその多くは住居址覆土の下部までは及んでいな

かった。床面まで達していた攪乱は、南東隅を壊してい

た大規模な攪乱と、竃手前の床面を掘り抜いていた長径

1.3mの攪乱の2ヶ 所である。

規模と形態 南北辺6.3m、 東西辺6.5mの方形の平面

―-30-―
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第4号住居址土層説明

1層 :暗褐色土層 締まり,粘性やや無し。暗褐色土主体。ローム粒子を多く
合み、焼土 炭化物粒子も含む。

2層 :褐色土層 締まり 粘性やや有り。褐色上を主体に暗褐色上が混じる。
ロームブロック (径 10mm)を 少量含み、ローム 焼土 炭化物粒子を
合む。電周辺では砂 白色粘土粒子を含む。

3層 :赤褐色土層 締まり 粘性やや無し。褐色土と暗褐色土と焼土が混じる。
焼土粒子を含む。

4層 :暗褐色土層 締まり 粘性やや有り。暗褐色土を主体にロームが混じる。
八化物粒子をやや多く含み、部分的に炭化物 黒褐色上が集中。

5層 :暗黄褐色土層 締まりやや有り、粘性有り。ロームと褐色土が斑状 (径
10～ 20mm)に混じる。ハードロームブロック (径 20mm)、 ローム粒子
を少量含む。周溝 床溝覆土。

6層 :暗灰褐色土層 締まり 粘性有り。褐色土と白色粘土が斑状 (径 10～
20mm)に混じる。ローム粒子を含み、焼土・炭化物粒子も少量含む。
亀天丼材。

7層 :暗褐色土層 締まり 粘性やや有り。暗褐色土を主体に褐色土が混じる。
ローム粒子を多く含み、焼土 炭化物粒子を少量含む。

8層 :H音褐色土層 7層 と同質だが、ローム粒子が少なく暗い色調。
9層 :黒褐色土層 締まり 粘性無し。均質な黒褐色土にローム粒子を多く合
む。焼土 炭化物粒子を少畳含む。

10層 :褐色土層 締まり 粘性やや無し。褐色土に多量のロームプロック (最
大径15mm)と 焼土粒子が混じる。炭化物粒子も含む。

11層 :褐色土層 締まり 粘性やや無し。褐色上に多量のロームプロック (最
大径15mm)と ローム粒子が混じる。焼土 炭化物粒子も含む。

12層 :暗責褐色土層 締まり 粘性有り。褐色土にハードロームプロック (最
大径50mm)、 ローム粒子を多量に混じる。貼床土。

28 20mttF

(ピ ッ ト覆土 )

m

a:褐色土 締まり 粘性無し。掲色土を主体に暗褐色上が混じる。ロームブ
ロック (最大径20mm)、 ローム粒子をやや多く合み、焼土粒子が僅かにみ

られる。 2層土に近似。
b:暗責褐色土 締まり 粘性無し。褐色上に多量のロームブロック (最大径
10mm)、 ローム粒子が混じる。
c:褐色土 締まり・粘性やや無し。暗褐色土と褐色土とローム粒子が混じる。
焼土 炭化物粒子を少量含む。
d:暗褐色土 締まり 粘性やや無し。暗褐色上を主体に褐色上が混じる。ロ
ーム・焼土 ,炭化物粒子を含む。
e:明褐色土 締まり 粘性やや無し。褐色上を主体にローム、ローム粒子が
混じる。
f:暗黄褐色土 締まり 粘性無し。ロームであるが、地山より締まりが無い。
(竃袖材)
白褐色土 締まり 粘性有り。砂粒を含んだ白色粘土と褐色上が斑状 (径 10～
15mm)に混じる。ローム粒子を少量合む。

第22図 第 4号住居址実測図
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写真26 耳し西隅 3, 4層

写真23 第 4号住居址全景

写真27 1ヒ東隅貼床焼け込み

写真24 竃周辺

写真28 鉄鏃出土状況

写真25 床溝と壁ビット (北西部) 写真29 滑石製遺物 (56)・ 刀子出土状況

写真 30 炭化材 A・ B検出状況 写真32 炭化材 D検出状況



形で、壁の高さは40cmを測る。床面は地山ローム層と、

12層 とした褐色土にハー ドロームブロックが多量に混

じった暗黄褐色土の貼床部からなる。住居址の四隅に存

在する貝占床の掘 り方は、中央側から隅に向かって緩やか

に傾斜する形態で、壁付近では床面から約 10cmの深さ

になる。床面壁際には深さ約 10cmの周溝が全周巡って

おり、その周溝から延びる深さ10～ 20cmの床溝が 7ケ

所存在する。床溝は東側、西狽1に 2ヶ 所づつ、北側に 2

ヶ所、南側に 1ケ 所設けられており、東西両狽1の ものは

ちょうど貼床部を区切る形になっている。また、これら

周溝・床溝の覆土は、貼床土を切る形で堆積 しており、

周溝・床溝の掘 り方と貼床の掘 り方は段差無 く連続す

る。

床面上で検出されたピットは計 5ケ所で、そのうちの

貼床部に設けられたPl～ 4は主柱穴と捉えられる。床

面からの深さはPlが 100cm、  P2が 104cm、  P3が

99cm、 P4が 122cmo P 5と したピットは南壁際の中

央部に位置する長径 60cm、 深さ19cmの皿状のものであ

る。また、壁を穿ったピットが、東壁に 1ケ 所、西壁 2

ヶ所、北壁に 3ヶ 所検出された。いずれもほぼ直立する

壁面から下方斜めに掘 り込まれており、東西両壁北寄 り

のものは床溝の延長上に、北壁の 2ヶ 所は、同壁やや東

寄 りに設けられた竃の両側に位置する。

竃の残存していた袖は、白色粘土と褐色土が斑状に混

じった土で築かれており、壁から袖先端部までは1.lm

を測る。また、壁際では周溝の覆土上に袖が築かれてい

る。一方、燃焼部の下には南北方向86cm、 東西方向

72cm、 深さ10cmの皿状の掘 り方が存在する。その掘 り

方内にはロームブロックと焼土・炭化物粒子を含んだ

10・ 11層が堆積 し、火床面や袖先端部はその上面に設

けられている。なお、掘 り方の底面は赤化は認められな

いものの、被熱のためかボロボロに劣化 しており、古い

火床面であつた可能性がある。その場合、竃は作 り替え

られていることになる。火床面は掘 り方内の 10層上面

とさらに南側の地山ローム層が、長さ88cmにわたって

焼け込んだものである。

覆土と遺物の出土状態 床面上と壁際を2層 とした褐

色土層が覆い、その上位には 1層 とした黒褐色土層が堆

積する。東西壁際の 2層下床面上には、 3層 とした焼土

層と4層 とした炭化物粒子を含んだ暗褐色土層が存在

し、両層中には炭化材や炭化物粒子を多 く含む黒褐色土

がプロック状に存在する。また、 3層 と4層が重なると

ころでは、 4層が下位になっている。一方、床面が焼け

込んでいる箇所が、中央部に3ケ 所、北東隅に 2ヶ所認

められる。中央部の lヶ 所は長さ2.lm、 幅75cmに わた

って、ローム層の床面が焼け込んだものである。断ち割

り断面によって、振幅 5～ 8 cmの細かい凹凸にローム

層上面が劣化し、その凸部が赤化 している状況と、凹部

に炭化物を多く含む黒褐色土が部分的に入 り込んでいる

状況が観察された。北東隅の 2ヶ 所は燃焼材の形態を反

映 したものか、貼床土である 12層 上面が細長い形に

(幅 18cm程 )赤化 している。以上の覆土の状況は住居廃

棄以後に燃焼現象があったことを物語る。

周溝と床溝の覆土は 5層 としたロームと褐色土が斑状

に混じつた暗黄褐色土で、 3, 4層が上に堆積する箇所

でも、焼土・炭化物の混入はみられない。主柱穴につい

てはPl, 2で 断ち割り調査を実施したが、Plで は貼

床± 12層がピット覆土の一部を覆っている状況が確認

され、柱を立ててから貼床土力翠占られたことが理解され

る。一方、ピット覆土の最上層である aや cに は焼土粒

子が含まれており、柱は抜かれたものと思われる。

竃火床面の煙道部側端には、 1の高杯形土器の杯部を

逆位に据えた支脚が残されていた。この支脚は杯部内に

袖材と同質の粘質土を充填することによって固定されて

おり、充填された粘質土の火床面側は被熱のため赤化し

ていた。また、焚き日手前の火床面直上には 9層 とした

均質な黒褐色土層が薄く堆積 していた。竃内の燃焼部か

ら沿道部にかけては 7,8層 とした暗褐色土層が堆積 し、

その上位には崩落した天材と思われる 6層 とした掲色土

と白色粘土が斑状に混じった土層がのっていた。竃は2

層に覆われていたが、竃周辺の 2層 中には竃構築材が供

給源と思われる白色粘土粒子や砂粒が含まれており、こ

の竃周辺 2層 と竃内の 7, 8層 中から多 くの土師器破片

が集中して検出されている。

出上遺物 (第 24～ 26図) 土師器片 1,408点 、須恵器

片 3点、弥生土器片 1点、球状土錘 2点、鉄鏃 1点、刀

子 1点、板状石製品片 7点、滑石製遺物 13点が検出さ

れた。

1～ 44は土師器である。 1～ 6は高杯形土器で、 1

は竃の支脚に転用されていた杯部と、竃内 7層、竃周辺

―-33-一
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2層及び床面直上から出土した脚部が接合 し、杯部の内

面は被熱による剥落が顕著である。 7, 8は椀形土器、

9～ 19は杯形土器で、7～ 101よ 口唇部内面に稜を持つ。

11～ 14の 内外面には赤色塗彩が施されている。20は複

合口縁の壼形土器。21～ 27は甕形土器。27の口縁部破

片はヨコナデによって、日唇部外面が面取 り状に、内面

が若千つまみ上げ状に整形されている。この27は表面

嚢麗露最目畳畳昌昌夢43

④
戯8ワ

Ч

鰹 2

靴 1 脅 :56

D    27」 80m

m

2780m_H

第23図 第 4号住居址遺物出土状況図

床面焼け込み焼上

3層

4層

黒褐色土 (炭化物多 )

m

は橙褐色に焼成されているが内部は白っぽく、また胎土

に細かい雲母粒子が目立つ点で、他の個体とは趣を異に

する。須恵器の製作技法を一部模倣した土器であろうか。

28,29,34は 甑形土器で、孔はいずれも底が抜けた形

の単子しである。29の同一個体と認定した破片の中には、

第 5号住居址覆土から出土 した底部破片 1点が含まれ

る。30～ 33は甑形土器と考えられる土器で、301よ輪積

7巖
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写真33 第 4号住居址出土遺物
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2次調査第4号住居址から出土した炭化材の

琴ヶ.サ _ヴェィ株式会社

はじめに

野中遺跡第 2次調査で検出された第 4号住居址は、出土遺物などから古墳時代後期の住居跡と考えられている。

壁際床面上に堆積していた4層は、ロームを斑状に含む土層で、部分的に炭化物や炭化物起の黒掲色土が集中して

見られ、その上位には焼土を多く含む3層が堆積している。これらの所見から、第4号住居址は、いわゆる焼失住

居跡であり、炭化物のうち炭化材は、住居構築材などの一部が炭化・残存したものと考えられている。

本報告では、住居構築材に由来すると考えられる炭化材について樹種同定を行い、用材選択に関する資料を得る。

1.試料

試料は、第 4号住居址から出土した炭化材 5点 (資料番号A～ E)である。このうち、 2点 (試料番号 D・
E)は カヤ状の炭化物である。各試料の詳細は、樹種同定結果と共に表 1に記した。

2.方法

木日 (横断面)・ 柾目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3断面の害I断面を作製し、実体顕微鏡および走査

型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

3.結果

樹種同定結果 を表 1に

示す。炭化材は落葉広葉

樹 1種類 (コ ナラ属 コラ

ナ亜属クヌギ節 )と イネ

科タケ亜科に同定された。

表 1樹種同定結果
出土遠樗 時代時別 試料名 出土層位 形状 同種

第 4号住居址里J)

A 4層上向 丸状 コナラ属 コラナ亜属クヌギ節

B 4層上面 丸状 コナラ属コラナ亜属クヌギ節

古墳時代後期 C 4層中面 阪状 コナラ属コラナ亜属クヌギ節
D 4層 中～上 直 カヤ状 イネ料 タケ亜科

E 4層中～上面 カヤ状 イネ科タケ亜科

各種類の解剖学的特徴などを以下に記す。

・コナラ属コラナ亜属クヌギ節 Qヵぞrc"d Subgen。 上η″οうα肋乃那 Secto Cθ″ね)ブ ナ科
環孔材で孔園部は 1～ 3列、孔園外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら放射状に配列

する。道管は単穿孔を有し、壁子しは交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと複
合放射組織とがある。

・イネ科タケ亜科 (Gralnineae subfam.Bambusoidcac)

維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱が認められ、放射組織は認められない。タケ亜科は、タケ・

ササ類であるが解剖学的特徴では区別できない。

4.考察

樹種同定を行った炭化材は、いずれも住居西側の壁際から出土している。試料番号Aと Bは、共に九材で、

Aが壁とほぼ平行、Bが壁と直交する方向で出土している。また、試料番号 Cは板状の部材で、Bと 同様に壁

に直交する方向で出上している。試料番号Dと Eは カヤ状の部材であり、方向などの詳細は不明である。試料

番号A～ Cがクヌギ節、Dと Eがタケ亜科であつた。これらの結果を考慮すれば、九材と板状の部材は、共に

窓際で利用されていた垂木や板状の一部であり、火災で住居が崩壊した際に窓際から住居内に倒れたものと考

えられる。一方、カヤ材はタケ亜科が垂木などには適さないことを考慮すれば、屋根などを葺いていたカヤ材

の一部が残存したものと考えられる。



1 ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節 (試料番号B)
2 イネ科タケ亜科 (試料番号D)
a:木口, b:柾 目, C:板 目

…

200 μ m

-200 

μ m

ia,2
:b,c

図版 1 炭化材

関東地方では、これまでにも多くの遺跡で住居構築材について樹種同定が行なわれている(高橋・植木,1994)。

それらの結果を見ると、古墳時代ではクヌギ節・コナラ節が圧倒的に多く利用されており、今回の結果とも一

致する。この結果から、第4号住居址では、火災とその後の埋積過程で消失した部材を含めて、クヌギ節を主

とする種類構成であったと推定される。

住居構築材に確認された種類は、その遺跡周辺で行われた古植生の調査結果とも一致することが多く、基本

的には遺跡周辺で入手可能な種類を利用していたと考えられている (高橋・植木ラ1994)。 このことから、本遺

跡周辺には落葉広葉樹のクヌギ節が分布していた可能性が高い。

また、茨城県や千葉県では、古墳時代住居構築材として沿海地でアカガシ亜属などの常緑広葉樹が多く、内

陸で落葉広葉樹が多く利用される傾向がある (高橋・植木,1994)。 これは、沿海地と内陸部で植生が異なって

いたことを示す可能性がある。今後さらに多くの資料を蓄積し、詳細を明らかにした。

引用文献

高橋 教・植木真吾 (1994)樹種同定からみた住居構築材の用材選択.PALYNO,2,p5‐18,パ リノ・サーヴェイ株式会社



み痕を残す粗いつ くりである。33の 口縁部外面の一部

には煤が付着する。35～ 421よ壺もしくは奏形土器の胴

下部及び底部破片と思われる。43,44は ミニチュア土

器の底部であろうか。

45～ 471ま須恵器甕形土器の破片である。48,491よ球

状土錘でいずれも開孔部が摩滅 している。特に、48は

両開孔部 とも同一方向に偏つて著 しく摩滅 している。

50は短茎長三角形鏃に分類される鉄鏃 (註 )。 茎部は欠

損 している。51は鉄製刀子で、柄部に組状のものを巻

いた木質部が残る。

52,53は 点紋粘板岩ホルンフェルス製の板状製品で、

周縁は剥離または敲打で整形されている。この他に53

と同一母岩と思われる板状の破片が 5点出土 している。

54～ 641よ滑石製遺物。54は剥片を素材 としたもので、

背面には階段状の削 り痕が残る。腹面にも打点付近に擦

れたような削り痕と刃痕が存在する。55も 厚手の剥片

を素材としており、背面に削り面がみられる。56は削

りが施された素材を剥離した剥片であり、剥片末端には

もとの素材縁辺が残る。57,58は剥片を素材とし、周

囲は折り取りや調整剥離で整形されている。57は背面

に自然面を残し、腹面上方から施された削り痕と刃痕が

段状に残る。59,60,63,641ま折り取られた調整剥片

と思われる。591よ削りが施された素材の縁辺にあたり、

63,64に は折れ面打点側の稜付近に刃痕が残る。61,

62は小型の剥片の末端に折れ面が認められるもので、

61の腹面打点付近には擦れたような削り痕が残る。62

の背面には階段状になった削り痕と刃痕が存在するが、

工具は背面の上方から入っている。

炭化材について 西壁際の4層 中～4層上面にかけて

炭化材が検出された。いずれも小片であったが、その内

遺存状態の良いものを選び、A～ Eと 名付けて取り上げ

樹種同定を行った。A,Bは九材で、Aは径20mm、 B

は径20mm、 長さ150mmを計る。Cは板材と思われ、D,

Eは カヤ状の炭化材である。分析の結果、A,B,Cは
コナラ属コナラ亜属クヌギ節、D,Eはイネ科タケ亜科
に同定された。詳細については、38頁に掲載したパリ

ノ・サーヴェイ株式会社の報告を参照されたい。

(註)鉄鏃の分類名は、霞ヶ浦町郷土資料館の千葉隆司氏に御教示いた

だいた。

第 6号住居址

位置 ③区に位置する。北西側の大部分が調査区外に

あたる。

規模と形態 平面は方形をしていると思われ、調査さ

れた南東辺は6.3mを測る。壁の高さは70cm。 床面は地

山ローム層で構成され、壁に沿って深さ10cm未満の周

溝が巡る。また、南西部寄りの周溝からは床溝が中央部

に延びている。ピットは2ヶ 所検出されている。Plは

長径 104cm、 短径67cm、 深さ53cmの 隅九長方形の貯蔵

穴状のもので、P2は径22cm、 深さ28cmの小ピットで

ある。

覆土と遺物の出土状態 覆土は大きく黒・暗褐色系の

1層 と褐色系の 2層 に分かれる。壁際には、床面上から

順に炭化物を多く含む暗褐色土層の2d層、ロームと褐

色土が斑状に混じつた暗黄褐色土層の2c層、2c層 と

同質だがロームの害J合が少ない褐色土層の2b層が堆積

し、2b層 と中央部床面を、2c層 と同質の暗黄掲色土

層の2a層が覆つていた。また、その上位の 1層は、混

じる土質の違いによつて la、 lb、 lcの 3層 に分層

される。2b層中には炭化物や炭化物起源と思われる黒

褐色土、それに焼土粒子が集中する部分がブロック状に

みられる。

Plの底面上には2d層が薄く存在し、その上を床面

中央方向から流れ込むような形で、ロームを主体にした

締まりの無い②層が堆積し、さらに上位には焼土・炭化

物粒子を多く含むロームと褐色土が混じつたやはり締ま

りの無い①層が覆っている。周溝、床溝では、床面上に

堆積する覆土とは異なる、2e層 とした褐色土にハード

ロームブロックが混じった明褐色土が覆土となっていた。

Pl①層からその北西狽I床面直上、及び2層 にかけて、

土師器の完形もしくは完形に近い杯形土器と、奏形土器

の大型破片がが集中して検出された。10を除く杯形土器

は回縁を上に向けており、つぶれて破砕していたものも

あったものの、ほぼ原型を保った状態で出土している。

出土遺物 (第 28,29図 ) 土師器片356点、須恵器片

6点、球状土錘 1点、土器片利用研磨具 1点、砥石 1点、

滑石製遺物 6点が検出されている。

1～ 21は土師器。 1～ 121ま杯形土器である。 4の内

―-40-―
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第6号住居址土層説明

暗褐色土層 締まり・粘性やや有り。掲色土 (下部に多い)と
暗褐色上が混じる。ローム粒子も含む。
黒褐色土層 締まり・粘性有り。黒褐色土と暗褐色土、それに
若子の褐色土が混じる。ローム粒子を含む。
暗褐色土層 締まり・粘性やや有り。黒褐色土と暗褐色上と褐
色土が混じる。ローム粒子を含む。
:暗黄褐色土層 締まりやや有り、粘性有 り。ロームと褐色上が
斑状 (径 5～ 50mm)に 混 じる。ハー ドロームブロック (径
301111n)、 粗いローム粒子を含む。

褐色土層 締まりやや有り、粘性有り。ロームと暗褐色上が斑
状 (径 10～ 30mm)に混じる。ハードロームブロック (最大径
20mm)、 粗いローム粒子を含む。炭化物・黒褐色土・焼土粒子

が集中する個所有り。
暗責褐色土層 2a層 と同質。
:暗褐色土層 締まり。粘性やや有り。ロームと暗褐色土が混じ
る。炭化物を多く含み、部分的に黒褐色土がみられる。
:明褐色土層 締まり・粘性有り。褐色土にハードロームプロッ
ク (最大径30mm)、 ローム粒子を多く含む。周溝・床溝覆土。
覆土)
褐色土層 締まり・粘性無し。ロームと褐色上が混じる。ロー
ブロック (最大径10HIIn)、 焼土・炭化物粒子を多く含む。2C層
二次堆積か?

褐色土層 締まり。粘性無し。ロームを主体に若干の褐色土
じる。焼土・炭化物粒子はほとんど含まない。

第27図 第 6号住居址実測図
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写真34 第 6号住居址全景

写真35 第 6号住居址Pl付近上器出土状況
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面には暗文状の磨き整形が部分的にみられる。 2の口縁

部外面の一部には煤の付着がみられ、11の 内外面には

赤色塗彩が施されている。 4, 6,10の 内面は被熱に

より剥落が顕著で、 6,10の 内面には褐色の付着物が

みられる。

14,15,17～ 201ま甕形土器である。14は 口唇部付近

が強く外反するもの、17～ 20は 口縁が直線的に開く形

態である。17～ 201ま 肩部に撫で、胴中部以下に横方向

の削 り整形が施されている。底部付近や20の胴部には、

削りの後撫でが加えられているが、部分的であり、削 り

の痕跡を良 く残す。161ま底部破片。21は甕形土器の胴

部破片と思われ、胴部最大径付近と胴下部外面の一部に

煤の付着が認められる。

25は球状土錘で、開子L都は削りにより面取りがなされ

ている。26は土器片を利用した研磨具である。磨滅部は

4面の破損断面にみられ、表面と破損断面の稜部には擦

痕も観察できる。271ま凝灰質砂岩製の砥石欠損品である。

砥面は一面で、側面と裏面は剥離面上に敲打が施され整

形されている。28～ 31は滑石製遺物。28,31は 自然石

が折 り取られたもの。29,301よ 剥片を素材としたもの

で、一側縁が折れ面になっている。29の両面には、折れ

面側から施された削 り痕が認められ、削 りの末端は段や

刃痕で止まっている。30に 1よ腹面打点付近に削り痕が残

る。この他滑石製の砕片 2点が出土している。

第 7号住居址

位置 ③区に位置する。北西側約 1/4が調査区外に入

つており、その部分についてはトレンチによつて遺構の

範囲確認だけをおこなっている。また、住居址とほぼ重

なるように風倒木痕が存在する。風倒木痕の方が古く、

住居址床面の大部分には貼床が施されていた。

規模と形態 北西―南東方向2.85m、 北東―南西方向

3mの隅丸方形の平面形をし、壁の高さは30cmで ある。

南東壁際では地山ローム層もしくは風倒木痕上面がその

まま床面となっていたが、他の部分は貼床が施されてい

た。貼床の掘り方は地山ローム層や風倒木痕を床面から

約 10cm程 さらに掘り下げたもので、 8層 とした褐色土

とロームが斑状に混じった土が只占られていた。風倒木痕

は貼床が施されていない南東壁際の床面上で、倒木と一

緒に巻き込まれたと考えられる暗褐色土が半円形に巡る

帯状に検出されたことによって確認されたものである。

当初は住居址に伴う施設と考えていたが、炉址の断ち割

り調査や貼床土の掘り下げによって、住居址中央に長径

2m以上、短径 1.8mの範囲に広がる、住居構築前の風

倒木痕であることが半J明 した。

炉址は床面中央やや南東寄りの所に存在する。炉l■の

部分には貼床が存在せず、風倒木痕のロームマウンド部

上面が長径約40cmにわたつて焼け込んでいた。焼け込

み面は振幅約 6 cm程の凹凸状に劣化しており、その凸

部が赤化していた。ピットや周溝等他の施設は検出され

ていない。

覆土と遺物の出土状態 床面上には 6層 とした暗褐色

土層が覆い、中央部ではその上に黒褐色土層の 3層 と、

6層 と同質の暗褐色土層である 1層が下から順に堆積し

ている。一方、壁際には2, 5, 7層 とした掲色土層や

4層 とした暗褐色土層がみられ、褐色、暗褐色が互層に

なるように堆積する。また、炉址とその周辺の床面直上

には、 9層 とした多くのローム粒子や焼土粒子を含む黒

褐色土層が、長径8Clcmの範囲にわたって薄く貼り付くよ

うにみられる。南隅の 7層中からは戊化材が、炉l■北西

側の床面直上からは炭化物の集中箇所が検出されている。

写真37 第 7号住居址全景

写真38 土製支脚出土状況
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本住居JILでは、炉l■を取り囲むように6, 7, 8の 土

製支脚が出土している。 6は炉址上にあたる9層上面、

7, 3は炉址からやや離れた床面直上から正位の状態で

出土している。アの支脚先端は炉址の方を向いていたが、

6, 8の先端は外側を向いていた。また、床面直上出土

の 4の土師器甕は、 7の支脚を挟む形で 2点の大型破片

に分かれて検出された。

出土遺物 (第 31図 ) 土師器片73点 と土製支脚 3点

が出土している。 1～ 5は土師器。 1は高杯形土器、 2

が鉢形土器、3,4が甕形土器で、5が底部破片である。

3の甕形土器は日唇部付近が強く外反するのに対し、 4

の甕形土器は直線的に開く口縁部を持つ。また、 4は被

熟による外面の剥落が顕著である。

6～ 8は土製支脚で、いずれも安定感のある楕円形の

下部から徐々に細くなっていき、先端部が前屈する形態

である。全体的には焼成は不良。被熱硬化しているのは

表面のみで、内部や底面は未焼成な白色粘土である。破

損により内部断面が観察できた 7では、表面から5 mm

程が橙掲色または褐色に被熱硬化しており、続く12mm

程は被熱によつて橙色に変色はしていたが脆弱であっ

た。底部については未焼成なため本体と汚れ土との明確

風倒木痕ローム部

第7号住居址土層説明

1,4,6層 :暗褐色土層 締まり・粘性やや有り。暗褐色土と褐色上が混じる。ローム粒子を含む。
2,5層 :褐色土層 締まり・粘性やや有り。褐色土主体でロームが混じる。ローム粒子を含む。
3層 :黒褐色上層 締まり,粘性やや有り。黒褐色土と暗褐色土が混じる。炭化物粒子を合み、ローム
粒子も少量含む。

7層 :褐色上層 締まり,粘性やや有り。2,5層 に焼土・炭化物粒子をやや多く含んだもの。
8層 :暗黄褐色土層 褐色土と暗褐色土とロームが斑状 (径 10～ 20mm)に混じる。ハードロームブロ
ックを含む。貼床土。

9層 :黒褐色土層 締まり,粘性やや有り。黒褐色上に多くのローム 焼土粒子を含む。

第30図 第 7号住居址実測図

な区別がつきにくく、クリーニングでは白色粘土以外の

上は汚れ土として落としている。また、底面とした白色

粘土表面には炭化物粒子の付着がみられた。これらの状

況からは、当初支脚は未焼成のまま炉で使用され、使用

に伴う炉の熱によって焼成が進んだものと考えられる。

被熱硬化した表面には、≧状の植物圧痕が残り、先端部

付近には撫で整形の痕跡がみられる。内部には墓状の圧

痕は認められなかったが、これは未焼成なため圧痕とし

て残らなかっただけで、胎土に植物質のものを混入して

いた可能性がある。先端部にすれは認められない。また、

径 1.5～ 3 cmの孔がそれぞれの個体に 1～複数イ固みられ

るが、穿孔部位や方向に統一性は認められず、いずれも

貫通はしていない。表面が被熟硬化している部位に位置

する子しでも、孔内表面には被熟による硬化もしくは橙色

化した痕跡は認められず、使用前の制作時に開けられた

可能性は低い。なお、図示した7, 8は 完形品ではない

が、取 り上げ時に破損・崩壊させてしまった分があり、

検出時点では両者ともほぼ完形であつた。

昼側査卜＼  ? 50cm
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6～8の網点は未焼成部もしくは破損部

第31図  第 7号住居址出土遺物
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第 1号溝状遺構

位置 ①区と②区にわたつて位置し、①区の南西角か

ら真東に向かって真っ直ぐに延びている。東端では調査

区外に廷びており、西端でも調査区外に続いている状況

が確認されたが、延長線上に位置する隣接したトレンチ

では確認されていない。但し、調査区西端では確認面か

らの深さが浅くなっており、 トレンチ部では遺存してい

ない可能性がある。

本溝状遺構は第32図 に示したように、西から便宜的

にI～Ⅷ区の 8つの区に分けて調査をおこなったが、記

述にあたつてもこの区の呼称を用いる。ちなみにⅥ区と

Ⅶ区の境が調査区の①区と②区の境に対応する。

Ⅲ,Ⅳ ,Ⅶ区に底面まで達した攪乱が存在し、Ⅶ区と

Ⅷ区の境界部には、立木保存のための未調査部がある。

写真39 第 7号住居址出土遺物

規模 と形態 地山ローム層を掘 り込んだものである

が、コ層がみられる東端の断面観察では、Ⅱ層上面から

掘 り込みが認められた。 I区西端では幅 1.lm、 深さ

30cm、 Ⅲ区では最大幅2.2m、 最深 54cnl、 V区では最大

幅2.6m、 最深 56cm、 Ⅷ区では最大幅 3m、 最深 85cm

と東にいくほど幅が大きくなり、確認面からの深さが深

くなる。また、確認面の高さは西の方が高いため、底面

の標高値ではもっと差が大きく、西端より東端の方が 1

m程低い。

断面は基本的に平坦な底面から壁面が直線的もしくは

外側に反り気味に立ち上がる形態であるが、Ⅱ,Ⅳ ,Ⅶ

区では底面から壁面への変換点に10cm程の段がみられ

る。また、両壁面を中心に計168ヶ 所のピットが検出さ

れている。これらのピットの規模は、最大径 85cm、 最

深 85cm、 最小径 13cm、 最浅 6 cm、 平均径 30.4cm、 平
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均深 25.8cmである。ピットは斜面になっている壁面部

でも基本的に垂直に掘られており、平面分布としてはⅧ

区に 1ケ 所 と少ない他は各区に分散している。

覆土と遺物の出土状態 底面と壁面上には 2層 とした

褐色土層が覆い、その上位に黒・暗褐色系の 1層が堆積

する。 l層はさらに上位から黒褐色土層の lc層、暗褐

色土層の la層、 la層 より黒味が強い暗褐色土層の 1

b層 に分層される。 lc層は I区では認められず、東端

にあたるⅧ区では lc層 の更に上位に、褐色土と暗褐色

土が斑状に混 じった暗褐色土層が部分的に認められる。

また、Ⅳ区とV区の境界部では、壁面上部の 2層上の一

部が硬化していた。

ピットについてはV区 に存在する 8ケ 所を断ち割り調

査 した結果、 2層土に近似する aや lb層土に近似する

bと した覆土が多 く認められ、重複している例では覆土

に切 り合い関係が確認された。

遺構の時期を推定する遺物としては、Ⅳ区の 1, 2層

から古墳時代に特有な滑石製洸孔円盤 3点 と円盤の未製

品 1点が、 H区の 1, 2層から古墳時代住居llL出上のも

のと類似する球状土錘 3点が検出されている。 しかし、

滑石製遺物と同じⅣ区 2層からは、 3の平安時代に相当

する幌鑢成形による土師器杯形土器の破片も出土 してい

ることから、本遺構の時期を平安時代以降と推定 してお

く。なお、幌幅成形の杯形土器は他にも、Ⅷ区の la層

上面から2の土師器大型破片が、同区 1層 から5の須恵

器片が出土している。

出土遺物 (第 35図 )土 師器片 352点、須恵器片 5点、

弥生土器片26点、球状土錘 3点、砥石 1点、滑石製遺

物 4点が検出されている。

1～ 4は土師器で、 2, 3が軽幅成形の杯形土器、 1

が高杯形土器、 4が底部破片である。 5は幌幅成形の須

恵器杯形土器。 6～ 8は球状土錘で、欠損品であるアの

孔部には、棒状工具で刺突したと思われる階段状の痕跡

が観察され、同破損面には長径 7 mm、 幅3.5mmの種子

圧痕状の窪みが認められる。 9～ 11は滑石製の漑孔円

盤で、11は 欠損品。いずれも表裏側面が研磨されてい

る。12も 滑石製遺物で形状から円盤の未製品と考えら

れる。板状の剥片を素材にし、周縁を剥離や折 り取 りに

よつて調整している。側縁の一折れ面には削 り痕が観察

される。131よ凝灰質砂岩製の穿孔が施された砥石欠損
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写真 4司  V・ Ⅵ区

第32図

第 1号溝状遺構全体図

写真 40 Ⅷ区

写真42 Ⅲ・ V区
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第33図 第 1号溝状遺構平面図

―-49-―

υ

♂
選

＠
勧
ｏ
　

亀
　
⑬
‐◎

③
　
◎

　

①

Ｔ
一

乱
　
，
ｙ
ュ
牌

／
／Ｏ
　
ｄ

調査区外



A
2840m

C
2840m

2840mざ
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Ⅶ
第1号溝状遺構土層説明

lc層 :黒褐色土層 締まり有り
―ム粒子を含む。

7

Ｈ
一

ｍＧＭ
一

la層 :暗掲色土層 締まり 粘性やや有り。黒褐色土を主体に褐色土ブロック (径 10mm)
が混じる。ローム・炭化物粒子を含む。

lb層 :暗褐色土層 締まり。粘性やや有り。 la層 より褐色土ブロックの害」合が少なく、黒
味が強い。ローム・炭化物粒子を含む。

2層 :掲色土層 締まり・粘性やや有り。暗褐色上に褐色土ブロック(径 10mm)が多量に混じ
る。ロームブロック(径 10～ 20mm)、 ローム・炭化物粒子を含み、焼土粒子も少量含む。

*層 :暗褐色土層 締まり,粘性やや有 り。褐色土と暗褐色土が斑状 (径 5～ 10mm)に 混じ
る。ローム粒子を合み、焼土・炭化物粒子を少量含む。

(ピ ット覆土)

きしち

第 34図 第 1号溝状遺構断面図

キ________+――――一―――封
m

粘性やや無し。黒褐色土を主体に若干褐色上が混じる。ロ

写真44 第 1号清状遺構 I― 」ビット断面

客土・撹乱

0                 2m

掲色土 締まり・粘性やや無し。暗褐色土に褐色土ブロック (径 10～ 20mm)が多量に混
じる。ロームブロック (最大径20mm)、 ローム粒子をやや多く含み、焼土粒子も含む。

2層土に近似。
暗褐色土 締まり 粘性やや無し。黒褐色土を主体に褐色土ブロック (径 10mm)が混じ
る。ロームブロック (最大径20mm)、 ローム粒子を含む。 lb層土に近似。
暗褐色土 締まり,粘性やや有り。 bと 同質だが、褐色土ブロックの害」合が多い。 la層
土に近似。
明褐色土 締まり 粘性やや無し。褐色土にローム粒子が多量に混じる。
ロームと褐色土と黒褐色土が斑状 (径 10～ 20mm)に混じる。
明褐色土 締まり,粘性有り。褐色上に多量のロームブロック (最大径 10mm)、 ローム
粒子が混じる。黒褐色土粒子を含む。
明褐色土 締まり,粘性やや無し。fと 同質だが、ロームブロック (最大径50mm)が大

品で、破損面以外全面が砥面となっている。被熟による

赤化が認められる。

網点は2層硬

客土・境乱

写真 43 第 1号溝状遺構 G― H土層断面

―-50-―



＼＼巡≧適上三三テグζ 5

個 D6

β

＠
〔的甥

に
Cm

Cm

第35図 第 1号溝状遺構出土遺物

第 1号溝状遺構出上遺物
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第2号浦状遺構

第4号濤状遺構

2820m

第 2号溝状遺構土層説明

1層 :褐色土層 締まり ,粘性有 り。掲色上を主体にローム粒子を少量含む。
2層 :暗褐色土層 締まり・粘性有り。暗褐色土主体でローム粒子を少量含む。
3層 :暗褐色土層 締まり。粘性有り。暗褐色土と黒褐色土が斑状 (径 10～ 20mm)に 混じる。
ローム粒子を含む。下部ほど締まりが強い。

4層 :明褐色土層 締まりやや無し、粘性やや有 り。褐色上に少量のローム粒子が混じる。

第 4号溝状遺構土層説明

1層 :褐色土層 締まり有 り、粘性やや無し。均質な褐色土。
2層 :暗褐色土層 締まり有り、粘性やや無し。均質な暗褐色土。
3層 :褐色土層 締まり・粘性やや有り。暗褐色土と褐色土が斑状 (径 lCl―)とこ混じる。ロ
ーム粒子を含む。

4層 :暗掲色土層 締まり・粘性やや有 り。暗褐色土を主体に褐色上が斑状 (径 10mm)|こ 混
じる。

第 36図 第 2・ 4号溝状遺構実測図
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第 2,4号溝状遺構

位置 第 2号溝状遺構は①区南東部から②区南東部に

かけて検出され、第 4号溝状遺構は第 2号溝状遺構の西

隣に位置する。両者はほぼ平行 してつくられており、関

連性が考えられるため一緒に報告する。

第 2号溝状遺構はおおよそ南北方向に延びており、途

中①,②区を分ける調査区外部分と、①区内の2ヶ 所の

大規模な攪乱によつて、調査部分は 4つ に分割される。

①区側は北から南へ順にI,Ⅱ ,Ⅲ 区、②区側はⅣ区と

便宜的に呼称して調査をおこなったが、ここでもその呼

称のもと記述を進める。 I区は第 3号住居l■の南東部と

重複しており、同住居址の壁と覆上の上部を壊していた。

I,Ⅳ区は北-35度―東方向に延びているが、Ⅲ区で

若干東寄りに曲がり、Ⅱ,Ⅲ 区では北-20度 ―東の方

向になる。②区北端は遺構外に延びており、南端のⅢ区

では、壁の立ち上がりが途中でなくなる。

一方、第 4号溝状遺構は②区だけで確認され、北側は

やはり調査区外に延びる。

規模と形態 第 2号溝状遺構は、Ⅳ区で幅1.5～ 1.9m、

深さ20～ 25cm、 I区で幅1.4m、 深さ35cm、 Ⅱ区で幅

1.4m、 深さ15cm、 Ⅲ区で幅95cm、 深さ4 cmの 規模を

持つ。検出面は I区が一番低いため、底面の標高値で比

べるとI区、Ⅳ区、Ⅱ区、Ⅲ区の順に高くなっている。

I区 とⅢ区の底面の標高差は約 70cm程 になる。一方、

第 4号溝状遺構は幅 1.1～ 1.8m、 深さ10～ 18cmの規模

を持ち、北端より南端の底面の方が10cm程高い。

両遺構とも地山ローム層を掘り込んだもので、断面は

底面が平坦で広い皿状の形態をしていた。底面中央部に

は幅30～ 70cmの硬化部が両遺構の全域で認められる。

(鷺三昌言目昌三三こ)1
o        5m

―第37図 第 2号溝状遺構出土遺物

硬化部が認められることから、両遺構とも道の痕跡と思

われる。ちなみに第 2号溝状遺構Ⅳ区の硬化部中心線と、

第 4号溝状遺構の硬化部中心線との距離は2.5～ 2.8mで

あり、底面は第 4号溝状遺構の方が 10cm程高い。

覆土と遺物の出土状態 両遺構の覆土については、図

示 したような土層が観察されたが、第 2号溝状遺構 I区

の断面観察では上位の 1, 2層 が掘 り込み外にも連続し

ている状況が確認されている。出土した遺物のほとんど

が土器の小片で、遺構の時期認定ができる資料はなかっ

たが、第 2号溝状遺構が古墳時代の第 3号住居llLの 覆土

を切つてつくられていることから古墳時代以降であるこ

とは確実である。

出土遺物 (第 37図 ) 第 2号溝状遺構からは、土師

器片64点、弥生土器片 135点、板状石製品 1点、チャー

ト製の砕片 1点が検出され、第 4号溝状遺構では、土師

器片 5点、須恵器片 1点、弥生土器片 3点、チャー ト製

の砕片 1点が出上している。

1は点紋粘板岩ホルンフェルス製の板状石製品で、周

縁には敲打にる調整が施されている。

第 3号清状遺構

位置 ①区の北西端に位置する。調査区がちようど北

西側に出っ張つた所にあたり、おおよそ東西方向に延び

る形で、長さ約4.5mに わたつて検出された。西端は調

査区外に延びており、弥生時代の第 5号住居址の覆土上

部に掘 り込まれた東部では、端が攪乱によつて切られて

いる。写真46 第 2号溝状遺構V区 。第 4号溝状遺構 (右 )
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第 1号土坑

位置 ①区の中央南西寄りに位置する。
規模と形態 ローム層を地山とする掘り方は、テラス

状の掘り込みを挟んで 2つの土坑が連結した形態をして

おり、長軸4.4m、 幅2.4mを測る。南東側の掘り込みは

深さ80cm、 テラス状部の深さは22cm、 北西側の掘り込

みの深さは53cmであり、両側の掘り込みの底面と壁面

にはかなり凹凸がある。】ヒ西側の掘り込み内と隣接する

遺構外からはそれぞれ 2ケ 所のピットが検出されてい

る。P3, P4と した掘り込み内のピットは、底面から
第 3号溝状遺構土層説明

暗褐色土層 締まり。粘性やや有り。
暗褐色上に若子の黒褐色上が混 じる。
ローム粒子を少量含む。

0               2m
|

第38図 第 3号溝状遺構実測図

規模と形態 幅 87cm～ 1.3m、 深さ10～ 20clnの皿状

の断面形態をした溝状遺構で、底面から径 25cm、 深さ

26cm(底面から)の ピットが 1ケ 所検出されている。

第 5号住居址と重複する部分では、同住居覆± 1層が地

山になっており、それ以外ではローム層を掘 り込んでい

た。なお、本溝状遺構から北に約 lm離れた所に、径

36cm、 深さ28cmの ピットが検出されたが、本遺構 との

関係は不明である。

覆土と出土遺物 (第 39図 ) 覆土は暗褐色土の単一

層であった。遺構内からは土師器片 57点 、弥生土器片

2点が検出されている。 1は土師器高杯形土器の脚柱状

部の破片で、覆土中から出土している。
写真47 第 1号土坑確認面

写真48 第 1号土坑完掘全景第39図 第 3号溝出土遺物
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第 1号土坑土層説明

a層 :赤褐色焼土層 締まりやや有り、粘性やや無し。焼土を主体に褐色上が少量混じる。炭化物粒子を少量含む。焼け込み焼土。
b層 :暗赤褐色土層 締まり有り、粘性やや有り。赤味を帯びた褐色土に多量の焼土粒子が混じる。炭化物粒子を少量含む。
c層 :暗赤褐色土層 締まり有り、粘性やや有り。lb層土に白色粒子が混じる。
2層 :褐色土層 締まりやや有り、粘性有 り。赤味を帯びた褐色土を主体に暗褐色土が混じる。
3a層 :暗褐色土層 締まりやや有り、粘性有り。赤味を帯びた褐色土と暗掲色土が混じる。ローム粒子を少量含む。南東側では暗褐
色上の黒味が強く、割合も多い。

3b層 :明褐色土層 締まりやや有り、粘性有り。ロームと褐色上が混じる。暗褐色土も若千混じる。ローム粒子を含む。
4層 :褐色土層 締まりやや無し、粘性有り。褐色土と暗褐色上が混じる。ロームブロック (最大径30mm)、 ローム粒子をやや多く
含み、炭化物粒子を少量含む。
卜覆土)
:明褐色土 締まり・粘性右り。赤味を帯びた褐色土とロームが混じる。ローム粒子を含む。
:明褐色土 締まり,粘性やや有り。明褐色上にローム粒子が多く混じる。

第40図 第 1号土坑実測図
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b

2820m b

o               lm

第 2号土坑土層説明

褐色土層 締まり。粘性有り。ローム・黒褐色土粒子を含む。
下部にはロームブ画ック (最大径2041na)がみられる。

第41図  第 2号土坑実測図

の深さが 10cm以内の浅い皿状のものであり、遺構外の

Pl,P2は それぞれ30cmと 29cmの深さを測る。

覆土 両掘 り込みとテラス状部の底面上には3b層 と

した明褐色土層が堆積 し、その上位には暗褐色土の 3a

層、褐色土層の 2層が順にみられる。また、南西狽I掘 り

込み 3b層下の最深部には 4層 とした褐色土層が堆積す

る。一方、テラス状部にかかつた土坑中央部の覆土最上

部には、 2ヶ 所の焼土層が検出されている。南東寄りの

長径 90cm、 厚さ15cmの焼土層は、焼土が主体である 1

a層の周囲に 2層土に多量の焼土粒子が混じった lb層

がみられるもので、 2層 を中心とする覆土が焼け込んだ

ものと考えられる。さらにこの焼土層内には、 lb層土

に白色粒子が混ざった lc層 とした焼土がブロック状に

存在する。白色粒子が何かは不明である。北西側の焼土

層は lb層 に対応するもので、長径 90cm、 厚さ約 6 cm

を淑1る。

遺物としては、縄文土器の小片 1点が 3a層から出土

しているのみである (第 4図 3)。 この土器片だけでは

遺構の時期を縄文時代以降としか想定できない。時期・

性格とも不明としておく。

第 2号土坑

位置 ①区の南端、第 3号土坑の東方約 3m、 第 2号

溝状遺構Ⅲ区の西方約 lmの所に位置する。

規模と形態 ローム層を地山にする二つの楕円形の掘

り込みが連なった形態である。西側の掘り込みは東西

1.lm、 南北85cm、 深さ32cm、 東側の掘り込みは南】ヒ1

m、 東西 56cm、 深さ32cmを測り、二つ合わせた東西長

は 1.7mになる。断面は両掘り込みとも底面から壁が緩

く立ち上がる皿状の形態である。

覆土と出土遺物 覆土は単一の褐色土であり、 2つの

掘り込みで違いは無い。土師器と須恵器の小片各 1点が

覆土中から出土している。この出土遺物から古墳時代以

降の遺構とした。

③区ピット群

位置 ③区南西部から、20基のピットが検出された。
このピット群は北西側の調査区外にも広がっているもの

と思われる。その内 1基は第 7号住居址に接してお り、

ピット同士の重複も3例存在する。ピットの配置につい

ては部分的に直線的な配列も認められる。

規模と形態 ピットの規模は、最大径50cm、 最河ヽ径

22cm、 最深20cm、 最浅 6 cm、 平均深 12.6cmで ある。

いずれのピットもローム層を地山とする。

覆土 各ピットとも共通した単一覆土で、黒掲色土と

暗褐色土が斑状に混じった土が堆積していた。遺物の出

土は無い。

写真49 第 2号土坑全景
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調査区外

遺構外 出土の古墳時代以降及び時期不明遺物

遺構外からは、前述した縄文土器片 4点、弥生土器片

73点以外に、土師器片119点、安山岩製の剥片 1点、滑

石製遺物 1点が出土している。 (第 44図 )

1は滑石製遺物で、横長の板状剥片の両側縁が折り取

られたもので、一折れ面と背面の打点付近に削り痕が残

る。 2は背面に自然面を残す安山岩製の剥片。なお、遺

構外出土の土師器はいずれも小片である。

数字は深さ (cm)

ぴ
6

020

儲
留

0

ピット群土層説明

黒褐色土 締まり。粘性やや有り。黒褐色土と暗褐色上が斑状
(径 10～ 20mm)に混じる。ローム粒子を含む。下部ほど暗褐
色上の割合が多い。

第42図 ③区ビット群実測図

第 1号住居址出土の古墳時代遺物

第1号住居址は前述したように弥生時代の遺構である

が、覆土上層にあたる1層や攪乱内から、古墳時代に該

当する土師器片54点 と滑石製遺物 1点が検出されてお

り、ここで報告する。(第 43図 )

1～ 3は土師器。 1は回縁が直線的に開く形態の奏形

土器で、 2, 3は底部破片である。 4は滑石製遺物で、

背面打面側に細かい剥離痕を残す小型の剥片である。
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第44図 遺構外出土遺物

第43図 第1号住居址出上の古墳時代遺物
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Ⅳ まとめと若千の考察

野中遺跡では弥生時代と古墳時代の集落l■が検出され

たわけであるが、まとめとして、いくつかの遺構や遺物

について、集落l■分析の前提となる基礎的事項を整理し

ておく。

第 3号土坑に関わる現象・行為の復元

弥生時代の第 3号土坑は、現状では類例の無い性格不

明の遺構である。ここではその性格を考察するための基

礎的作業として、焼土層など燃焼に関わる痕跡や遺物の

在り方から、遺構に関わる現象や行為を復元しておきた

い。

燃焼現象

燃焼現象に関わる痕跡としては、焼土層や炭化物粒子

を多く含む土層、底面の劣化などがあげられる。被熱の

ためかボロボロに劣化した底面直上には、多量の炭化物

粒子や炭化物起源と思われる黒褐色土が混じる4層が堆

積しており、 4層 を覆う掲色土層の3a層中には、3b

層とした多量の焼土が混じつた赤褐色土が 4層に接して

ブロック状に存在していた。

これら層位的に密接した痕跡群は、底面を火床面、 4

層を燃焼材の痕跡、 3b層 を3a層の一部が被熱したも

のと捉えることにより、特定の燃焼現象に伴って形成さ

れた一連の痕跡と理解できる。その場合、 3層 は燃焼中

に人為的要因が関わって形成された土層となる。また、

底面に劣化が認められ、 3, 4層以下に別の土層が存在

していないことから、土坑の廃絶直後に燃焼現象が生じ

たことが想定できる。但し、土坑の掘り方は意図的な燃

焼行為のためにつくられたとも考えられる。

遺物の遺棄・廃棄

土器について 弥生土器片は底面直上から覆土を中心

に146点が出土しており、同時期の第 1号住居址に比べ

観察所見に基づ く遺構 。遺物の基礎的検討

れば遺構の面積の割に多 くの土器片が残されていた。し

かし、いずれの土器片も小片であり、同一個体 と認定し

た破片群も接合するものは少なく、出土位置が異なる場

合が多い。

例 として 2～ 12と した同一個体の破片群の出上位置

を第45図 に示 した。層位的には底面直上や覆土中、更

にその上位の表土層から分散して出土 している。但 し、

1～ 3a層、覆土一括として取 り上げたものが、 3a層

や 3,4層から出上 した可能性を含むことを考慮すれば、

主体となる出土層位は燃焼現象に関わる層位 (3層 ～底

面直上)と 捉えられる。一方、平面的には、底面直上出

土の 2点が南北両端の離れた位置から検出されているの

をはじめ、堆積範囲が分離している3b, 4b両 層から

出土 しているなど、やはり分散した状況が認められる。

また、焼土層である3b層から出土した破片 (9)の、

内外面や破損断面には、他の同一個体破片には認められ

ない、被熱による橙色化と剥落が認められる。この痕跡

は、燃焼現象中もしくはそれ以前に土器が遺棄・廃棄さ

れたことと、同一個体の土器が燃焼現象が生じた時点で、

すでに破片に分割されていたことを示唆する。 さらに、

接合する破片が少ないことを考え合わせると、別の場所

で破損 した土器片群の一部が、当遺構に二次的に廃棄さ

表土層   ●

第45図 第 3号土坑出土同一個体土器資料
(2～ 12)出上位置図
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れたものである可能性が高い。

石器・土製品について 93の土製紡錘車、94の土製

品、それに96のペグマタイ ト製の石核 ?は、完形のま

ま検出されたもので、覆土一括で取り上げられた石核 ?

を除く土製品 2点は、燃焼現象に関わる層位から出土し

ている。

一方、焼土層である 3b層が上位に被さる4a層中及

びその上面から出土した95の敲石は、 8片 に分かれた

状態で検出された。但し、土器の場合と異なり、 8片は

一ヶ所にかたまって残されており、全て撲合している。
また、表面には被熱による淡い赤化が認められ、破片に

よって若千赤化具合が異なるため、破損後の被熟も考え

られる。しかし、破損面では表面付近に帯状の赤化が認

められるだけで、中央部は赤化していないため、必ずし

も当初から破損していたものとはいい難い。出土状況も

合わせて考えると、燃焼現象による被熟により、燃焼中

に破砕したものと捉えるのが妥当であろう。

土坑に残された燃焼現象が意図的なもので、しかも遺

物がその燃焼行為に伴って残されたものであると仮定す

るならば、土器については細片を散布する二次的な廃棄

行為が、石器・土製品については完形のままでの廃棄行

為が行われたことになる。その場合にはやはり儀礼的行

為として考えるべきか。

高杯形土器の住居址間接合 について

遺跡内における土器の住居l■間接合資料の在り方は、

住居址の同時性や前後関係を捉える上で、一つの手掛か

りになる [土井・塩野崎 1984]。 今回の調査においては、

古墳時代の第 2号住居址と第 3号住居址から出土した、

土師器高杯形土器の破片が接合している。野中遺跡の古

墳時代住居l■の変遷については、第 1次調査区も含めて

検討しなければならないが、ここではその前提作業とし

て、上記の接合事例に関わる行為を復元し、両住居址の

時間的関係を整理しておきたい。

2住 1と した当該高杯形土器は、第18図 に示したよ

うに、脚～杯下部の接合資料と杯部口縁の接合資料に分

かれる。脚～杯下部の資料は、 2住の亀支脚として遺棄

されていた脚部の大型破片を中心に、同住居址亀周辺の

2層 出土の小破片 2点 と、 3住 2層出土の小破片 1点が

接合したものである。杯部口縁の資料は、 2住亀周辺の

2層出上の小破片 1点 と、 3住 2層出上の小破片 1点が

接合 している。両資料の 3住出土の破片には、赤色塗彩

が良く残っているのに対し、 2住の破片には赤色塗彩の

痕跡は僅かしかみられない。 2住の支脚に用いられてい

た脚部破片については、竃での使用に伴う被熱によつて

塗彩が剥がれた状況が想定され、支脚転用時には3住出

土の破片とはすでに分割されていたと捉えられる。また、

2住 2層出土の杯下部破片は、 3住 2層出土の杯下部破

片を介して支脚破片と接合している。失われた部位の破

片を考慮しても、破片形状から3住 2層 出土破片の分割

より後に、 2住 2層出土破片が支脚破片から分割された

状況は考え難い。

そこで問題となるのが、 2住 2層出土の杯下部破片の

赤色塗彩剥落の要因である。 2住には住居廃絶時以後の

燃焼現象を示す痕跡は認められないため、電周辺から出

土した状況を考慮すれば、やはり小破片の状態で竃の火

による被熱を受けた可能性が高い。杯部口縁の 2住 2層

出土破片についても、同様な状況が考えられる。つまり、

2住では支脚に転用した脚部以外の破片も住居使用中に

存在していたことになる。

さて、 3住出上の破片については、覆土下層にあたる

2層の出土であり、 3住使用時から廃絶後覆土の堆積が

進行した段階までの間に、住居址内に遺棄・廃棄もしく

は住居l■周辺から混入したものと捉えられる。混入とし

た場合には様々な状況が想定され、 2住 との時間的関係

は限定できない。

一方、 3住内に遺棄・廃棄されたものとするならば、

当該高杯形土器は、 2住使用中に2住において破損・分

割され、その一部が、 3住内に持ち込まれたか、 3住内

で破損・分割され、その内脚部破片やいくつかの小破片

が、使用中の 2住に持ち込まれたかのどちらかが想定さ

れる。その場合、 3住は2住 と併存もしくはそれ以前に

廃絶されたことになる。

以上の復元は、転用と廃棄という行為によつてのみ破

片が意図的に動かされる、という前提に立っている。そ

れでも住居址間の時間的関係は限定できなかった。しか
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し、もっと多くの住居址間接合資料があれば、傾向は掴

めるであろう。今回は支脚という確莫に住居使用時に伴

う資料が接合したため、検討を加えてみた次第である。

土錘の摩減 について

今回の調査では古墳時代の遺構を中心に計11点の上

錘が出土したが、いずれも孔が開いた管状土錘で、内

10点 は球状の形態をしたものである。その中で古墳時

代の第 4号住屋l■から出土した 2点 の球状土錘 (48,

49)に は開孔部の摩滅が認められる。特に481よ両開孔

部とも同一方向に偏って著しく摩滅している。この摩減

形状は、川村勝氏が観察した現在霞ヶ浦で使われている

土錘のうち、「開孔部端が快れるように摩減」した引網

の事例に類似し [川村 1992]、 当該土錘も漁網に装着さ

れ、負荷がかかる状況で引きずられた可能性が考えられ

る。

但し、他の 9点には摩減は認められず、茨城県内にお

ける台地上の遺跡から出土する古墳時代の管状土錘に

は、開孔部の摩滅がほとんど認められないという指摘

[川村 1992]に 、傾向としては一致する。

土製支脚について

野中遺跡の第 7号住居l■からは、炉l■を囲んで 3点の

土製支脚が出土した。その性格を理解するために、まず

は茨城県内の古墳時代に該当する篭に付随しない土製支

脚の類例をあたってみる。 (第 46図 )

野中遺跡例と同様、炉址付近に3点の支脚状土製品が

検出された例として、茨城町南小割遺跡第62号住居跡

[中村・江幡1998]と 土浦市向原遺跡第51号住居址 [中

野1987]がある。南小割遺跡では、「四角錘 (ママ)状の

支脚土製品に伴って、同様な形状の熱を受けた 2個の粘

土塊」が炉址の北部から「三角形を成す位置関係で出土」

している。また、「内二点は、据えられていた状況での

内側に当たる部分が、特に被熱硬化しているのが認めら

れ」「一個体は、直径にして約10cmほ どで、形状が方形

に近く上位は球形状」とも記載されている。向原遺跡で

も「土製支脚片」 3点が「炉址内より出土している」。

実測図をみると円錐形をした先端部の破片で、「非常に

L鯵 」

0       50cm

ー
南小割遺跡第62号住居跡

真木ノ内遺跡第 1号住居跡

中台遺跡S1268

0                20cm
|

第46図 茨城県内の上製支脚例

もろい」との記述がある。報告書では3点を「三足状の

支脚と思われる同一個体」としているが、接合関係は無

いようなので、野中例のようにそれぞれ別個体の可能性

も考えられる。一方、土浦市の真木ノ内遺跡第 1号住居

跡からは、炉址付近ではないが、「北コーナーから約 1.7

m西方の床面から」「 3方から対を取りまく様に支脚 3

個が立位の状態で出土」している [柴 1987]。 この支脚

は、安定した底部から三角錐状に細くなった先端が前屈

するもので、実見した所焼成は不良であった。

この他、つくば市の中台遺跡 S1268出上の 2点の土

製品 ?がある [黒澤秀1995]。 実測図をみると、底部か

ら先細りになった先端が前屈するもので、前屈面が窪ん
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でいる。なお、火処については、中台遺跡 S12681ま炉

を有し、真木ノ内第 1号住居跡は不明。出土住居址の時

期は、報告書によると南小割例と向原例は古墳時代前期、

真木ノ内、中台例は中期 (和泉式期)と されている。

まず、野中、南小割例から炉で使用された支脚である

ことはほぼ間違い無いであろう。更に、真木ノ内例も加

えるなら、基本的に3個セットで機能していたものと思

われる。形態的には、「被熟および風化が激 しいため現

存しているものはかなり小さくなっている」南小割例を

除いて、細部に違いはあるものの、いずれも錐形のもの

で先端が前屈するものが多い。これは竃に使用される柱

状の土製支脚とは区別される、炉用土製支脚の形態的特

徴である可能性がある。また、炉付近からの出土ではな

い真木ノ内例や、炉からやや離れた個体もみられた野中

例は、支脚が固定式ではなく、必要に応じて移動可能な

ものであったことを想定させる。なお、「風化が激しい」

「粘土塊」と記述された南小割例や、「)F常にもろい」向

原例、それに焼成不良な真木ノ内例は、野中遺跡例と同

様、未焼成のまま使用された状況が推定される。

茨城県の古墳時代前期においては、「粗製器台」が炉

の器台として使用されていた可能性が、鶴見貞雄氏によ

って指摘されている [鶴見 1993]。 今回の類例は前期と

中期のもので、「粗製器台」との関係が注目される。但

し、「粗製器台」との併用を考えても、当該期の炉を持

つ住居址数に比べて土製支脚の検出例は少ない。その要

因としては、実際支脚を使う場面が限られていた場合、

焼成不良で遺存しにくいため、石など他の材質を用いて

いた場合 (註)な どがあげられる。今後は集落内におけ

る出土住居l■の性格等を検討しなくてはならないであろ

う。課題とする。

(註)白石真理氏は、ひたちなか市武田遺跡群西塙遺跡第97A号住居跡

から出上した甕形土器について、底部のヨゴレの観察や被熱した

石類の存在から、「石等を利用して、三ヶ所から底部を支えた状

況で煮炊きが行われたこと」を推定している [白石 1995]。

玉随及びペグマタイト製遺物について

工随製遺物

古墳時代の第 3号住居l■の覆土中や攪乱内からは、玉

随製の石核 1点、剥片 8点、砕片 4点が出土している。

これらの石器は接合はしていないが、石質から同一母岩

から生じたものと捉えられる。また、石核作業面の剥離

は周縁多方向から行われており、剥片の背面が同様に剥

離の方向が異なる複数の剥離面で構成されていることに

対応する。剥片の形態は一定ではなく、偵I縁に折れ面を

有するものもある。剥片には折れ面を除く明瞭な調整痕

や使用痕は認められず、また、同石材を素材とした石鏃

等の剥片石器や玉類は検出されていない。用途は不明で

ある。

これら石器の帰属時期については、まず、出土した住

居l■の時期である古墳時代が考えられる。しかし、Ⅲ―

2で も述べたように、同住居址中からは弥生土器の破片

が多 く検出され、付近に弥生時代の遺構や活動地点が存

在した可能性がある。遺物の大きさを考えると、弥生土

器に付随していたものが、土器と一緒に混入した場合も

想定される。

また、これらの石器が弥生時代に属する可能性を示す

他遺跡の事例としては、美浦村の根本遺跡の事例が上げ

られる [中村 1996]。 弥生時代後期に該当する根本遺跡

第28号住居 l■の柱穴内から、流紋岩製の石核 3点 とと

もに、玉随製の石核 1点が出土している (註)(第 47図 )。

網点部石灰質部分

o               5cm

第47図 根本遺跡出土石核 (上、中村 1996に加筆 )
(下は野中遺跡例 )
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根本遺跡の石核も、裏面に石灰質の付着物による自然面

を残し、上面に打面が作出されたもので、やはり剥離は

周縁の各方向から行われている。石灰質物質の付着がみ

られる点といい、野中遺跡例に類似する。なお、根本遺

跡でも同材の剥片石器や剥片は検出されていない。

他石材の剥片類が検出された例としては、茨城県高萩

市の赤浜遺跡で、弥生時代中期に該当する竪穴遺構内か

ら、赤色チャートを主体とする1,800余点の円礫、石核、

剥片、砕片が出土している [川崎 。金子 1972]。 安山岩

製の「両刃石斧」や「石核斧」は検出されているが、石

鏃やその未製品の出土は無い。また、石材の主体となる

チャート製の剥片に調整を加えた剥片石器が出土したと

いう記述はみられない。報告者は石器の素材を想定して

いる。

ここでは弥生時代もしくは古墳時代に属する遺物とい

う指摘に止めておく。

ペグマタイ ト製遺物

今回の調査では、ペグマタイトの石英質部を使用した

石核 ?1点、剥片 2点、砕片 13点が検出されている。

石核 ?(第 3号土坑96)と したものは、特定の打面

を作出せずかなり無作為に周縁から打撃を加えたもの

で、定型的な剥片を取つたものとは思われない。また、

剥離面には節理による凹凸が顕著で、剥離の際途中で折

れたり、砕けたりしたものが多かったと想像される。そ

れは同材の剥片の形状を留めていたもの力朔 型ヽで少ない

ことや、砕片とした折れ面や節理面が多くみられる小石

片の存在と対応する。96が石核として機能していたと

するならば、定型的な剥片剥離を目的としたものではな

く、当初から砕片を得るためのものであった可能性があ

る。

なお、土浦市原田遺跡群の西原遺跡第 3, 4号住居跡

において、同様な石英質の砕片 (ア プライト礫細片)が、

炉址周辺から集中して出土している [江幡 1994]。 この

出土状況を炉の熱による石の破砕行為と結びイ寸けるなら

ば、やはり目的は定型的な剥片ではなく、砕片の獲得で

あったと思われる。

石核 ?は弥生時代の第 3号土坑から出土したもので、

剥片や砕片は全て古墳時代の第 3号住居址の覆土や攪乱

内から出土している。玉随製遺物と同様に、第 3号住居

l■出土の剥片、砕片は弥生時代に属する可能性がある。

このペグマタイト製の遺物は、他の報告書でアプライト、

石英片などと表記されているものとほぼ同質のものと思

われ、前述の西原遺跡をはじめ茨城県南地域の弥生時代

後期遺跡から多く検出されている。しかし、古墳時代遺

構から出土した例は、管見の限りでは、美浦村陣屋敷遺

跡の2軒の住屋址から出土した「石英片」 3点のみであ

り [中村 1992]、 両住居址とも弥生時代の住居l■と重複

しており、確実に古墳時代に属するとはいえない状況で

ある。

現状では、弥生時代に伴う可能性が強い遺物として捉

えておく。

(註)根本遺跡の報告書 [中村 1996]で は、チャート製としたものであ

るが、今回遠藤好氏に玉随であることを御教示いただいた。

滑石製遺物について

滑石製遺物は計29点 出土しており、その内の 3点は

漑孔円盤の製品で、他は滑石製品製作過程で生じる未製

品や素材、それに調整剥片と捉えられる。

今回の調査で検出された滑石製品は、双孔円盤のみで

あるが、第 1次調査では剣形、臼玉等、他の滑石製品が

出土しており、未製品としたものを除き今回出土した素

材や調整剥片がどの器種の製作過程において生じたもの

かを限定することは難しい。また、遺物の全体数も少な

いことから、体系的に製作工程を復元することにも無理

がある。そのため、ここでは器種を限定しない、加工痕

の削りと、やや大型の素材の形状について観察所見をま

とめ、今後の滑石製遺物研究の基礎的情報としたい。

削り痕について

遺物に残された加工痕は、剥離、折り取り、削り、研

磨、穿子しである。この内金属工具によつて施されたと思

われる削りは、以前筆者が 硝Uり a」 としたものに相当

するが [中村 1996]、 今回改めて 3つに分類する (第 48

図)。

削り1 稜を持った平坦な面として削りの単位が確認

できるもの。

削り2 剥離面や折れ面の打点付近に擦れたような削
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り痕が残るもの。刃痕が残るものもある。

削り3 削り痕が刃痕もしくは段差で止まっているも

ので、断面は階段状をしている場合が多い。

削り1は複数の単位から構成される場合が多く、成形

を目的としたものと思われる。削り2は、その施されて

いる部位や擦れたような状況から、基や藝状の工具を使

つた間接打撃による剥離や折り取り時にできた痕跡であ

る可能性が高い。削り3はその評価が難しいが、素材の

縁辺からや、表裏面の上方から入っているものが多く、

削り2の ように問接打撃によつて剥離もしくは折り取り

を実施しようとした痕跡と思われる。その場合、 4住

54の背面、 2住 10、 6住 29にみられる削りは板状の節

理に沿って剥離をしようとした痕跡、 4住 57、 4住 62

にみられる削りは節理に直交する形で折り取ろうとした

痕跡と捉えられる。おそらく工具が途中で止まったり、

力が真っ直ぐ抜けず、剥片端部が階段状に折れてしまっ

たものなのであろう。

素材の形態について

ここで素材として扱うのは、どの器種の素材ともなり

得る大きさで、細かい調整加工が施されていないもので

ある。素材も形状から二つに分類できる。

まず一つは、横長の板状剥片を素材にしたもので、遺

構外③区出上の 1と した剥片が該当する。この剥片は両

側縁が折り取られているが、背面に大きな剥離面を残し、

厚さも一定なことから、恐らくかなり大型の石核から同

様な剥片が連続的に剥離されたものと考えられる。

二つ目は、拳大以下の自然石を分割あるいは折り取つ

たもので、第 6号住居址28,31や第 2号住居址 10が該

当する。片面や両面に自然面を残し、厚さも一定ではな

く厚身がある。自然面を残す 4住 56や、厚みのある同

住54,55な どは、このような素材をさらに加工してい

ったものであろう。

前者の素材の石核となる大型の滑石塊が、当遺跡に搬

入されていたかどうかは分からないが、野中遺跡の滑石

製品製作のための素材には、母岩の大小と、それに対応

した異なる技術によって獲得された二者が認められる。

(註)今回の削 り痕の観察にあたっては、阿部芳郎氏に有益な御教示を

いただいた。
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第48図 野中遺跡出土滑石製遺物にみられる削りの痕跡
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2 古墳時代甕形土器の型式学的検討

はじめに

野中遺跡の古墳時代集落址を解明していくためには、

土器編年が基礎となる。

茨城県南部における古墳時代中～後期土師器の広域な

編年については、近年、樫村宣行氏によつて研究が進め

られ、住居跡一括資料の編年と大枠での土器の形態変化

や器種の消長が捉えられて来ている [樫村 1992、 1995]。

一方、県南部内の限られた地域や遺跡を姑象にした編年

にも多 くの論稿がある [吹野 1995、 白田 1996、 大関

1996等 ]。 野中遺跡に近接したものとしては美浦村の陸

平遺跡群での試みがあるが [中村 1992、 牛山1996]、 現

状では隣接 した 2遺跡の限られた資料を対象にしてお

り、資料の制約から各器種の系統的な変化が充分に追え

る段階には至っていない。

土器の生産と消費の問題や、土器を介した地域間交流、

土器の生活道具としての変遷、それに土器の保有状況か

らみた遺跡や遺構の性格等を検討していくためには、製

作技術による系統的な分析を視点とした地域編年の確立

が前提となる。本稿では、野中遺跡及び周辺遺跡出上の

古墳時代中～後期前半の奏形土器を対象に型式学的検討

を行い、野中遺跡を含む霞ヶ浦南岸地域における編年整

備への緒端とする。

工野中遺跡 2陣 屋敷遺跡 3根本遺跡 4池平遺跡 5秋平遺跡
6大 日山古墳群 7二の官貝塚 8真木ノ内遺跡 9柴崎遺跡

第49図 分析対象遺跡位置図

分析対象

今回分類基準として用いる整形痕の表記は、観察者に

よってばらつきがあると考えられたため、分析姑象は実

見した資料に限っている。野中遺跡とその周辺の霞ケ浦

南岸に位置する6遺跡を主体に、良好な住居l■一括資料

が出土している土浦市の真木ノ内遺跡、つくば市の柴崎

遺跡の資料を加えて検討した。具体的には美浦村野中遺

跡第 4, 6, 7号住居址、同村陣屋敷遺跡第 1,14a号

住居址 [中村 1992]、 同村根本遺跡第25a号住居址,第

3号墳 [中村 1996]、 江戸崎町大日山古墳群第17号住居

跡 [鈴木美 1991]、 同町二の宮貝塚第 1, 4, 7号住居

跡 [鈴木美 1991]、 同町秋平遺跡 SI-40,86[大 賀

1999]、 同町池平遺跡 SI-12,22,23,29,35,42,

45[大賀 1999]、 それに真木ノ内遺跡第 1号住居跡 [柴

1987]、 柴崎遺跡Ⅲ区第168,175号住居跡 [土生 1992]

の土師器甕形土器である。なお、姑象にした土器の整形

痕の分類・表記は筆者の判断による。報告書の記載と異

なる場合もあるが、その責は筆者にある。

分類

古墳時代土師器の奏形土器には多くのバラエテイーが

あり、その全てについて系統的な変化を追うのは、現状

では困難である。ここでは当地域の古墳時代中～後期前

半において主体となる甕A形と甕B形を抽出し、器形や

整形技法を視′点に分類を行う。

甕A形 球形の胴部を持ち、日縁部が短めで「く」の

字状に開くもの、またそれを祖形にすると考

えられるもの。

Al類 胴都外面が斜め方向主体の撫でによつて整

形されているもの。口縁部内外面はヨコナ

デや箆撫で、磨きなどによつて整形される。

A2類  日縁部がヨヨナデ、胴肩部が撫で、胴部が

横もしくは斜め方向の箆削 りによつて整形

されているもの。

A3類  口縁部がヨコナデ、胴部が横もしくは斜め

方向の箆削りで整形されているもの。口縁
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大日山17住

と胴部の境に段状の稜を形成しているもの

が多い。

甕B形 球形もしくは楕円形の胴部を持ち、日縁部の

日唇部付近が外反するもの。

Bl類 胴部が斜め方向主体の撫でによつて整形さ

れ、口縁の頸部からの立ち上がりが外側に

開くもの。

B2類 口縁部がヨコナデ、胴部が斜め方向主体の

撫でによつて整形され、日縁の頸部からの

立ち上がりがやや内傾するか、曲線的なも

の。胴部下半の磨きや口唇部の面取り、摘

み上げといった、B3類の特徴の一部が認

められるものもある。

B3類  口縁部がヨヨナデ、胴部上半が撫で、胴郡

下半が磨きによつて整形され、日唇部外面

に面取り、内面に摘み上げがみられるもの。

B3類は鈴木正博氏が型式学的特徴として「口縁部端

の垂直面」の作出技法に着日し [鈴木正 1976]、 後に

「下野型」の甕 [松村 1977]、 「常陸形甕」 [村田1980]、

「常陸型甕」 [黒澤彰 1983]、 「常総型甕」 [樫村 1992]と

分類・呼称された土器 (以下 “いわゆる常陸型甕"と仮

称する)の範疇に入るか、もしくはその系統上に位置付

けられるものといえる。

野中遺跡出土資料の中では第 7号住居址 4がAl類

野中2次6住

第50図 舞形土器の分類と組列

に、第 6号住居址 17～ 20がA2類 に、第 4号住居址の

21が Bl類に該当する。また、第 6号住居l■の14は胴部

の整形はわからないが、口縁部形態はBl類に相当する。

組列 と検証

上記の奏A形、甕B形は型式学的に異なる組列をなす

ものと思われる。甕A形は胴都整形が撫でから削 リヘ変

化していくとの視点からAl類→A2類→A3類 という

組列が、甕B形は胴部の撫で整形の継承、器形の類似性

とヤヽう視点からBl類→B2類→B3類 という組列が穏

定される。

但し、B3類の日唇部形態については須恵器甕にその

技術的祖形を求める意見もあり [黒澤彰 1983]、 胴部下

半の磨きによる整形の出現についても、外的要因を考慮

する必要があるかも知れない。また、今回姑象としたB

彫握
B形 %。
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第51図 類型の共伴関係 (数字は該当する類型の個体数)



高さOライン上の印は高さが不明な個体

陣屋敷14a住  根本25a住 池平S卜42                         池平SI‐ 35

第52図 養形土器各類型の法量 (土器図版 1/10)

3類は胎土に白色及び透明の粗い砂粒や雲母粒子が目立

つものが多勢を占める。これは “いわゆる常陸型甕"の

胎土の特徴と一致し、Bl,B2類にも同様な胎土が多い。

対して奏A形では野中遺跡でみられたように径 lmm以

下の細かい白色、透明砂粒を含む胎土がほとんどであり

対照的である。胎土の違いは製作地域の違いを反映して

いる可能性が強く、当霞ヶ浦南岸地域内のみで甕B形の

型式学的変化が全て説明できるとは限らない。しかし、

甕A形と比較した場合、胴部撫で整形の継承という点で

組列化は可能と思われ、類型間の時間的連続性はおおよ

そ以下で検証される。

組列の検証にあたつては、良好な層位事例が無いため、

住居址一括遺物を用いる。第51図 は複数個体が出土し

た住居l■をピックアップし、同じ類型が連続するように

配列したものである。まず、奏A形と甕B形は各類型に

わたって共伴しており、平行する異なる組列であること

を保証する。次に、同形内の異なる類型同士は共伴する

ことが少なく、共伴する甕A形と甕B形の類型の組み合

わせも想定した順序を乱すものではない。これは各類型

の時間的独立性と順序の妥当性を示唆する。

一方、二の宮貝塚 4住 と柴崎遺跡Ⅲ区175住 における

同形の異なる類型同士の共伴例は、前者がBl類 とB2

類の、後者がA2類 とA3類 の時間的連続性を示すもの

といえる。また、Al類 とA2類 の時間的問隙はBl類

が両者に共伴することから、B2類 とB3類の間隙はA

2類が両者に共伴することから、あっても短かいものと

想定できる。

また、組列の時間的方向性は、後述するようにAl類

が中期に、B3類が後期に想定されることから、ほぼ間

違いのないものと思われる。Al類を含む陣屋敷遺跡第

14a号住居址の土器は、以前、東京都和泉遺跡の資料と

の対比から中期に位置づけた [中村 1992]。 今回分析の

対象としたB3類は、甕A形と共伴したものに限つてお

り、いずれも報告書で 6世紀後半の年代が与えられてい

る [土生 1992、 大賀 1999]。 また、“いわゆる常陸型甕"

の初現についての最も古い年代観も6世紀後半であり

[村山 1985、 樫村 1992]、 B3類が 5世紀代とされる中

期まで遡る要素はみあたらない。

秋平S卜40

―-66-―



法量

次に、各類型の法量を検討してみる。Bl類がAl類

とA2類両者と共存するように、甕A形 と委B形の類型

変化の歩調は必ずしも一致しないが、時間的推移の概略

が追えるように、Al類 とBl類、A2類 とB2類、A

3類 とB3類 という組み合わせで高さと胴部最大径によ

る法量グラフを作成した (第 52図 )。 なお、報告書に計

測値の記載が無いものについては、実測図から値を割り

出している。

Al類 とBl類の段階では、甕A形が量的に主体を占

め、高さ・胴径が20cm前後～30cmま でのものを中心に

大小様々な法量のものが存在する。Bl類はやや大きい

ものに偏る傾向がある。

A2類 とB2類の段階になると、A2類は高さ・胴径

が20cm以下の小さいものに、B2類 は高さ 。胴径が

20cm以上の大きいものに偏る傾向が認められ、量的に

も奏B形の割合が増えてくる。

A3類 とB3類の段階では、A3類 は高さ 。胴径が

20cm以下の小型のものに、B3類は高さ・胴径が30cm

前後～40cmま での大型のものに限られるようになる。

両者は法量的にも明確に分離し、形態と法量の対応関係

が確立される。但し、この様相は霞ヶ浦南岸地域の資料

においてであり、当地域から離れた柴崎遺跡Ⅲ区の資料

には、大型とは法量が明確に異なる小型のB3類が一定

量存在する。なお、系統が充分追えなかったため今回は

対象としなかったが、当段階には口縁部ヨコナデ、胴部

が縦方向の削りで整形された小型の甕形土器が確実に伴

う。また、大型の土器はほぼB3類に限られる。

まとめ

霞ヶ浦南岸地域における古墳時代中期～後期前半の主

要な土師器甕形土器として、甕A形と甕B形を抽出し、

その変遷を追った。当初甕形土器の主体を占めた甕A形

は、胴部の整形が撫でから削りに変化していき、後期に

は小型のものに限られるようになる。対して奏B形は胴

部の撫で整形を継承 していき、“いわゆる常陸型奏"に

も比定される大型で規格的なB3類が後期に出現する。

予測になるが、甕A形は前期以来の甕形土器にその祖形

が求められるのに対し、奏B形は回縁部形態から壼形土

器の系統上に位置付けられる可能性がある (註 )。

このような中～後期にかけてみられる、煮炊用具とさ

れる甕形土器の系統別の盛衰や法量の規格化は、当然炉

から竃への火処の変化と強い関連性を有していると思わ

れる。ちなみに今回対象とした住居址の内、最も古い竃

設置例はAl類 を出土した根本遺跡第25a号住居址であ

る。また、法量の規格化や形態と法量の対応関係の確立、

それに奏A形と甕B形に認められる胎土の違いという現

象の背景には、霞ヶ浦南岸地域を越えた土器の生産供給

体市Jの存在も見え隠れする。そういう点で、霞ヶ浦南岸

地域から離れた花室川流域の柴崎遺跡で、大型とともに

小型のB3類が組成に加わる状況は、当類型製作の中心

地を考えていく上で示唆的である。

派生する課題は数多くあるが、取り敢えずは当地域の

型式学的な土師器編年を整備 していかなくてはならな

い。今後、奏形土器以外の器種を分析することによつて、

さらに細かい編年単位が設定できるものと思われる。土

器の実年代を明らかにしたいという欲求もあるが、焦ら

ずにまずは型式学的検討を進めていこう。

本稿で分析対象とした資料の実見にあたっては、江戸

崎町教育委員会の平田満男氏、土浦市上高津貝塚ふるさ

と歴史の広場の関口満氏、つくば市教育委員会の石橋充

氏にご多忙中にも関わらず便宜をはかっていただいた。

文末ながら明記して感謝の意に代えたい。

(註)陣屋敷遺跡の報告では、Bl類に相当する土器を壺形土器とした

E中村 1992]。
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川崎純徳 ,金子進他 1972『赤浜遺跡発掘調査報告書』常総台地研究会

川村 勝 1992「第Ⅳ章3.陣屋敷遺跡出上の管状土錘と問題点 (予察)」 F陣屋敷遺跡』茨城県美浦村 陸平調査会
黒澤彰哉 1983「常陸における奈良・平安時代の上器について」Fシ ンポジウム資料 房総における奈良・平安時代の土器』史館

同人 市立市川考古博物館
黒澤秀雄 1995「第 3章第 6節 古墳時代J『 (仮称)北条住宅団地建設工事地内埋蔵文化財調査報告書』財団法人茨城県教育財団
柴  正 1987「第 4章第 6節 真木ノ内遺跡J『霞ヶ浦用水建設事業地内埋蔵文化財調査報告書』財団法人茨城県教育財団
白石真理 1995「 Ⅳ -7 第97A号住居跡JF武田Ⅷ』財団法人ひたちなか市文化・スポーツ振興公社
杉原荘介・大塚初重編 1972『土師式上器集成 2中期』東京堂出版

鈴木工博 1976「水戸市南台遺跡出上の上師器と須恵器」『常総台地 7』 常総台地研究会

鈴木素行編 1998『武田石高遺跡 旧石器・縄文・弥生時代編』財団法人ひたちなか市文化・スポーツ振興公社
鈴木美治 1991『一般県道新川江戸崎線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書』財団法人茨城県教育財団

高橋嘉朗 1990「美浦村の古墳と古墳群J『美浦村史研究 6号』美浦村史編さん委員会

鶴見貞雄 19錦 「粗製器台の用途を考えるJ『研究ノート3号』財団法人茨城県教育財団
土井義夫・塩野崎直子 1984「 Ⅲ.3(2)遺物の出土状態」『宇津木台遺跡群Ⅳ』八王子市宇津木台地区遺跡調査会
中野修秀 1987「Ⅳ。3.古墳時代前期J『向原遺跡』向原遺跡調査会 土浦市教育委員会
中村敬治・江幡良夫 1998 『茨城中央工業団地造成工事地内埋蔵文化財調査報告書』財団法人茨城県教育財団

中村哲也 1992「第Ⅱ章2.古墳時代の住居址群と土壌J「第Ⅲ章2.古墳時代の上器の観察と編年」『陣屋敷遺跡』茨城県美浦村

陸平調査会

中村哲也 1996「第Ⅲ章 根本遺跡の弥生時代集落J「第Ⅳ章 3.方形周構墓・古墳群と出土遺物」F根本追跡』茨城県美浦村 陸
平調査会

西村正衛 1984「茨城県稲敷郡美浦村興津貝凋  『石器時代における利根川下流域の研究』早稲田大学出版部
白田正子 1996「古墳時代中期後葉における土器編年細分案一牛久地域を取り上げて一」『茨城県考古学協会誌第 8号』茨城県考

古学協会

土生朗治 1992『研究学園都市計画桜柴崎土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書 (Ⅲ )』 住宅・都市整備公団つくば開発局

財団法人茨城県教育財団

吹野富美夫 1995「八幡前遺跡における古墳時代後期の上器様相」『研究ノート4号』財団法人茨城県教育財団

松村恵司 1977「第二章I 出土土器の分類と編年」F山田水呑遺跡』日本道路公団 山田遺跡調査会
村田健二編 1980『千天』

村山好文 1985「印椿・手賀沼周辺における古墳時代後期の特異な奏形土器について」『日本考古学研究所集報Ⅶ』日本考古学研

究所

山内清男 1979『 日本先史土器の縄紋』先史考吉学会 (示人社復刻版)
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付
弥生土器観察表

・出土位置欄の十は接合関係を、( )は同一層位での接合破片数を示す。
・整形・文様欄の( )は施文工具、→は施文順序で、櫛描文の場合は工具の歯数を示す。縄文の附 1は附加条 1種である。
・胎上欄の自は不透明白色の、透は透明もしくは半透明白色の、灰は灰色の、雲は雲母の砂・鉱物粒が含まれていることを示し、粗は

径 1～ 2mmの粒子が目立つことを表す。

lLR+2R

lLR+2R

lLR+2R

RLと 附 lRL+2L

図版番号 じ上位置 率 形 ・ 支 様 胎 土 色調 0 /内 ) 暁成 備 考

第 9図 la 仄 r41う 縄支附 lLR+2R単 沈線文 (箆状工具 ) 白粗・透粗・灰 除 袴 褐 /褐 同-4回杯

復元月同径 40cm1も 灰 (3 縄文附 lLR+2R 褐

2 床 直 無 V荒 い 澱 で ・透 。灰 淡褐/淡 筈孝∃ 良

凶 jflk番号 出上位置 胎 土 色調 (外 肉 ) 焼 成 備 考

第 11図 la 底面直上十覆
土(2)

口縁部ヨコナデ
ロ唇部内外面から交互押捺 櫛描文(5本 )

白粗・透粗・灰 淡褐/淡褐 良

同一個体
復元口径16.6cm

1～ 3a層 米日 ・ 務 X日 ・ ,大 淡褐/淡褐 良

lc 1～ 3a)督 ヨヨナデ

為外面から交互押捺

白粗・透粗・灰 淡褐/淡褐 艮

覆上 部 ヨコナ

回

白粗・透粗・灰 暗褐/褐 良

2 4b層 撚糸文L(網 )
平行沈線文(半裁竹管状工

日 ・ 透 暗褐/褐 良

同一個体

9は表面被熱橙色化

3 表 土 L 白・透 暗褐/褐
4 底向直上十覆

■ (2)

撚糸文L側 ) 日・ ,(を :こ: 日衡 幡 御 /狗 艮

5 L 日 ・ 続 暗褥/褐
6 撚糸文 L(細)            1日 ・透     1暗 褥/褐
1～ 3a層 撚 糸 XL(測 )

・ 務 暗褐/褐 良

8 覆 土 撚糸文L(細) 白・→毒 暗褥/褐
3b'膏 撚糸文 L(細 ) 日 ・ 透     | /淡で褐

4a層上面 撚糸 白・透    | 淡褐/淡 巳 良

3b～ 4 撚糸文 L(細 ) 白・ |ィラ1:' 淡褐/汐
3b～ 4 撚糸文 L(細 ) 日 ・ 透 褐

覆土 暗褐/帽 良

同一個体底面直上 口縁部ヨコナデ 複合口縁下押捺口唇
部内外面から交互押捺 櫛描文(7本 )

白・透 暗褐/褐 良

底 而 百
「

緬描支 (7本 ) 白・透     1暗 褐/褐
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口稼部横位単抗繰→維位刻み優 汐
櫛描文 (4本)格 子目文 (飽状工具

円形刺突文 (径 2 mmの竹管状工具)

lLR+2R
附 lLR+2R
lLR+2R
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岡 版 弓 !弓こ予 出 土 付 替 巴調 (21・ /1Al,

第 14凶 1 撚 糸 文 L(Itu) 日 相 ・ 米H ・ ,り ( 褐/淡橙褐

同一個体

① 撚糸文 L(細)
6Ⅲ 撚 糸 支 L(
2) 撚糸文 L(細) 白粗・髭 ・ ,火 褐/淡橙褐

5 9) 撚糸文 L(細)
撚 糸 支 L(

7 撚糸文 L(細) 相 ・ ・サ火 淡橙帽/淡橙褐
撚糸文 L(細)
撚 糸 文 L(

撚糸文 L(細) 白粗・透
/泌 椿 揚
粗・灰 褐 ・ 幡 褐 良

L(

冬糸文 L(細) 米H ・ τ冦 ユ・灰 褐/淡橙褐 良

糸 支 r′ r細う

L 白 湘 。務 � ・ ,大 淡橙褐 /淡橙褐 良

飛糸文 L(細) 丼H ・ ‐ia ■ 灰 淡帽/淡橙褐 良

恭
芽 0彰L ・ ,災 淡褐/淡橙褐 良

べ糸文 L(細) Fl赤H ・ 覇5 ・
'大

褐/淡橙帽 良

Ｈ
一日 ・ 杉 ・ ,災 褐/淡橙褐 良

ぺ糸文 L(細) 日 米H・ 粉 相 ・ 初 褐 /淡 構 褐
L(

L ●務 ・ ,央 淡褐/淡橙褐 良

ぺ糸文 L(細) Fl沐H ・ J5丼 H ・ ,入 栃 /淡 橋 褐 B

L(

櫛 函 文 (7本 褐/暗褐 良

縄文 ? 日 ・ 謗 揚 /淡 褐 B

撚 糸 支 R(
RL 白 粗 ・務 和 ・ 匠 淡褐/淡橙褐 良

縞文 ? 1褐 /白褐 醇

図版番号 出上位置 率 彬 ・ Y糠 胎 土 ir外 /肉Ⅲ 備 考

第 15図 1 2済Ⅳ区 縄文 LR 太沈線又 /淡褐
2澪 lW区 平行洗線文 (半我竹管状工具 ) 日・‐it,服 渉 搭 褐 /沸 褐 良

遺構外①区 撚糸文 R(細)
平 行 光 綿 寸 r半幾 竹 答 滑 T旦 ヽ

白・透・灰 淡橙褐
/法橙褐

長

3住 口縁部 ヨヨナデ

櫛歯文 (5本)口 唇部縄文
自・透・灰 帽/暗褐 良

3住 lRL+2L 櫛補支 (4本〕
潰 構 外 (1)区 LR7 4FC描 文 (6 日 ・ →秀 ・ 褐/淡橙褐 史

1溝Ⅳ区 櫛描文 (3本以上 ) 自・透・灰 褐/1vE
3刀ミⅢ 暗 褐 /淡 構 褐

2溝 脚 櫛 栖 文 (5本 以 上 ) 日・務・ ,次 沸 緒 褐 /沸橋 褐 良

2溝 Ⅱ区 縄文 ? 櫛描文 (5本 ? 自・透・灰 淡褐/褐 良

1清Ⅳ区 f5刀ミⅢ 袴 褐 /袴 褐
牛(1)区 糸文 R(細)(口唇部 も)櫛 描文 (6潤 日・透・灰 目/沸 楊 里

1溝Ⅶ区 櫛描文 (5本 ) 白・湧 褐/暗褐 良
同一個体

3住 r5本Ⅲ 日 ・ 逍 /淡 褐
潰 構 外 (1)区 櫛 描 文 (4本 ) 白・透 淡褐/淡褐 良

3住 スリット内平行沈線文 (半我竹管状工具)
締 結 寸 rR大 ヽ

透・灰 淡褐/褐 長

潰 痛 外 (1)区 櫛 描 文 (5本 〕 白・務 ・辰 暗褐/暗褐 良

2溝Ⅳ区 櫛描文 (5本 ) 自・透・灰 5///

遺構外①区 r6剪 Ⅲヽ 日 ・逍
。
殊

31事 櫛 描 文 (4本 以 上 ) 自粗 。透粗・灰 淡褐/淡 良

遺構外①区
14J

縄文附 lLR+2R 櫛描文(5本 )
日唇部絹支附 lLR+2R

白・透・灰 暗橙褐/褐 良

3 fT 櫛 福 文 (7本 〕 白粗・透粗・灰 白 掲/白褐 良

1溝 V区 櫛描文 (5本以上 ) 白粗・透粗・灰 淡褐/淡褐 良

3倅 櫛 補 支 (4本 以 卜Ⅲ
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図 版 専 号 十付 晉 外 /内 Ⅲ

第 15凶 3 欄 5

2溝Ⅳ区 刷毛 目整形 櫛描文 (3本以上 ) 白 。透・,天 淡 目/淡橙褐 里

1区 榔 抽 X(5不 )
/ロ

2 lW区 櫛摘文(4本 ) /サ

3住 櫛描文 (9本 ?) 白粗・透粗 。灰 淡 掲/黒裡 良

3

3 櫛 拓 文 (6本 以 上 〕 褐 /サ

2清 縄文 LLR 櫛描文 (4本 ) 自粗・透粗 淡 掲/淡褐 良

3 ▼炎|

櫛 栖 文 (8本 白 浄 淡 :/
同一個体

3住 櫛描文 (8本 白粗・透粗・灰 淡橙褐/橙褐 良

3

)区 櫛描文 (4本 白 毒 淡褐/淡 皇

遺構外②区 自・透・灰 褐 / 帽 良

3イ芋

2溝 Ⅱ区 櫛描文 (4本 日 ・ 務 淡褐 /褐 史

3住 ・―it・ ,大 褐/淡 掲 良

4

31王 TRn栖更 (4本以上 ) 白・透 ・灰 褐 淡 良

ホH 。 ,リ 褐/暗褐
6

2住 格子 目文 蓬状工具 ) 白粗・透粗・灰 淡 橙 褐/淡 良

3住 R+2R :日
工 ・ ,大 淡 橙

淡橙墜働
良

2澪 N区 く工

3住 格子 目文 (亀】犬工具 ) ヨ粗・透粗 暗褐 /淡 筈″B 良

ぢと( 胡犬工 ・灰 1ネ居/
2濤 W区 】犬工 /〔

2溝Ⅳ区 単沈線文 (亀状工具 ) 苛相 ・ 寺秀 淡trs/淡褐 f

Ⅲ②区 縄文酢 lLR+2R 口唇部縄文 /1

1溝Ⅵ区 口縁部ヨコナデ 縄文附 lLR+2R
日 底 銘 紹 守 附 lT Pキ ク R

臼 。透 橙褐/橙褐 良

遺構外①区 縄文附 lLR+2R 日
・
遭 狗 ・ 噌 拘

/橙褐・褐
艮

1 R 2R / B

Ⅵ区 縄文酢 lLR+2R K 褐

1溝Ⅷ区 縄文酢 lLR+2R ヨ・髭雹 灰 橙褐/橙褐 良

Ⅷ IX 1 R 2R 酵

縄文酢 lLR+2R 5
同一個体

3住 縄文酢 lLR+2R ■・→分 褐/淡褐 良

1 R 2R

縄文酢 lLR+2R (

3住 縄文酢 lLR+2R ]・ )歪 灰 橙 掲/淡褐 良

3 TEF 1 R+2R
3 fT 縄文酢 lLR+2R 自・務 。,次 褐/黒褐 皇

3住 縄文酢 lLR+2R 自・透 灰 橙 場/褐 良

3 rT 1 R+2R
2溝Ⅳ区 縄文酢 lLR+2R 白・透・灰 淡 弯褐/褐
2溝Ⅳ区 縄文酢 lLR+2R 自・透 灰 褐/淡褐 良

2溝 ⅣIえ 1 R+2R /日

縄文酢 lLR+2R 白淋

3住 縄文酢 lLR+2R 日 ・ 続 淡橙 掲 /淡橙褐 良

2 lLR+2R
縄文附 lLR+2R

3住 縄文附 lLR+2R 回唇部縄文 自・透 灰 橙 掲/淡 燈褐 良

2 イIX 1 R+2R(
縄文附 lLR+2R pB/ 旦

ヽ

2住 縄文直前段 4条 LR ・透 灰 褐/暗 掲 良

3 TEF とLR
31千 縄文直前段 4条 LR FlX日 。 キ努夢米日 。 ,刀に 渉 橋 楊 / 踏 揚

第 16図 3住 縄文直前段 4条 LR 自・透 灰 橙褐/ 場
3 rT こLR /

31王 縄文直前段 4条 LR 自相・務X ・″た 暗褐/褐
3住 縄文直前段 4条 LR 自・透・灰 橙褐/暗 掲 良

ⅥL十人 4条 LR /ッ 巨

Ⅱ区 縄文 LLR 白 褐

3住 縄文 LLR ヨ粗・透粗・灰 淡橙褐/ 掲 良

2 イIメ LLR B

外①区 縄文 LLR (

3住 撚糸文 R(細)口 唇部撚糸文 R(細) ヨ・透・灰 褐/褐 良

R( 淡

撚 糸 文 R(測 )
3住 R(細) 白粗・透粗・灰 淡 登褐/淡橙褐 良
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凶 jlk之 出上位置 土 色調 (外/内)
第 16図 R ヨ・透・灰 褐 /

撚糸文 R(細) 3/脩掏
3住 R( 日 ・ :秀 ・ 褐/淡褐 良

R(細 ) ■米H ・
=CttH

〃

争Ⅳ区 ぺ糸文R( 皇

2溝Ⅳ区 R( 白粗・透粗 淡帽/自褐 卜〒 Бとこ|

ミ文 R(細〕
2溝Ⅳ区 余糸文 R( 褐/暗褐 良

遺構外②区
r2b

撚糸文 R(糸田) 白粗・透粗 淡帽/淡帽 良

遺構外②区 撚糸文 R( 咽) 淡褐/暗褐
2溝Ⅳ I R( ,( 白粗 。透粗 淡褐/淡褐

文ヽ R(細)(交差 )
1溝 llll区 撚糸文 R k 淡褐/淡橙褐
3住 RRL 自粗・透粗

同一個体
3 文 RRL
2 Ⅳ区 (2) 縄文 RR ? 。,大 淡褐/淡褐

同一個体

rか RRL? 自・透・灰

2肩 N区 縄文RRL? 日 ・ 途 ・ 炊 淡褐・黒褐
/淡褐

良

2 RRL? ・υ既・
'次2 J X 縄文 RRL? 皇

子Ⅳ区 認 ・,天 橙褐/暗褐 良

2 L 日・粉 ・ ,次

2 撚糸文 L(細) /褐 皇

2 零Ⅳ区 日 ・ →売 褐 / 帽 良 復元底径 10.Ocm

lLR+2L 日 ・ i万

)区 縄文附 1 +2L? /沸褐 良

122 2溝Ⅳ区 支 Tコ ? 自 ・ 謗 暗褐/褐 B

3 lLR+2Rと 撚糸文 R(細) 自粗・芸
)区 縄 : 豆前段 4条 LR(2条 深)? / 良 面剥落

3 主 4条 LR(2条 深)? 白 相 ・ ユ 淡褐/暗孵 E

前段 4条 LR(2条 深)?
3 fT 縄 文 R ( 淡橙褐/淡褐 良

同一個体3住 LR
LR

Fl米H ・ ・
'大

淡橙褐 /淡橙 喜

3

2溝Ⅳ区 縄 文 R 褐/淡褐 良

2 Ⅳ区 RL 口 RL 白 ・ 。灰 暗褐/橙帽 膨

RL
(構外 ( )区 縄文 0段多 き?RI 灰褐/帽 良

2 Ⅳ区2) LR RL 日 ・ ・灰 褐/淡帽

136 遺構外②区 複合口縁下端上下から交互刺突
口唇部縄支

自・透・灰 橙褐/黒褐 良

日 ・

外②区 口唇部縄文 ? 橙褐/暗褐
2溝Ⅳ 口 日 ・ 淡 争孝5/ツ獲申群

1刷毛 目整形

2溝Ⅳ区 底部太と 白褐/褐

* したもの以外も含むし た

住

＊

2住 3住 41王
*

住 3

*

土 硯 百し

集中

1ツ蕎 3濤 4濤 計

I区 Ⅳ区 V Vl Ⅶ区 Ⅷ区 Ⅱ区 Ⅳ区 攪苦し ① 区 )区

０

耐

３

の
４
い
128
rE 2n

４５

俄

146
rl o9、

５

０

４

住

２

ｒ２

３

〔

４

い

７

ｎ

２
９

８

①

５

Ｄ

118
rl oR、

２

分

３

像

４

ｎ

９

爺

638
r氏ol、

外も含

弥生土器縄文原体集計表  後世遺構外は後世遺構内及び遺構外。*の附加条は 1種、撚は撚糸文、結 1は結束第 1種。( )は同一個 1点
とした したもの以外も含む。口唇部施文の

11主 5住 3土 愧舌L
集中

後世

遺構外

計 11王 51王 3土 乱
中
境
集
後世
浩 繕 外

計

′R+2R 10(0 44 ( 0 85 (81 1460劾 ざぢどT 0 3 3 0)
4条 LR 2(2) 5 6) 0 31(31 38 (38) L( 16 (6) 34 (1) 4(4)

LLR 3 9) 0 0 18 (18 撚糸文 L(0段多 0 1

,R 0 7(め 7 6) 撚糸文 r 0 ユ l

R 4(4) 8 ①) 0 27 (26 39 f38) lLR+2L 0 2(2) 2 9)

終糸文 R(細) 3(0 32 f26 2 (1 49 (48 子加条 2条密接
RRL 0 7 Q) 7 ω) 結 lLRoRL 0 ユ l

RL 2(1) 0 3(3Ⅲ 6(6Ⅲ *LR12Rと 泰R 0 ユ

RL(0段 多条) 0 0 1(1 1(1) *RL12Lと LR 1(1) 0 0 1

0 1(1) 1(1) 7 (; 2(2) 72 (72 8101)
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図版番号 出土位置 器 種 法量 整形 胎土 色調 焼成 残存率 備考

第43図 1 1層 12) 土師器
甕

口径 (12.0) 内外面一口縁部 ヨヨナデ
脚部 箆撫で

白

透
内外面―帽 良 (20%)

第43図 2 一括十攪舌L 土師器
底部

底径 6.5 外面―箆撫で
内面―撫で

白

透
外面―橙褐
内面―淡橙褐
・褐

良 (50%)

第弱図 3 撹乱② 土師器
底部

底径  5,1 外面―箆撫で
内面―撫で

白

透
外面―褐
内面―暗帽

良 (50%)

土師器 。須恵器観察表

・出土位置欄の十は接合関係を、 ・は不接合関係を示し、()は同一層位での接合破片数を、〈 〉|よ不接合破片数を表すが、数字のない
ものは1点である。法量欄の単位はcmで、()は復元推定値。整形欄の→は整形順序を示す。胎土欄の表記は弥生土器観察表に同じ。
残存率の( )は図示した部位でのもの。

第 1号住居址

第 2号住居址

図版番号 出上位置 器種 法量 整形 胎 土 色 調 焼成 残存率 備考

第18図 1 竃支脚+2層
12)+3住 2層
・ 3層+3住
2層

土師器
高杯

口径 (20.0)
高さ (17.41
裾径 14.5

外面一口縁・裾部 ヨヨナデ
杯・脚部 箆撫で

内面一口縁・裾部 ヨコナデ
杯・脚部 箆撫で

白
透
灰

外面―淡橙帽
。赤褐
内面一淡橙帽
・橙褐

良 70% 脚部は寵の支脚
として遺存
外面と杯・裾部
内面に赤色塗彩

第18図 2 2層 (10+床
直十覆土十撹
舌L

土師器
杯

口径 15.5

高さ 7.0
外面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 箆削り→箆撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 箆撫で

白
透
灰

内外面―赤帽 良 75%

第 18図 3 床直+6層上
面十覆土・ 6

層上面十覆土

土師器
杯

口径 (18.0 外面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆削り→撫で

内面―丁寧な撫で

白
透
灰

内外面―橙褐 良 130%)

第 18図 4 床直+6層上
面 12)・ 6層上
面③ +2層

土師器
杯

口径 (140 内外面一口縁部 ヨコナデ
胴部 撫で

白
透

灰

外面―淡褐・

暗褐
内面―淡橙褐

良 (70%) 胴部外面の一部
に煤付着

第18図 5 6層上面⑥

靭劇
底径 6.0 外面―箆削り→撫で

内面―箆撫で

白

透
外面―褐
内面―暗帽

良 160%)

第18図 6 電支脚直上十
6層上面+3
層(31

土師器
甕
胴径 124.Ol 外面―指頭押捺→箆撫で

内面―箆撫で

自

透
外面―橙帽
褐
内面―橙褐

良 120%) 胴下部外面一部
に黒褐色の付着
物

第18図 7 P4(201+3
層K21+2層
19)十覆土十攪
苦し12)

土師器
甑
径
さ
径

口
高
孔

外面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆削り→箆撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆撫で

自

透
外面―淡橙褥
肉面一橙褐

良 90% 底部付近胴部に
黒班

第 3号住居址

図版番号 出上位置 器種 法量 整形 胎土 色調 焼成 残存率 備考

第20図 1 Pl底直(141
+床直③十一
括181

土師器
甕

径
さ
径

口
高
底

外面一回縁部ヨコナデ、胴部
箆撫で、底部箆削り

内面一口縁部ヨコナデ、胴部
箆撫で、頸部下輪積痕

白

透
外面―橙褐・

褐
内面―暗褐・

橙褐

艮 100%

安孝20Eコ 2 Pl底直(31+
2層 (2)

土師器
甕

口径 17.5 外面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆撫で

白
透
灰

内外面―橙褐
・淡橙褐

良 150%)

第20図 3 2層 土師器
甕

口径 (18.0) 外面一口縁部 ヨコナデ
内面一口縁部 ヨコナデ
胴部 撫で

粗
粗

白
透
雲

外面―褐
内面―橙褐

良 90%)

安ヨ20区�4 6層上面 土師器
甕

口径 (13.2) 内外面一口縁部 ヨコナデ
胴部箆撫で

白
透
灰

外面―橙褐・

内面―暗褐
良 (15%)

第20図 5 2層⑤ 土師器
椀 ?
口径 122,Ol 外面一口縁部 ヨコナデ

胴部 箆削り→箆撫で
内面一口縁部 ヨコナデ→胴部
箆撫で

自
透
灰

外面―褐・

暗褐
内面―褐

良 130%)
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第 4号住居址

図版番号 出土位置 器種 法量 整形 胎土 色調 焼成 残存率 備考

第24図 1 竃支脚十床直
十竃 7層+2
層
鞘訪

径
さ
径

口
高
裾

外面一口縁・裾部 ヨコナデ
杯・離H部 箆削り→箆撫で

内面一口縁 。裾部 ヨコナデ
杯・脚部 撫で

白

透
内外面―橙権 良 95% 杯部は竃支脚と

して遺存、被熱
のため内面剥落
顕著

第24図 2 床直+2層十
1層

土師器
高杯

内外面―磨き 白
透
灰

内外面―橙 良 130%)

第24図 3 2層 土師器
高杯

内面一撫で 白 内外面―淡権 良 (50ラb)

身ヨ24E]4 1層 12) 土師器
高杯

外面―刷毛目 ? 白

透
内外面―橙権 良 00%)

第24図 5 2層 土師器
高杯

内外面―撫で 白

透
内外面―淡橙
褐

良 (100ラろ)

第24図 6 2層 土師器
高杯

内面―箆撫で 自

透
内外面―橙夜 良 (100ラろ)

第24図 7 床直+2層 床
直(101床直
(3)2層②
l層 12)・ 床直
(2〉 ・2層 (2)

土師器
椀

口径 (16.0
高さ 18。つ

外面一口縁 部 ヨコナデ
胴部撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆撫で

自

透
外面―橙褐
暗褐
内面―暗褐
橙褐

良 60ラち

舅ヨ24E]8 床直(11)・ 床
直+12層・床
直+12層・床
直(2)・ 床直
(5〉

土師器
椀
口径 (15,0
島さ 8.1

外面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆削り→撫で

内面一口縁部 ヨヨナデ
胴部 箆撫で

白
透
灰

外面―暗褐・

褐
内面―褐・

橙掲

良 25ラろ

癌24図 9 床直(101+2
層②・床直

土師器
杯

口径 (15,3)
局さ 6.1

外面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 箆削り→撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 箆撫で

白

透
内外面―褐 良 60ワろ

身手24じ雹10 床直+2層 16J
+1層 。2層
(3)

土師器
杯

径
さ
口
一局

外面一口縁部 ヨコナデ→胴部
磨き、底部 箆削り

内面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 箆撫で→磨き

自
透
灰

内外面―橙褐 良 80%

第24図■ 床直③+2層
(2)+1層

上師器
杯

口径 (13.0)
Fき さ  6.4

外面一口縁部 磨き
胴～底部 箆削り→箆撫で

内面一口縁部 ヨコナデ→磨き
胴～底部 箆撫で

自

透
外面―赤褐 。

黒褐
内面―赤褐・

褐

良 35% 口縁部内外面赤
色塗彩

第24図 12 床直(91+2層
12)・ 床直 。2
層

土師器
杯
口径 (14.2)
Fき さ  5.7

外面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆削り→撫で

内面一口縁部 磨き
胴～底部 箆撫で

白
透
灰

内外面―赤褐 良 25% 口縁部内外面赤
色塗彩

第24図 13 竃 8層③ +2
層13)・ 竃 8層
③・2層②

土師器
杯

２０

。

径

さ

口
一局

外面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 箆削り→撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 磨き

白

透
内外面―赤褐 良 (50%) 全面赤色塗彩

第24図 14 2層②・1層
(31

土師器
杯

口 径 (17.7) 外面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆削り→撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴部 磨き

自

透
内外面―くす
んだ橙褐

良 125%) 全面赤色塗彩

第24図 15 2層 12) 土師器
杯

口径 (13.3)
局さ 54

白
透
灰

外面―褐
内面―暗褐

良 35%

身ヨ24E416 床直(5)+2層
(31

土師器
杯

径
さ
口
一局

内外面一口縁部 ヨコナデ 白

透
内外面―橙褐 良 80ワろ

身ヨ24E417 2層 土師器
杯

口径 (17.0) 外面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆削り→撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴部 撫で

白

透
外面―赤帽
褐
内面―褐

良 15%

雰孝24E]18 病
②
十
層
層

２

竃
③

土師器
杯

口径 (17.0
局さ 5.5

外面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 箆削り→撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 磨き

白
透
灰

内外面―橙帽 良 40%
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第 4号住居址

図版番号 出上位置 器種 法量 整形 胎土 色調 焼成 残存率 備考

舅孝24じ]19 1層 (2)・ 1層
(2)

土師器
杯

口径 (15.0) 内外面一口縁部 ヨコナデ
胴部 丁寧な撫で

自
灰
雲

内外面―赤褐 良 25ラろ

第 24図 20 2層+1層・
1層

土師器
壷

口径 (21.0) 内外面―ヨコナデ 白

透
外面―淡橙褐
内面―淡褐

良 (20%)

第24図 21 床直② +2層
床直③ +2層
③・床直③
・床直12)・ 床
直 (5)

土師器
甕

口径 (13.0)
高さ (17.Ol
頸径 (10.3)
胴径 (17.1)
底径 (6.Ol

外面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆削り→撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆撫で

白

透
外面―橙褐
内面―暗褐

良 20%

身子24[翌 22 2層 141 土師器
甕

口て垂 13.0 外面―頸部 指頭押捺一口縁部
ヨコナデ、胴部 撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴部箆撫で

白

透
内外面―褐 良 140%)

第 24図 23 1,薯 土師器
甕

口径 120.61 外面一口縁部 ヨコナデー胴部
箆撫で

内面一丁寧な撫で

白
透
灰

外面―黒褐・

淡橙
内面―淡褐

良 (13%)

舅子24じ雪24 2層③ 土師器
甕

口径 125.Ol 外面一口縁部 ヨコナデ→丁寧
な撫で

内面―ヨコナデ

白

透
外面―褐
内面―淡褐

良 (15%)

身獣24じ]25 竃 7層 141+2
層 141・ 2層

土師器
甕
底径 5,0 外面一頸部 撫で

内面―頸部 撫で 胴部 箆撫で
白

透
外面―淡橙褐
肉面―橙褐

良 (40%)

第 24図 26 1層 (2) 土師器
甕

口径 (13,つ 外面一口縁部 ヨコナデ
胴部 撫で

内面一口縁部 ヨコナデ

白

透
内外面―橙帽 良 (12%) 外面は被熱によ

る剥落顕著

昇子24優�27 2層+1層 土師器
甕

口径 122.0 内外面一口縁部 ヨコナデ 撫で 白微
雲
内外面―橙褐 良 18%)

第 25図 28 竃 7層+2層
121・ 2層

土師器
甑

口径 (26.0
高さ(18.0
孔径 (10.0

外面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆削り→撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆撫で

白

透
内外面―淡橙
褐～橙褐

良 (20%)

舅琴25彊]29 層

．
５

針
闊
ω
土

層

２
層
覆

２

・
１
住

土師器
甑

口径 (22.9
高さ(17.0
孔径 0.Ol

外面一口縁部 ヨコナデ
頸部 指頭押捺
胴部 箆削り→撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆撫で

白

透
内外面―淡帽
・暗褐

良 (40%)

舅ヨ25膠]30 2層③・2層
12)・ 2層

土師器

割i?

口径 (34.Ol 外面一口縁部 ヨコナデ
胴部 指頭押捺箆撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴部 撫で

白

透

灰

外面―橙褐・

赤褐
内面―淡橙褐

良 120%)

第25図 31 床直(13)。 床
直

土師器
甑 ?
口径 128,0 外面一口縁部 ヨコナデ

胴部 箆削り→撫で
内面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆撫で

白
透
灰

外面―橙褐
内面―淡橙褐

良 (15%)

安ヨ25優]32 床直・2層・
1層

土師器
甑 ?
口径 (18.Ol 外面一口縁部 ヨコナデ 指頭押捺

胴部 箆撫で
内面一回縁部 ヨコナデ
胴部 箆撫で

白

透
内外面―橙褐 良 (20%)

舅彗25優]33 床直③ +2層
141。 2層 (3)
・ 1層

土師器
甑 ?
口径 17.8 外面一口縁部 ヨコナデ

胴部 箆削り→撫で
内面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆撫で

白
透
灰

内外面―橙褐 良 05%) 口縁部外面の一
部に煤付着

第25図 34 床直(51 土師器
甑
子しぞ乙 (9。 2) 外面―胴部 箆削り→撫で

内面―胴部 箆撫で
白
透

灰

外面―淡橙褐
内面―橙褐

良 (20%)

第25図 35 2層 (61 土師器
底部
底径 6.0 外面―箆削り→撫で

内面―箆撫で

白

透
外面―暗褐
内面―淡橙褐
・暗褐

良 eo%)

第25図 36 2層 (11) 土師器
底部
底径 6.0 外面―箆削り→撫で

内面―箆撫で

白

透
外面―淡橙褐
・褐
内面―淡褐

良 (80%)
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第 4号住居址

図版番号 出上位置 器種 法量 整形 胎土 色調 焼成 残存率 備考

第25図 37 床直② +2層 土師器
底部
底径 6.5 外面―箆削り→撫で

内面―撫で
白
灰
雲

外面―橙帽・

暗褐
内面―橙褐・

褐

良 (70%)

第 25図 38 1層 土師器
底部

底径 0.0) 外面―箆削り→箆撫で

内面―箆撫で

白

透
外面―赤褐・

暗褐
内面―橙褐

良 GO%)

昇325優]39 2層 12) 土師器
底部
鹿霊て蚤 6.5 内外面―箆撫で 自

透
外面―褐
内面―自褐

良 60%)

舅ヨ25膠]40 床直18)+2層 土師器
底部
底径 6.3 外面―箆削り→箆撫で

内面―箆撫で

白

透
外面―暗褐
内面―褐

良 (60%)

第25図 41 竃 7層

鞘邸
底径 6.2 外面―箆削り→箆撫で

内面―箆撫で
白
透
灰

外面―橙褐・

橙
内面―褐

良 (50%)

舅子25膠]42 1層 土師器
底部
底径 (7.2) 外面―箆削り→箆撫で

内面―箆撫で

白

透
外面一暗褐
内面―橙褐

良 130%)

舅325膠]43 2層

靭邸
底径 5.0 外面―箆撫で箆削り

内面―箆撫で

白

透
外面―淡褐
内面―淡橙褐

長 (100%)

雰325膠]44 2層②

珊邸
底径 (6.5) 外面―箆削り撫で

内面―箆撫で

白

透

灰

内外面―橙褐 良 (60%)

身325[]45 2層 須恵器
甕

白微 外面―暗灰褐
内面―灰褐

良

身ヨ25膠]46 1層 須恵器
甕

白粗 内外面―灰 良

舅ヨ25[]47 2層 須恵器
甕

外面―平行叩き

内面―当て具痕
白微 内外面―灰 良

第 6号住居址

図版番号 出上位置 器種 法量 整形 胎土 色調 焼成 残存菜 備考

第28図 1 2層 13)+1層 土師器
高杯

口径 (15.② 外面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆削り→撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
月同部 磨き

白

透
内外面―淡褐 良 120%)

第28図 2 Pl内①層 土師器
杯

４
５

径
さ
口
一局

外面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 箆削り→撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 箆撫で

自

透
外面―淡橙権
・暗褐
内面―淡橙権

良 80% 口縁部外面の一
部に煤付着

第28図 3 Pl内①層 土師器
杯

径
さ
口
一局

外面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 箆削り→箆撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 箆撫で

白

透
外面―淡褐・

赤褐 。

暗褐
内面―赤褐

良 100%

第28図 4 床直 土師器
杯

口径 15.6

高 さ 5,3
外面一口縁部 ヨヨナデ
胴～底部 箆削り→箆撫で

内面一口縁部 ヨコナデ 暗文

白

透
内外面―橙裾 良 80% 内面被熱による

剥落顕著外面
底部付近に黒班

第28図 5 床直 土師器
杯

径
さ
口
一局

外面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 箆削り→撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 箆撫で

白
透
灰

外面―淡橙褐
内面―淡橙褐
・褐・

暗褐

良 70%

舅ヨ28じ]6 2c層上面(5)
+Pl内①層
12J

土師器
杯

口径
高さ

４

６

外面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 箆削り→撫で

内面一口縁部 ヨコナデ

白

透
内外面―橙褐 良 90% 内面に褐色の付

着物内面被熱
のため剥落顕
著、外面底部付
近に黒班

第28図 7 床直 土師器
杯

口 径 15。9

局さ 5.6
外面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 箆削り→箆撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 箆撫で

白

透
外面―黒褐 。

褐
内面―橙褐・

暗褐

良 80%
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第 6号住居址

図版番号 出上位置 器種 法量 整形 胎土 色調 焼成 残存率 備考

第28図 8 2層 (21+
C21

1層 上師器
杯

径
さ

口

一島

外面一回縁部 ヨコナデ
底部 箆削り→箆撫で

白
透
灰

外面―淡橙褐
内面―淡褐

良 20%

第 28図 9 床直～Pl内
①層③

土師器
杯

口径
高さ

外面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 箆削り→撫で

内面―胴～底部 箆撫で
→口縁部 ヨコナデ

白

透
外面―黒褐・

褐・橙褐
内面―淡橙権
・褐

良 95%

雰子28[� 10 床直⑥ 土師器
杯

口径 (15.Ol
高さ 4.8

外面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 箆削り→撫で

内面一口縁部 ヨコナデ

白

透
内外面―橙捷 良 65% 内面に褐色の付

着物、内面被熱
のため剥落顕
著、外面底部付
近に黒班

第28図■ lc層 土師器
杯

口径 (16.Ol 外面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆撫で

内面一口縁部 ヨコナデ

白

透
内外面―赤権 良 (15%) 内外面赤色塗彩

第28図 12 2層+1層 土師器
杯

口径 (15.Ol 外面一口縁部 ヨコナデ
胴部 撫で

内面一口縁部 ヨコナデ

白

透
内外面―橙権 良 120%)

身き28膠]13 2b層上面 土師器
椀

径

さ
口
一局

外面一口縁部 ヨヨナデ
胴～底部 箆削り→撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 箆撫で

白

透
外面―橙褐・

褐
内面―暗褐・

淡褐

良 100%

第28図 14 Pl内①層 土師器
甕
口径 18.0 外面一口縁部 ヨコナデ→撫で

内面一口縁部 ヨヨナデ 粗
白
透
灰

内外面―淡捷 良 (50%)

第28図 15 2層 141 土師器
甕

口径 (15.5) 外面一口縁部 ヨコナデ、頸部
指頭押捺、胴部 撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆撫で

白

透
内外面―橙夜 良 05%)

第28図 16 床直(6) 土師器
底部
底径 (6.0 外面―箆削り

内面―撫で

白

透
外面―褐
内面―褐

長 150%)

第 28図 17 床直～Pl内
①層(29+2
層・2層 12)

土師器
甕

口径 19.6

頸径 16.0

月同イ蚤 20.7

外面一口縁部 ヨコナデ
肩部 撫で
月同言語  箆肖Jり

内面一口縁部 ヨコナデ
胴部 輪積痕→箆撫で

白

透
外面一淡褐・

淡橙褐
・褐
内面―淡褐・

褐

良 (75%)

第28図 18 床直～Pl内
①層129+2
層(5)

土師器
甕
径
さ
径
径
径

口
高
頸
胴
底

15.4

17.4

13.6

18。 9

6.9

外面一口縁部 ヨコナデ、頸部
指頭押捺、肩部 撫で
胴～底部 箆削り

内面一口縁部 ヨコナデ
頸部 指頭押捺
胴～底部 箆撫で

白

透
外面―淡橙褐
・暗褐
内面―橙褐

良 90%

身写28膠]19 Pl内①層
141)

土師器
甕
径
き
径
径
径

口
高
頸
胴
底

15,7

15.4

13.2

17.7

6.1

外面一口縁部 ヨコナデ、頸部
指頭押捺、肩部 撫で
胴～底部 箆削り

内面一口縁部 ヨコナデ
胴～底部 箆撫で

白

透
外面―赤褐・

褐
内面―橙褐・

褐

良 90%

第 28図 20 床直～Pl内
①層(12)+1
層

土師器
甕
径
径
径

口
頸
胴

外面一口縁部 ヨコナデ、頸部
指頭押捺、肩部 撫で
月同部 箆削り

内面一口縁部 ヨコナデ、頸部
指頭押捺、胴部 箆撫で

白

透
外面―淡橙褐
内面―淡橙褐

良 160%)

第28図 21 床直③ +2層
141・ Pl内①
層(2)。 2層
161・ 2層③

土師器
甕
胴径 (22.0 外面一指頭押捺 撫で 箆削り

粗
自
透
灰

外面―暗褐
内面―淡褐・

褐

良 (30%) 胴部最大径付近
の外面に帯状に

煤付着

第 28図 22 1層 O)+lc
層

須恵器
甕

外面―平行叩き

内面―同心円文当て具痕
白 外面―黒灰
内面一暗灰

良 第図23と 同
一個体

第 28図 23 lc層 須恵器
甕

外面―平行叩き

内面―同心円文当て具痕
自 外面―黒灰
内面―暗灰

良 肩部外面自然釉
頸部内面釉雫

タヨ28E]24 1層 須恵器
甕

外面―平行叩き 白 外面―灰
内面―暗灰

良
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第 7号住居址

図版番号 出上位置 器種 法量 整形 胎土 色調 焼成 残存率 備考

第31図 1 覆土② 土師器
高杯
裾径 (13.Ol 外面―裾部 ヨコナデ

脚部 箆削り 撫で
内面―裾部 ヨコナデ
脚部 輪積痕 撫で

自
透
灰

内外面―淡褐 良 140%)

第31図 2 覆土 土師器
鉢

口径 (13.Ol 外面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆撫で

白
透
灰

内外面―淡褐 良 (12%)

第31図 3 床直12)+覆土
・覆土

土師器
甕

口 径 120.Ol 外面一口縁部 ヨヨナデ
胴部 箆撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆撫で

白

透
外面―自褐
内面―淡褐

良 130%)

第 31図 4 床直 (10) 土師器
甕
径
径
径

口
頸
胴

外面一口縁部 ヨヨナデ
胴部 箆削り?→撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
胴部 箆撫で

自

透
外面―橙褐 。

黒褐
内面―暗褐

良 (75%) 被熱による剥落
顕著

傷雪31匡雪5 床直13J十確認
面

土師器
底部

症ミ宅者  7.2 外面―箆削り→磨き
内面一箆撫で

白

透
外面―橙褐・

褥
内面―橙褐・

褐・

暗褐

良 60%)

第 1号溝状遺構

図版番号 出土位置 器種 法量 整形 胎土 色調 焼成 残存率 備考

第35図 1 Ⅷ区 1層 土師器
高杯

口径 (17.0) 外面一口縁部 ヨコナデ
杯部 撫で

内面一口縁部 ヨコナデ
林部 撫で

白

透
外面―橙褐
内面―淡橙褐

良 (15%)

第35図 2 llll区 la層上
面十Ⅷ区 1層
+WIl区確認面

土師器
杯

口径 (12.2)
局さ 3.4
底径 6.9

輯輯右回転成形
底部 回転箆切り

自
透

灰

内外面―淡褐 良 50%

第 35図 3 Ⅳ区 2層 土師器
杯

口径 (14.0) 輯輯成形 白

透
外面―暗橙褐
内面―暗橙褐

良 (10%)

第35図 4 Ⅶ区 1層 土師器
底部
底径 9.5 外面―撫で 自

透
外面―褐
内面―橙褐

良 170%) 内面剥落顕著

第35図 5 Ⅷ区1層 須恵器
杯

口径 (12.0 乾轄成形 白
透粗
内外面―灰 良 (10%)

第 3号溝状遺構

図版番号 出上位置 器種 法量 整形 胎土 色調 焼成 残存率 備考

第39図 1 覆土 土師器
高杯

外面―磨き

内面―撫で

白

透
内外面―淡帽 良 (100%)

を1点 とした

・同一個体は 1点として集計。
・同一個体で回縁部と底部が残っ
ているものはそれぞれ 1点 とし
て加算。
・高杯の底部は脚部。
・底部のその他はミニチュア土器。
・壷・甕・甑については次ように
分類した。屈曲した口縁上端が

複合口縁―壷、屈曲した口縁全
てが複合口縁及び屈曲しない素
口縁―甑、屈曲した素口縁―甕。
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土製品観察表

・法量欄の上錘と紡錘車の高さは穿孔方向の計測値で、幅は穿孔方向と直交する方向の最大値。支脚の高さは図示の縦方向。
長さ、高さ、幅、孔径、厚さの単位はcm。 重さの単位はg。 ( )は残存部での値。
・胎土欄の表記は土器に同じ。

鉄器観察表

・法量の( )は残存部での値。

石器観察表

・剥片の長さは剥片剥離軸方向での、第21図 11の石核の長さは打面と直交する方向での計測値。

図版番号 出土位置 種類 高さ

*長 さ

幅 孔径

*,享 さ

重 さ 成形・整形等 色調 胎 土 焼成 残存率 備考

第18図 8 2住床直 円柱状土錘 22.9 撫 で 淡橙褐 白・透 良 100ワろ

第20図 6 3住床直 球状土錘 撫で 淡褐 白・透 良 100%

第20図 7 3住 2b層 球状土錘 撫で、棒状圧痕 淡褐 白・透 良 100ワ跨

雰彗20じ48 3住攪乱 球状土錘 撫で 淡褐 白・透 里 100ワろ

舅琴20Eコ 9 3住周溝底直 球状土錘 孔部に刺突痕 暗帽 自・透 不良 100ワろ

第25図 48 4住 2層 球状土錘 撫で 淡橙褐 自・透 良 100ワろ 開孔部摩滅

第 25図 49 4住 2層 球状土錘 撫で 淡褐 白・透 良 80ラる 開孔部摩滅

舅子29層425 6住床直 球状土錘 304 撫で、開孔部削
りによる面取り

淡褐 自・透 良 100ラち

第 29図 26 6住 2層 土器片研磨
具

*4.4 *08 4断面が摩滅
擦痕もあり

淡褐 白・透 良 100ワ必

第 31図 6 7住炉直上 支脚 *146 1,445.0 撫で ,茎状圧痕 橙褐・雅 白・透 不良 100ワる

第31図 7 7住床直 支脚 13.5 (14.3) *(13.2) (1,296.0) 撫で・茎状庄痕 橙褐・葎 自・透 不良 80ラろ

第31図 8 7住床直 支脚 (15.5) *(14.0) (1,175,0) 撫で・茎状圧痕 橙褐・稚 自・透 不良 80ワる

雰312暖]93 3± 5層直上 紡錘車 48.3 櫛歯文 (6本 ) 淡褐・蒋 白・透 良 100ワ必 開口部若千
摩滅

第 12図 94 3± 4b層上
面

*3.9 *0.7 繊維状圧痕擦痕
指頭押捺

淡橙褐 白・透 皇 100ワ必

舅ヨ35[コ 6 1溝Ⅱ区 2層 球状土錘 29.9 撫 で 淡褐 白・透 良 100ワる

第35図 7 1溝 Ⅱ区 1層 球状土錘 99.2) 撫で

了し音躊に束」突痕

淡褐 白・透 良 60ワる

第35図 8 1溝 Ⅱ区 1層 球状土錘 (1.3) O,7) 撫で 褐 自・透 良 12ワる

図版番号 出土位置 器種 法量 備考

第 25図 50 4住床直 短茎長三角形鏃 鏃身長4.lcm、 鏃身幅3.2cm、 鏃身厚0.2cm、 重さ7.lg ≧部欠損

第25図 51 4住床直 刀子 長さ(8.5cm)、 重さ8.5g、 刃部長15.4cntJ、 刃部幅1,3cm、
刃部厚0,35cm、 柄部幅1.05cm、 柄部厚0.25cm

刃部先端欠損
柄部に組状のものを巻いた木質部

法量欄の長 さ、幅、厚 さの単位は cm。 重 さの単位は は

図版番号 出上位置 種 類 長 さ 幅

'享

さ 重 さ 石材・石質 備考

第 18図 9 2住 6層 敲石 砂 岩 裏・ 2側面に敲打痕、 2根u面磨滅

第 21図 lo 3住 2層 敲石 頁岩 表裏面摩減・擦痕、全側面敲打痕

第 21凶 ■ 3住攪乱 石核 玉随 (石灰質物質付着 )

第 21図 12 3住 2層 剥片 11.1 玉随 (石灰質物質付着)

第21図 13 31‡ 2層 剥 片 玉 随

第21図 14 3住 2層 剥片 玉随

第21図 15 3任 碗 古し 剥 片 玉随

第 21図 16 3住 2層 剥 片 玉随 (石灰質物質付着

第21図 17 3住 2層 剥片 下随 一側縁折れ面

第21図 18 3fT 2,習 剥 片 玉随 一側縁折れ面

第 21図 19 3住 2層 剥片 玉随 二側縁折れ面

未図化 31王 1,習 砕 片 玉随

未図化 3住 1層 砕 片 玉 随

:図化 3住 2層 砕 片 玉随

未図化 3イ千 2拝ヨ 砕 片 玉 随
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図版番号 出上位置 種 類 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 石材・石質 備 考

雰手21匪]20 3住 1層 剥 片 赤色のチャー ト

未図化 3住 2層 砕片 1.7 灰色のチャー ト

未図化 3イ千 2提璽 砕 片 灰色のチャー ト

第 21図 22 3住 2層 剥片 ペグマタイト(石英質部)

安ヨ21じ∃23 3任撹啓し 剥 片 ペグマタイ ト(石英質部 )

未図化 3住 2層 砕 片 ペグマタイト(石英質部)

未図化 3住境舌し 砕片 ペグマタイ ト(石英質部 )

未図化 3任 2層 碑 片 ペグマタイ ト(石英質部 )

未図化 3住 2層 砕片 ペグマタイト(石英質部)

未図化 3住 2層 碑 片 ペグマタイ ト(石英質部 )

未図化 3住 2層 砕 片 ペグマタイ ト

`石

夷質部 )

未図化 3住 2層 砕片 ペグマタイ ト(石栗質部 )

未図化 3住 1層 砕 片 ペグマタイ ト(石英質部)

未図化 31主境舌し 砕片 ペグマタイト(石英質部)

未図化 3住 2層 碑 片 ペグマタイ ト(石英質部)

未図化 3住 2層 砕 片 ペグマタイ ト(石英質部)

未図化 3住 1層 砕片 ペグマタイ ト(石栗質部 )

未図化 31王 2,曽 砕 片 ペグマタイ ト(長石質部)

第 26図 52 4住 2層 板状製品 15.3 97.0 点紋粘板岩ホルンフェルス 周縁を両面か ら剥離 もしくは敲打

第 26図 53 4住 2層 板状製品 71.0 点紋粘板岩ホルンフェルス 周縁を両面から剥離もしくは敲打
同材同質の破片が他に 5点出土

安き29[427 6住 2e層 砥石 (8.3) (5.5) の44.ω 凝灰質砂岩 欠損、砥面一面、裏・側面敲打痕

第 12図 95 3± 4a層 十 敲石 11.5 砂岩 ね覚妄k、  8デ

'イ

こD寛石卒

4a層上面 複数個所に敲打痕

第 12凶 96 3土一括 石核 ? ペグマタイ ト(石英質部)

第 35図 13 1溝 I区 1層 砥 石 (4.6) 144.9 凝灰質砂岩 欠損、被熱赤化、
全面栖面、径0.6cmの孔有り

第 37図 1 2清 /TC土 板状製品 195.0 点紋粘板岩ホルンフェルス 周縁敲打で調整

未図化 2溝Ⅳ区/TC土 砕片 チャー ト

未図化 4漏 覆 土 砕 片 チャー ト

身ヨ44厖]2 遺構外①区 剥片 安山岩

滑石製遺物観察表

・双孔円盤の長さは図示の縦方向、主要剥離面が残っている遺物の長さは剥片剥離軸方向の計測値。長さ、幅、厚さの単位はcm。 重きの単位はg。

右側に展開した面図示 した面。

図版番号 出上位置 長 さ 幅 厚 き 重 さ 表面 裏面 側 面 雷ヲ争

易毒43じ� 4 1住 1層 剥 離 剥 離

第 18凶 10 2住 2層 51.3 剥離 自然、削り、刃痕 剥 離

第 18図 11 2住撓雷L 剥離、当Uり 剥離 剥離、折れ

第 18凶 12 2 fT覆土 節理、剥離 節理 〒イと

舅き26優]21 3生主撹舌L 承」BL 剥離 析れ

うg26膠]54 4住 2層 談J離、削 り、刃痕 剥 離 削 り 折れ ?

第26図 55 4住 2層 肖Jり 剥離 自然、節理、剥離

第 26図 56 4任床 巨 自然、剥離、削 り 剥 離 肖Jり

第 26図 57 41千 2,習 剥離、肖Jり 自 然 、 剥 り、折れ

第 26図 58 4住 2層 剥 離 剥離 析 れ

第 26図 59 4住 2厄 肖Jり 剥離、削 り 祈 れ

第 26凶 60 4住 3層 剥離 節理 折 れ

第 26図 61 4住 2層 剥 離 剥離、削り 折れ

う言26屁]62 41千 2,曽 剥離、削り、刃痕 剥離 〒″L

第 26図 63 4住 2層 剥離、刃痕 剥離 自然、折れ

野326じJ64 4住 2帰 剥離、削り、刃痕 節理 ? 折れ、刃痕

未図化 4住 2層
未図 1 4住 2層

身雪29じ]28 61千 2層 25,0 自然 自然 、 剥 離 自然、折れ

雰329じ]29 6住 1層 節理、 最岬雑、 肖町り 剥離、削り 折れ

舅329じ雹30 61王 1,晋 剥離 剥離、削り 剥F推、折れ、 肖uり

第 29図 31 6住 2a層 自然 自然 折 れ

未図化 6住 2層 ■7

未図化 6住 1層
35[49 1溝Ⅳ区一栖 0.4 研磨 研磨 研磨 双孔円盤

第 35凶 10 1溝Ⅳ区 1層 0.4 研磨 研 磨 研磨 双孔円盤

第 35図 11 1溝Ⅳ区1層 (3.0) Q.0 0.4 (4.9 研磨 研磨 双孔円盤欠損品

第 35図 12 1溝Ⅷ区 2層 15.6 剥 離 剥離     1節理、剥離、削り、折れ 双孔円盤未製品
第44図 1 遺構外③区 剥離、削り klJ離、肖uり 自然、折れ
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北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

野中遺跡

茨城県稲敷郡

美浦村請領字野中

1552-1外

084425

36】毒

01分

11秒

140度

18分

20秒

19980403

19980608

約 4,000r

開発 (店舗 )

に伴う事前

調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

野中遺跡 集落 縄文時代 縄文土器、弥生土器、

土師器、須恵器、

土錘、土製紡錘車、支脚、

土器片研磨具、

鉄鏃、刀子、

敲石、砥石、板状石製品、

石核、剥片、砕片、

滑石製遺物 (含双孔円盤)

古墳時代住居址で炉址を

取り囲むように土製支脚

3点が出土

古墳時代住居址出土炭化

材の同定

弥生時代 竪穴住居址 2軒

土坑 1基

古墳時代以降 竪穴住居址 5軒

溝状遺構 4条

土坑 1基

時期不明 土坑 1基

ピット群 lヶ 所
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